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　俺たちのやっていることは、決して誉ほめられるようなことじゃない。

　金にもならないし、何かの役に立つわけでもない。

　他人に、称しよう賛さんされることは多分ない。

　異性にもてるわけじゃないし、家族が胸を張って自慢できるようなことでもない。

　明るい未来があるような世界じゃない。

　いつか終わりが来ることも知ってる。

　それが、そう遠くない未来だってことにも気づいてる。

　いくら頑張ったところで、将さ来きになんか繋つながらない。




　……だけど。

　コレは無意味なことなんかじゃない。




「さぁ、俺より強い奴に会いに行こう！」








第一話　『君、格ゲー上手いね』とあの娘が言った。







　レンガ造づくりの建物に挟はさまれた、狭せまい路ろ地じ裏うら。

　切れかけた街がい灯とうにぼんやりと照らされながら、二人の男が闘っている。

　一方は、真しん紅くの道着をまとった金髪の空手家。

　もう一方は、青のタンクトップを着た醜みにくい大男。

　金髪の男が、片かた膝ひざをついた醜い男に思う存分打撃をふるう。

　ガツン、ゴン、ゴツン。

　筋肉と骨がぶつかるたび、そういう音がする。

　一方的に見えるが勝負は決まらない。醜い男は急所を完かん璧ぺきに守っている。

　守られている頭も、首も、それらを守っている両腕も恐ろしく太い。大地を踏ふみしめる両足も、それらをつなぐ胴体も、人間のそれとはとても思えない。

　心無い人なら、彼のことを怪物と呼ぶかもしれない。

　ガン、ゴン、ゴツン。

　稲いな妻ずまのような攻撃が、自分の腕を叩たたく音を聞きながら、醜い怪物は、つぶやく。

「ＴＶデ見ルヨリ、ズット速インダナ」

　怪物を思う存分叩いている男の名は〝瞬しゆん・マックスウェル〟。

　総合格闘技の世界で三年間無敗という記録を打ち立てた絶対王者。

　フロリダのプール付の豪ごう邸ていに住み、ダッジ・バイパー、シェルビー・コブラなどのスーパーカーを複数台所有。美しい妻との間に、六歳になる可か愛わいい娘が一人。

　拳こぶし一つで、アメリカンドリームを実現した、生きる伝説だ。

　皆の尊そん敬けいと憧あこがれを背負った英雄の攻撃を受けながら、怪物はつぶやく。

「……羨うらやマシイ事ダゼ」

　怪物には、家も、財産も、家族もない。

　毎日おんぼろバスの座席に身を縮ちぢめて座り、日銭を稼かせぐために悪役を演じている。

　人気レスラーにぶちのめされる怪物〝ヒガンテ〟、それが彼の仕事だ。

　本当の名前は、彼本人も忘れてしまった。

「ダガ、ソンナ事ハ、ドウデモイイ」

　巨体の他には何も持たないヒガンテは、たった一つの物だけを欲している。

　その時を待ち、じっと身を縮め、打撃の嵐あらしに耐たえている。

　ヒガンテは勝利を諦あきらめてなどいない。




「埒らちが明かねえな」

　ガードが崩れないことにいらだった瞬が、バックステップで距離を開けた。

　華か麗れいな動きを目で追いながらヒガンテは思う。

　奴のように華麗な動きが出来たら、自分は人気者になれるだろうか？　大きな家や、カッコいい車や、愛する家族を手に入れられるだろうか？

『ドッチデモ、イイ事サ』

　ヒガンテは大きく首を振る。

　同時に、一本に束たばねられた瞬の長い金色の髪が揺れた。

「覚悟はいいかい？」

　そう言った瞬が、こちらに向かって軽やかに疾走を始める。

　悟さとったヒガンテは、覚悟を決めた。

　自分のバックステップではこの攻撃はかわせない。

　横に逃れようにも、左右はレンガの壁、逃げることなど不可能。

　ならば選択肢は一つだけだ。

「来ナ」

　両腕に力を込め、歯を食いしばる。自分のたった一つの財産を信じ、全すべての攻撃を受け止める。ストリートファイトでは、今までそうやって勝ってきた。

「いくぜっ」

　掛け声とともに、瞬が空中へ跳とび上がった。

「雷らい神じんっ疾しつ風ぷう脚きやく！」

　叫さけびにつづいて、嵐のような攻撃が始まる。

　ダ、ダ、ダ、ダ、ダ。ダ、ダ、ダ、ダ、ダ。

　宙に跳び上がった両足から、絶たえ間まなく閃せん光こうのような打撃が繰くり出だされる。

　右足の蹴けりが作り出した遠心力で、左の蹴りを出し、その勢いでまた右の蹴り。

　機関銃、いや荒れ狂う暴風雨の如ごとき回し蹴りの雨、打撃の嵐。

　雷神の名にふさわしい連続攻撃の終わりに、瞬は強烈な上段蹴りを打ち込む。

「フィニッシュだ！」

　ヒガンテは……倒れない。

　両腕に無数の痣あざを作りながら、悠ゆう然ぜんと立っている。

「待ッタ甲か斐いガ、アッタゼ」

　巨人が、にやりと笑う。

　名誉も財産も家族も、名前さえいらない男が唯一欲しかったもの、それは……。

　一発逆転のチャンス。

「レッツゴー！」

　ヒガンテが丸太のような腕を大きく広げ、瞬に摑つかみかかった。

　巨大な掌てのひらが、左右の壁を砕くだきながら瞬に襲いかかり、鍛きたえ上げられた両脚を捕とらえた。

「１アインッ」

　野太い声で数を数えながらヒガンテは恐ろしい技を繰り出す。彼は、対戦相手の体を力任せに振り回し、地面に思いきり叩きつける。

　グシャ。

　嫌な音が聞こえたが、ヒガンテは攻撃をやめない。

「２ツヴアイッ」

　抵抗力を失った瞬を、消えかけた街灯に向かって放ほうり投げる。

「３ドラアイッ」

　跳び上がったヒガンテが、後ろから瞬を羽は交がい絞じめにし、空中で半回転した。

　巨体と地面の間に瞬の体がある。

　三メートルの高さから降下するヒガンテの体重は二三○キロ。

　その打撃力は計はかり知しれない。どんなに頑丈な人間でも必ず、壊れる。

　人間の耐久力の限界を遙はるかに超こえたこの技が、ヒガンテの超必殺技。

「ギガトンボォム！」

　ドォーンという破壊音がして、全てが終わった。

　ジジッ、ジジジ……。

　不ふ愉ゆ快かいな音を立て、街灯が消えた。





　　　　　◆






「ガン待ちかよ、つまんね」

　三連敗した〝瞬〟のプレイヤーが吐き捨てた時、〝ヒガンテ〟のプレイヤー、石いし浜はま浩こう介すけは目をつぶった。

　防御を固めて反撃に徹てつする作戦を格闘ゲームでは〝待ち〟という。

　歓迎される作戦ではないが、浩介にはそうせざるを得ない事情がある。

　動きが遅いヒガンテは、自分から積極的に仕掛ける〝攻め〟の戦法には向いていないのだ。

「ヒガンテは、こういうキャラなんだよ。わかってもらえないと思うけど」

　つぶやきの向こうで、相手が舌打ちをして席を立った。

　一人ぼっちになってしまった浩介は、無理に笑顔を作る。

「三試合も出来たし、十分だ」

　顔とは裏腹に、寂さびしげな声が出た。




　ここは、街に一軒だけのゲームセンター『ロッキー』。

　金曜の夜とあって、店内は多くのお客さんでにぎわっている。

　音楽ゲームやカード筐きよう体たいには順番待ちの行列が出来ているが、浩介のいる格闘ゲームコーナーは、八つある椅い子すの内、五つが空いているという状態だ。

『昔は、格ゲーが一番人気でな。毎日大おお騒さわぎだったぞ』

　ロッキーのオーナー『須す藤どうの爺じいさん』はそう言うが、そんな状態は想像も出来ない。

　いつだって格闘ゲームコーナーはガラガラ、プレイをしている人はほとんどいない。

　社会現象を巻き起こした伝説の格闘ゲーム『ロード・オブ・ファイター２ｎｄセカンド』を中心とした『格闘ゲーム黄金時代』は、既すでに二十年近く前の出来事。

　浩介にとってそれはおとぎ話と同じ、夢物語だ。

「お客さんがいるのは、〝アル４〟だけか」

　浩介が〝アル４〟と呼んだゲームは『ロード・オブ・ファイター４ｔｈフオース・アルティメット』。

『ロード・オブ・ファイター』シリーズの最新作で、国内、海外を問わず大きな大会が幾いくつも開かれ、プロゲーマーなるものまで存在する近年最大のヒット作。浩介もプレイしてみたが、正直、あまり熱くなれない。

　ゲームシステムもグラフィックも良く出来てると思うし、断じてつまらないゲームではないのだが、浩介がアル４に、今一乗り切れないのには理由がある。

「……あれは、ネット対戦がメインだからなあ」

　ため息をついた浩介は、ネット対戦があまり好きではない。

　銅どうや光ファイバーの回線を通してではなく、実際に対戦相手に『会いたい』。

　だからこうして毎日ロッキーの椅子に座っている。

　自分は時代の流れに取り残された古い人間。そんなことを時々考える。

「やっぱり、俺はこっちの方がいい」

　古い人間である浩介が、毎日欠かさずプレイするゲームのタイトルは。

『ロード・オブ・ファイター３ｒｄサード・ファイナルエディション』。

　４ｔｈが〝アル４〟といわれるように、このタイトルは単に〝３ｒｄ〟と呼ばれる。

　３ｒｄは４ｔｈと同じく『ロード・オブ・ファイター』の流れを汲くむ２Ｄ格闘ゲーム。繊せん細さいに描きこまれたグラフィックと、スピーディーな展開、そして、上級者向けにデザインされた単純かつ奥深いゲームシステムで、マニアの間では『２Ｄ格闘ゲームの最高傑けつ作さく』の呼び声が高い。

　一昨年おととし、ネット対戦機能が付いた家庭用版も発売されたが、残念ながらそれほど盛り上がっているとは言いい難がたい。速いゲームスピードがネット回線に適てきさないのだ。このことについては後に詳くわしく解説する機会もあるだろう。

　浩介は、精密なドットで表現されたヒガンテを見る。

　大きな身体からだを時にユーモラスに、時に豪ごう快かいに動かして戦うこのキャラクターが好きだ。

　ヒガンテだけではない。このゲームに存在する十二人のキャラクター全てが好きだ。

　流は行やっていなくてもいい。古ふる臭くさいゲームでもいい。

　どんなゲームより、いや、どんなものより、このゲームが好きだ。

「俺には、３ｒｄだけあればいい。他の物は何もいらない」

　小さくつぶやいて、レバーを握にぎった。




「フンッ」

　コンピュータと戦う浩介のヒガンテが、相手の攻撃を大きな右手で打ち払う。

『カシィン』という小こ気き味みいい効果音が響いた。

　３ｒｄには〝通常ガード〟の他に〝パリイング〟という特とく殊しゆな防御があり、ヒガンテが使ったのは、後者の方だ。

　レバーを後ろに倒すことで、相手の攻撃を受け止めるのが通常ガード。

　パリイングの操作は、通常ガードとは逆、つまりレバーを前に倒す。

　コマンド入力が完了してから〝10フレーム〟以内に、相手の攻撃が自分に触ふれれば、それを弾はじいて即座に反撃に転じることができ、必殺技で体力を削けずられることもない。

　素晴らしい防御法だが、10フレーム以内というのが曲くせ者ものだ。

　１フレームは時間に直すと六十分の一秒。つまりパリイングの有効時間は約○・一七秒しかない。少しでもタイミングがずれればノーガードで相手の攻撃を喰らう事になる。

　ややこしい説明になってしまったが、細かいことを覚えていただく必要は無い。

『難しい操作に成功すると、即座に攻めに転じることが出来る』

　このぐらいに思っていてもらえれば、問題はない。

　浩介は、黙もく々もくとパリイングの練習を繰り返す。

　３ｒｄをはじめてもうすぐ三年、コンピュータとの戦いでは楽しめない。

　俺より強い奴との出会い。それが浩介が欲している唯一のものだ。

　古びた壁掛け時計を見ると、時刻は九時四十五分。

　軍資金はあと二百円、四回分残っているが、明日に回すことになりそうだ。

「もう一戦やりたかったな」

　本音を漏もらした時、画面に大きな文字が現れた。

『ＮＥＷニユー　ＲＩＶＡＬライバル　ＣＯＭＥＳカムズ！』

　浩介は目を輝かせ、頰ほおを緩ゆるめる。

　待ち望んだ、対戦相手が現れたのだ。

　筐体の向こう側のプレイヤーの選んだキャラクターに、浩介は目を丸くする。

「いずな？」

　相手が、選んだのは、忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ女子高生忍者〝霧きり里さといずな〟。

　ヒガンテの半分しかない小さな身体に、ヒガンテの倍の機動力を持ち、あの手この手で相手を攻せめ潰つぶす『ガン攻め』に適したキャラクター。

　可愛らしい顔立ちとは裏腹に、３ｒｄの中でも一、二を争うテクニカルキャラな為ため、プレイヤーの数は非常に少ない。

　個性は真逆だが、使う人が少ないという点は、ヒガンテも一緒だ。

「どんな人なんだろう？」

　期待に胸を膨らませていると、第一ラウンドが始まった。




「……凄すごい」

　ラウンド開始から三十秒。浩介は興奮の真まっただ中にいる。

　いずなの動きは、ほとんど完璧と言っていい。

　素早い動きで距離を開け、ジャンプして飛び道具の手裏剣を投げる。

　ヒガンテが手裏剣を防いだり弾いたりしていると、いずなはもう目の前にいる。

　着地と同時に、高速で前進する移動技の〝疾風はやて〟を出しているのだ。

　至近距離に入ったいずなは、細かい打撃技を何発か繰り出し、ヒガンテの防御を継続させ、ガード出来ない投げ技の〝山やま嵐あらし〟や〝蔓かずら落おとし〟を決める。投げを警戒して防御を解くと、必殺技の三段蹴り〝旋つむじ風かぜ〟を繰り出してくる。

　向こうの攻撃はことごとくこっちに当たり、こっちは向こうに触れることも出来ない。

「何も、させてもらえない」

　浩介は、ほぼ一方的に、第一ラウンドを奪うばわれてしまった。

　試合は全部で三ラウンド、二ラウンド先取で勝ちとなる。

　もう一ラウンドも落とせない。




「どうする？　どうすれば、この人に近づける？」

　第二ラウンド開始までの短い時間、頭をフル回転させる。

「……強引に、接近戦に持ち込むしかない」

　このまま待ち続けても、勝機は巡めぐって来ない。

　一番リーチの長い〝バックハンドチョップ〟を積極的に振り、相手を逃げ場のない画面端に追い込む。相手の足が止まればこっちにも、強烈な打撃技の〝ハンマー〟こと〝ショートレンジスレッジハンマー〟や必殺投げの〝メガトンボム〟がある。

　攻めるのは苦手だが、何も出来ずに負けてしまうのはもったいない。

　こんなに強い人と闘える機会なんて、滅めつ多たに無い。

　勝てないまでも、せめて一ラウンドはものにしたい。




　第二ラウンド、浩介は手裏剣を弾きながら、じりじり距離を詰める。

　前進するヒガンテを見て、いずなの動きが変わった。

　ジャンプするのをやめ、チョコンと一瞬だけ座った。

　奇妙な動きに、浩介は口角を上げた。

『接近戦インフアイト？』

　いずなのプレイヤーの声が、聞こえた気がする。

　浩介も、ヒガンテを一瞬だけ座らせる。

『付き合ってくれる？』

　そう伝えたつもりだ。

　いずなが、すたすたと前に歩きだした。

　ヒガンテも、同じように前に進む。

　お互いの距離がゼロになったところで、二人はバックダッシュで距離を開けた。

『踊っていただけますか？』『喜んで』そんな会話をしているようにも見えた。

　ぞくり。

　浩介の背中を、名状しがたい感覚が走る。

　一言も発したわけではないのに、いずなのプレイヤーに気持ちが通じた。

　レバーとボタンで二人の意思が繋つながった。

　こういうことがあるから、格闘ゲームは止やめられない。

「行くぞっ！」

　浩介が言った時、筐体の向こうの人物も、声を出していた。

「行くよっ！」

　浩介も相手も、お互たがいの声に気付いていない。

　全神経を画面に集中させている。

「……ふっ」

　いずなが、前傾姿勢をとり疾走する。移動技の〝疾風〟だ。

　一本に束ねた長い黒髪が、尾を引く流れ星を連想させる。

「ガァッ！」

　ヒガンテが、大きな掌を伸ばした。狙ねらいは、通常投げの〝ベアハッグ〟だ。

「遅いっ」

　いずなが、伸びてきた腕を振りほどき、素早く距離を離した。

　浩介は、感心して声を上げる。

「抜けたっ」

　小パンチ＋小キックで発動する通常投げに対し、素早く同じコマンドを入力すると、投げを無効化し距離を開ける。この行動を〝投げ抜け〟と呼ぶ。

　高威力の投げ技を見せられても、いずなは逃げない。

　素早い〝掌しよう打だ〟を繰り出しながら、再び距離を詰めて来た。

　意地でも逃げない。そういう性格らしい。

　掌打をガードしたヒガンテが、素早いチョップをいずなの足元に向けて放つ。

　素早い反応で、しゃがみガードをしたいずなを見て、浩介は小さく二度うなずく。

「狙い通り」

　ヒガンテが両手で大きな拳げん骨こつを作る。〝ハンマー〟の構えだ。

　チョップと〝ハンマー〟は素早く入力することで〝連続技コンボ〟になる。

　連続技というのは、連続でヒットする特別な技の組み合わせの事を言う。

　チョップが当たった場合、必ず〝ハンマー〟も当たるし、チョップをガードしてしまえば、〝ハンマー〟も引き続きガードしなければいけない。

「ウガッ！」

　勢いよく振り下ろされたヒガンテの拳骨を、いずなが再びガードする。

「来たっ」

　このガードが、浩介の本当の狙いだ。

〝ハンマー〟は攻撃後の隙すきが少なく、相手より８フレームだけ先に動くことが出来る。

　この○・一秒あまりの時間は、浩介に二つの選択肢をもたらす。

　再び〝ハンマー〟を入力して打撃攻撃を続けるか、それとも、ガードも投げ抜けも出来ない必殺投げの〝メガトンボム〟を狙うか。相手が〝ハンマー〟を警戒してガードを続ければ〝メガトンボム〟が入るし、〝メガトンボム〟を警戒してジャンプをすれば、〝ハンマー〟の餌え食じき。

　読まれればダメージを与えることは出来ないが、読みが外れても損そん害がいのない浩介に対し、相手は読み勝っても危機を脱だつするだけに過ぎない。

　○・一秒でも、先に動けるというのは絶対的な優位を意味する。

　格闘ゲーは、有利な時間の奪い合い。浩介はそんな風に考えている。

　それがとても好きだ。




　浩介はレバーを一回転させ、パンチボタンを叩く。

　狙いは、高い威力の投げ技〝メガトンボム〟だ。

　いずなの選択は……ガード！

「ウワァオッ！」

　ヒガンテがいずなを抱かかえて空中に跳び、

「メガトンッ、ボォム！」

　落下と同時に強烈な勢いで地面に叩きつける。

　いずなが、体力の二割を失い、地面に横たわった。

「勝負所だ」

　浩介は、ヒガンテを走らせ距離を詰める。

　いずなの起き上がりにチョップを重ね、さっきの再現を狙うつもりだ。

『直接、メガトンボムに行けばいいのに』

　そう考えたあなたは賢かしこいが、３ｒｄでは相手の起き上がりを投げることが出来ない。

　起き上がってから11フレーム（約○・一八秒）の間、全ての投げ技は無効なのだ。

　ヒガンテには厳きびしい設定だが、これがないとダウンした相手に必殺投げをかけ続けるだけで勝つことが出来てしまう。そんなゲームは、傑作とは呼ばれない。

　チョップを重ねた直後、筐体からガラスのクラッシュ音が響ひびく。

「甘いっ」

　かけ声と共に、いずながパリイングをした。

「読まれたっ」

　浩介は手を止めるが、ヒガンテは止まれない。

　両腕を振り上げ、〝ハンマー〟の動作を始めてしまっている。

　いずなは〝ハンマー〟も難なく弾く。連続技はタイミングが一定なので、弾かれやすい。

　一瞬で攻守が入れ替わる。

「はっ！」

　いずなが、無防備なヒガンテに向かって飛び上がった。

　右、左の順で痛烈に顔面を踏みつけた後。頭を蹴って、華麗な宙返りを見せる。

　しゃがみガード出来ない〝中段攻撃〟の必殺技〝木こ枯がらし〟。

　この技の真の恐ろしさは、ここから先にある。

「覚かく悟ごっ」

　いずなが、赤い忍装束の懐ふところに手を入れる。

　地味な衣装の内側。帷子かたびらに包まれた豊かな膨らみが覗のぞくが、見ている場合ではない。

「秘技っ、霞かすみ時雨しぐれっっ！」

　機関銃の如き勢いで、十六枚の手裏剣が次々とヒガンテに突き刺さる。

　必殺技の〝木枯らし〟と超必殺技の〝霞時雨〟は連続技コンボ。〝木枯らし〟を喰らってしまったら、〝霞時雨〟は防げない。

　倒れたヒガンテの体力は、一気に三割ほど無くなってしまった。

「起き上がり、何が来る？」

　打撃を重ねてくるのか？　近寄って投げに来るのか？　それを見み極きわめていると。

「まじかっ」

　起き上がりの瞬間、いずなは跳んだ。再び恐ろしいセリフが聞こえる。

「覚悟っ」

　起き上がりに、〝霞時雨〟を重ねて来たのだ。

　この技は、威い力りよくはそれほど高くはないが、超必殺技ゲージが満タンなら最大三回使用できる。

　この事を、〝ゲージストック３〟と表現する。

　ヒガンテの〝ギガトンボム〟は超高威力だが、ゲージストックは１。

　そんな部分でも、二人は真逆の存在だと言える。

「強ごう引いん過ぎるっ」

　予想外の行動に、浩介は慌あわててガードの体勢を取る。

　ガガガッ、ガガガガッ。

　凄すさまじい音を立て、十六発の手裏剣がヒガンテを襲う。

　ガードしているとはいえ、〝霞時雨〟は超必殺技。体力を削り取る能力は高い。

「こっちだってっ」

　浩介は、自分の超必殺技ゲージを見る。

　ちょうど、〝ギガトンボム〟が使えるようになった所だ。

　一度捕まえれば、体力を半分奪うことが出来る。

　まだまだ、勝機はある。

　いずなの技を時にガードし、時に喰らいながら、浩介は一発逆転のチャンスを窺うかがう。

　……しかし、その機会は一度も巡って来なかった。

「捕まえられなかったか」

　負けてしまったが、落ち込んだりはしない。

　筐体の向こうに、俺より強い奴がいる。

　頭の中はそのことでいっぱいだ。

「よし。もう一丁」

　浩介は、ポケットに手を突っ込む、百円玉がちゃりんと音を立てた。




　残っていた二百円は、あっという間に消えてしまった。

　自分なりに戦い方を工夫してみたが、一試合どころか一ラウンドも取れない。

　良い所なしの五連敗、ロッキーでこんなに負けたのは二年ぶりのことだ。

「もっと、遊びたい」

　つぶやきながら、躍やく動どうする赤い忍装束に見とれている。

　コンピュータ戦でも、いずなの動きは変わらない。

　素早い動きで常に先手を取り、一方的に相手をぶちのめしていく。

「やっぱり、強気な性格なんだ」

　キャラの動きにプレイヤーの性格がにじみ出るのも、格闘ゲームの面白い所だ。

　この人とこれっきりなんて絶対に嫌だ、なんとかして繋がりを作っておきたい。

「メアドだけでも、交換して貰もらおう」

　立ち上がった浩介の肩を、骨ばった掌がポンっと叩く。

「コーちゃん。悪いけど、時間だよ」

　振り返ると、後ろに居たのは店長の須藤の爺さんだった。

　丁ちよう度ど、十時。十八歳未満はゲームセンターにいてはいけない時間だ。

　ホームグラウンドに迷惑はかけられない。

　浩介は、後ろ髪をひかれる思いで自動ドアを潜くぐった。





　　　　　◆






　ロッキーを出て、須藤第一ビルの階段を下りると、雨がぱたぱた地面を叩いている。

　今日は七月一日、梅雨明けはもう少し先だ。

「備そなえあれば憂うれいなしって本当だな」

　鞄かばんから折り畳み傘を出した後、浩介はロッキーの入り口を見上げる。

『俺より強い奴に、また会える！』

　キャッチコピーが書かれた３ｒｄのポスターが目に入る。

「また、会いたい」

　さっきの『俺より強い奴』にだ。

　出てくるのを待ちたいが、残念ながら相手の顔を見ていない。

　階段を下りる全ての人に「いずなですか？」と聞くわけにもいかない。

　再会を諦め、スマホを取り出し、ヘッドホンをはめる。

　自作のヒガンテのストラップが、リズミカルに揺れた。

　タッチパネルを叩き、お気に入りのアニメ『超絶変人ブリーフ仮面』のキャラソン『我が青春のショーパンニーソ』を再生しようとした時、後ろから声がかかった。

「すみません！　入れてもらえませんか？」

　高くもなく、低くもない、女の子の声。

　ヘッドホンを外して振り返ると、そこにいたのは。

「……いずな？」

　瓜うり二ふたつだといっても、言い過ぎではない。

　長い黒髪をポニーテールにまとめ、凜りんとした眼まな差ざしをこちらに向けるその娘こは、可愛くもあり、綺き麗れいでもあった。普段なら、お近づきになれそうもない高たか嶺ねの花だ。












　見とれている浩介に、彼女は勢いよくまくしたてる。

「私、傘を忘れてきちゃって。今着てる服、お気に入りで、濡ぬれるとなんか悔くやしいから、そこのバス停まで送って欲しいの。駄だ目めですか？」

　こっちの反応はお構いなしに、自分のやりたいことをガンガン叩きつけてくる様は、格闘ゲー風に表現すれば『ガン攻め』だ。

「別に、いい……」

　浩介が答え終わらない内に、ポニーテールが風になびく。

〝疾風〟？　と思った時には、既に相あい合あい傘がさが完成していた。

　折り畳み傘なので、とても距離が近い。

　微かすかに、花の香りがする。

「駅前の、バス停で、いいんですよね？」

　浩介が二百メートル程先のロータリーを指さすと、彼女は目を細めた。

　青空みたいな顔だった。




　……この娘、一体何を考えてるんだろう？

　思わぬ役やく得とくを喜びながらも、浩介は戸と惑まどいの真っただ中にいる。

　レースのついた半はん袖そでのブラウスに、デニムのショートパンツ＋ニーソックス。

　眩まぶしすぎる太ふと腿ももを、横目で盗み見ながら浩介はいろいろ思いを巡らす。

　俺なんかと一緒に歩いて、この娘に何の得があるんだ？

　言葉の通り、服を濡らさないためとも考えられるが、他でもない相合傘だ。

　どっかで、この娘に会ったかな？

　思っていると、彼女が顔を上げて、切れ長の眼めでこちらを見つめた。

　愛あい想そ笑わらいを返すと、彼女もにこりと笑顔を見せる。

　会ったことはない。こんなに素敵な娘、一度見たら忘れるはずがない。

「何聞いてるの？　それ」

　ようやく見つけた話題に喜んで、スマホを見せた浩介は、激しく後悔した。

『変人歌合戦　トラック４・我が青春のショーパンニーソ』

　これ以上なく残念なタイトルだ。

「あ！　やっぱり、好きなんだね」

　彼女の発言に、浩介の心臓は一瞬止まった。

『やっぱり』ってことは俺が、この娘のショーパンニーソをひそかに網もう膜まくに焼き付けているのが、ばれてるんだ。これはまずい。第一印象としては最悪だ。

「いや、違うんだ。たまたま友達がハマってて、付き合いみたいなもんで、ホントそんなに、興味があるわけじゃないんだ」

　慌ててスマホをしまうと、彼女が細い肩を落とし、ため息をつく。

「そうか。友達の付き合いか、そんなもんか……」

　こっちまで悲しくなってしまうほど、寂しげな顔でそう言った後、彼女は小さな赤いバッグから、同じように赤いカバーのついたスマホを取り出した。

「私ね。コレ、大好きなの」

　ぴっと伸ばした指の先に、赤い衣装の〝いずな〟のストラップが揺れている。

　浩介は気が付いた。彼女が『好きなんだね』と言ったのはヒガンテのことだ。

　続けてもう一つ、大だい胆たんな仮説が頭に浮かぶ。

　──もしかして、この娘がさっきの、いずな？

　それは話がうますぎる。あまり期待しないよう、そっけなく聞いてみる。

「コレって、ロード・オブ・ファイター３ｒｄ？」

　彼女の顔が、ぱあっと明るくなる。頰をほんのり桜さくら色いろに染そめてさえいる。

　ものすごく喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりした娘なんだという事がわかった。

「うん。私ね、３ｒｄは世界一面白いゲームだって思うの。ドット絵師が魂たましいを削って描いたグラフィック、極きよく限げんまで作り込まれたシステム、確かにキャラのバランスに、難が無くはないけど……」

　彼女は、身み振ぶり手て振ぶりを交えながら熱く語る。

　それだけでは足りないのか、スキップしたりジャンプしたり大変な騒ぎだ。

　彼女が濡れないよう、浩介は懸けん命めいに足を動かし、傘をかざす。

　カップルがじゃれ合って、ダンスを踊ってるように見えなくもない。

　熱い独どく白はくは、まだまだ続く。

「キャラ差だって、工夫すれば何とかなるし、何より〝弾き〟があるでしょ？　カシィンって音が聞こえた時とか、ホントもう『ゾクっ』てなっちゃう」

　彼女が肩をすくめ、悩ましげな表情で「あは」と吐と息いきを漏らした。

　スマホを持っている右手が、胸元にギュッと押し付けられ、胸の形を変えている。

　浩介は、正直、どうしていいかわからない気持ちになった。

「私は、３ｒｄだけあれば、それでいい。他の物は何にもいらない」

　言い切った彼女を見て、浩介は確信する。

　この娘だ。この娘が〝いずな〟だ。

　俺より強い奴に会えた！

　感動に震ふるえている浩介の前で、彼女が何かに気が付いた。

　みるみる表情を変え、下した唇くちびるを嚙かみ、この世の終わりが訪れたような顔をする。

「ごめんね。わけわかんない事ばっかり言ゆって……気持ち悪いよね」

　肩を落とす彼女に、何を言うべきか考えていると、すでにバス停は目の前だった。





　　　　　◆






「ありがとう、ございました」

　頭を下げた彼女は、停車中のバスに向かって歩いていく。

　呼び止めたい。呼び止めて、また対戦しようって言いたい。

　そんな気持ちでいっぱいだが、それを上う手まく言葉にする方法が見つからない。

　あの娘の背中が、どんどん遠くなる。

『イイノカイ？　コースケ』

　そんなことは有りえないのだが、ヒガンテの声がはっきりと聞こえた。

『ガードヲシテイルダケジャ、勝テナイゼ、欲シイモノニハ、手ヲ伸バサネェト』

「欲しいもの？」

『アノ娘、強インダロ？』

　浩介は拳を握った。

　ヒガンテの、大きな声が聞こえる。

『レッツゴー！』

　十六年間溜ためて来た勇気のゲージを一気に解放し、あの娘に向かって、大声で叫ぶ。

「好きなんだっ！」

　バスの乗客から、他の停留所から「おお～」という感かん嘆たんの声が聞こえたが、浩介は気にしない。他の事に構かまっている余よ裕ゆうなどない。

　あの娘が振り向き、小走りに駆け寄ってくる。頰が、微かに赤い。

「い、いきなり、どうしたの？」

　大きな眼をパチパチさせている彼女に向かって、浩介は懸命に口を動かす。

「さっきは興味ないって言ったけど、３ｒｄ大好きなんだ。俺、さっき君に五連敗したヒガンテ使いなんだ。君は楽しくないかも知れないけど、出来たら、またロッキーで対戦して欲しい。今はまだまだだけど、俺、必ず君のところにまで行くから、絶対に君を捕まえるから、だから、また、俺と戦ってください！」

　生涯最大の『ガン攻め』を見せた後、浩介は深々と頭を下げる。

　彼女が目の前までやってきた。

　緩い風が吹き、再び、花の香りがした。

「やっぱり、間違ってなかった。対戦してすぐにわかったの、君は私と同おんなじだって」

　彼女の手が、浩介の肩に乗る。

　顔を上げると、いずなと同じく意外に大きな胸の膨らみが目に入った。

「私ね。君に一言、言いたくて、追っかけて来たの」

「言うって、なんて？」

　彼女の、切れ長の目が近づいてきた。薄桃色の唇は微かな光沢をもっている。

　いきなりファーストキス。という夢の展開にはならなかったが、彼女は浩介の耳元に唇をよせ、小さく、しかし刺激的な音色で言った。

「〝君、格ゲー上手いね〟」

　──どくん。

　漫画等で表される鼓動音が自分から聞こえるのを、浩介は生まれて初めて聞いた。

　クラクションが鳴り、あの娘が急いでバスに飛び乗る。

「また会える？」

　浩介が聞いたところで、ドアが閉まった。

　聞こえなかったが、彼女の唇がこう動くのを浩介は確かに見た。

　──ま・た・ね。




　七月一日金曜日、午後十時八分。

　暑くて短い二人の夏は、こうして幕を開けた。















第二話　『また会えた』とあの娘が笑った。







　七月四日月曜日。

　一年三組の朝は、倉くら貫ぬき先生の信じられない一言で幕まくを開けた。

「え～転校生を紹介する」

「コントかよっ！」

　教室の一番後ろ、窓際の席から、突っ込みを入れたのは田た中なか俊とし哉や、通称『トシ』だ。

「怪あやしいと思わねぇ？　コースケ」

　浩こう介すけは、左隣のトシに顔を向け、訝いぶかしげな表情で答える。

「確かに。再来週には夏休みだもんな」

　浩介の席はトシの隣となり、窓際から二番目だが、右隣には誰だれもいない。

「あれか、中東の武装集団の工作員とかか？」

「怪しい教団の勧かん誘ゆう員いんかも知れないな」

　季節外れの転校生にざわつく生徒たちに、先生が笑いながら言う。

「真実をありのままに受け入れろ。来る者は拒こばまず、去る者は追わずだ」

　そういう倉貫先生は三十五歳、先月彼女と別れたばかりだ。

「彼女は、追いかけた方が良くないすか？」

　同じ台詞セリフを言った浩介とトシは、顔を見合わせて笑った。

　他の生徒から、先生に質問が飛ぶ。

「転校生って男？　女？」

「それは、見てのお楽しみだ」

　思わせぶりな先生の態度に、浩介とトシは顔を見合わせ声を揃そろえる。

「残念だが、男だな」

　三組は女子が男子より一人多い。普通に考えれば来るのは男子だ。

「さて、内ない職しよくすっか」

　トシが机の下に隠した携帯ゲーム機のスイッチを入れた。

　彼もゲームに青春を捧ささげる愛すべき馬鹿野郎だが、３ｒｄサードプレイヤーではない。

　暇ひまさえあれば液晶画面のモンスターを狩る、ハンターである。

　浩介は机から、薄汚れたノートを取り出し『研究』を始める。

　開いたページは〝いずな〟の情報を、手書きでまとめたものだ。

『手しゆ裏り剣けんをガードしちゃ駄だ目めだ。上を跳とぶか、下を潜くぐるかして避けないと……』

　あの日から、暇さえあれば『対いずな戦』のアイディアを考えている。

　あの娘こと再会した時に、少しでも強い男になっていたい。

『空中から打ち下ろしてくるのが厄やつ介かいなんだよな。ボタンで軌き道どうも違うし……』

　いずなの手裏剣〝氷ひ雨さめ〟は、空中から斜ななめ下に向かって飛んでいくが、小で近く、大で遠く、中でその中間と、ボタンごとに射程距離が異ことなり、それぞれに、別の対処法を用意しなければならない。

『最悪なのは〝ブースト版〟で投げられた場合だ』

　超必殺技ゲージを少量消費して必殺技を強化することを〝ブースト〟と呼ぶ。

　ほとんどの必殺技は、小＋中、中＋大などボタンを同時押しすることで強化が可能だ。

　威い力りよくが上がったり、ヒット数が増えたり、技の性能が大きく上がる。

〝氷雨〟をブーストすると、自動追尾の手裏剣が通常の一・五倍の速度で打ち出される。

『あれは、見てから避よけられる速さじゃない』

　浩介が脳内３ｒｄに没ぼつ頭とうし、トシが携帯ゲーム機に目を血走らせている時、教室では大事件が起こっていた。





　　　　　■






「それじゃぁ、入って」

　倉貫先生に促うながされた転校生がカラリとドアを開けた時、浩介とトシを除のぞいた全ての男子が立ち上がった。

「めっちゃ可か愛わいい！」「最高だ！」「彼氏いるの？」「実は芸能人とかやってない？」「黒髪とかマジ好み」「この騒さわぎの中なら言える付き合ってくれ」

　教室中に、賞しよう賛さんの嵐あらしが巻き起こった。

　騒ぎを聞きつけたトシが、顔を上げ、つぶやく。

「女……だと？」

　トシは、教室を飛とび交かう興奮の声が大おお袈げ裟さで無い事をすぐに理解した。

　黒髪をポニーテールにまとめ、凜りんとした雰ふん囲い気きをまとったその娘は、とても綺き麗れいだった。そして、可愛らしかった。

　真新しい半はん袖そでのブラウスと、短く詰めたスカートから覗のぞく素肌が眩まぶしい。なによりサマーセーターの下に隠れた胸の膨ふくらみが素す晴ばらしい。

「推定八十七のＥ。かなり良い物をお持ちだ」

　冷静に分析をするトシは、自他ともに認める『おっぱい星人』だ。

　喧けん噪そうが途と切ぎれた頃、彼女が意味不明な行動に出る。

　突然回れ右をすると、勢いよくドアを開け、廊下を覗き込み、左右を確認した。

「……？」

　教室中がそういう顔をする中、彼女が納得できないという顔で室内に戻る。

　再び賞しよう賛さんの嵐が始まった時、ようやく浩介が顔を上げた。





　　　　　◆






「……あ」

　浩介は、そう言って動きを止めた。

「……あ」

　あの娘も同じように驚いた表情を見せ、その後、ほのかに頰ほおを桜さくら色いろに染そめる。

「おおおおっ！」

　クラス中の男子という男子が、感動の声を上げるが、二人は反応しない。

　騒ぎなど聞こえてもいないだろう。二人にとって他の人など、石ころのようなものだ。

　彼女の声は聞こえないが、浩介は見逃さない。

　あの娘は、飛び切りの笑顔で薄うす桃もも色いろの唇くちびるを動かし、こう言った。

『ま・た・会・え・た』

「新しん明みようさん。新明さん？　どうした？」

　先生に肩を叩たたかれた彼女は、火が出たような勢いで顔を赤らめる。

「ど、どうもしません」

　狼狽うろたえながら、壇だん上じように上がり、深呼吸をして黒板に勢いよく自分の名前を書いた。

「新明忍しのぶです。先月まで海外に住んでいたんですが、こっちで暮らすことになりました。よろしくお願いします」

　トシが真顔でつぶやく。

「かっけえ、残ざん留りゆう孤こ児じかよ」

「帰き国こく子し女じよだろ」

　浩介は突っ込むが、視線は忍に釘くぎづけだ。

　生徒の一人が、手を上げて忍に質問する。

「海外って、どこに居たんですか？」

「アラブ首しゆ長ちよう国こく連れん邦ぽうのドバイって言ゆう所です」

　トシが、ゴクリと唾つばを飲み込む。

「……やはり、中東」

　ドバイは中東の金きん融ゆうと流通の中心地。大きなカジノがいくつもあり、世界有数の高級ホテルが乱立する一大観光地でもある。『ブルジュ・ハリファ』という高層タワーの名前を聞いたことがある方も多いだろう。

　耳みみ慣なれない国名に教室はざわつくが、忍は意に介かいさない。どんどん自己紹介を進める。

　どんな時でも『ガン攻め』なんだな。

　そう思っている浩介の視線の先で、忍の話は続いている。

　料理が好きで、エレクトーンをやっているという女の子らしい一面を披ひ露ろうした忍は、最後に問題発言をぶっ放す。

「でも、なにより好きなのは、格ゲーです」

「……？」

　意外過ぎる発言に、クラスの皆が沈ちん黙もくした。

　先生が、咳せき払ばらいをして口を開く。

「席は、とりあえず一番後ろのあそこでいいかな？」

　指さしたのは、浩介の隣の空間だ。

「わからないことは、彼に聞くと良い。クラスで一番頼たよりになる奴なんだ」

　先生が浩介を『頼りになる奴』と言ったのは、リップサービスではない。

　浩介は、地じ味みな作業が好きという珍めずらしい性格の持ち主で、行事の準備や校内の清掃を積極的に引き受け、必ず完かん璧ぺきにこなす。

　勉強も運動もそこそこで、普段は目立たないが、皆からの信頼は厚い。

「コースケ。新明さんにいろいろ教えてやってくれ、頼むぞ」

　先生の言葉に、浩介は真顔で答える。

「逆に、俺がいろいろ教えて欲しいです」

　浩介の真意は、他の人にはわからない。

　教室が、笑い声に包まれる中、忍が小走りに浩介に駆かけ寄よる。

　目を合わせた二人がまた笑いあった。かなりいい雰囲気だ。

　窓の外を見たトシが、つまらなそうにつぶやく。

「俺、帰ってもいいっすか？」





　　　　　◆






「新明さん」

　浩介が右隣の忍に声をかけたのは、昼休みを告げるチャイムが鳴り終わってから、僅わずか10フレーム後の事だった。

　隣同士の席なのに、全然話が出来ていない。

　忍は一切私語をせず真ま面じ目めに授業を受けていたし、休み時間に声をかけようとしても周まわりは黒山の人だかり。

　昼休み開始後、最速で声をかけるしかない。

　浩介はずっとその事ばかりを考えていた。

　忍がこっちを向く。目が合うと、まだ、どきんとする。

「あ、あのさ、新明さん、昼ひる飯めしって弁当？」

「ううん。今日は持ってきてないの」

　しめた。学食に連れ出せれば、ゆっくり話が出来る。

「俺、学食行くんだけど一緒に行く？」

　忍は「購こう買ばいに行きたい」と答えたが、落らく胆たんする必要はなかった。

「ご飯、一緒に食べよう？」

　と、嬉うれしいことを言ってくれたからだ。

　浩介はいそいそと立ち上がり、忍と共に教室を出る。

「なんであんなに通じ合ってんだ？」

　トシが、二人の背中を羨うらやましそうに見つめた。

　その手に弁当箱と、携帯ゲーム機がある。

　彼は屋上に昇って〝狩り〟をしなければならない。沢たく山さんの仲間が待っている。





　　　　　◆






　購買で買い物を終えた浩介は、渋しぶい顔をする。

「これでも、ちょっと足たりないんだよな」

　カレーパン、やきそばパン、珈琲コーヒー牛乳。〆しめて三百八十円。

　母親にもらっている昼食代は五百円だから、あと一つパンを増やしてもいいのだが、それでは、今日の軍資金が残らない。

　普段は学食で二百五十円のチキンライスを食べ、残りをヒガンテの食費、つまりゲーム代に回している。食費も二人で半分こ、浩介とヒガンテはそういう関係だ。

『気ニスルナ。タマニハ減げん量りようモ、悪クナイ』

　頭の中のヒガンテが、微笑ほほえんだ。




「ごめんね。何にするか迷っちゃって」

　戻って来た忍を見て、浩介は目を丸くする。

　小さなチョココロネ（八十円）を持っているだけなのだ。

「それで足りるの？」

「ちょっと足りないけど、私、すぐ太るから」

　正直、もう少し太くてもいい気もするが、女の子はいろいろ大変だ。

「じゃあ、戻ろうか？」

　浩介の言葉に、忍は首を振る。

「見せたいものがあるの。教室じゃ、ちょっとまずいの」

　伏し目がちに、ドキドキするようなことを言った。

「じゃ、じゃあ、どこか雰囲気ムードの良い所に行こうか？」

　頓とん珍ちん漢かんな事を言う浩介の横で、忍が「あはっ」と笑い声を上げた。





　　　　　◆






「ここは、流石さすがに無ない？」

　コースケは、辺りを見回しながら顔を赤くする。

　上あげ尾お日ひの出で高校は、遠目から見ると真四角で面白みのない建物なのだが、中央部分が吹き抜けの中庭になっており、校舎に沿そって沢山のベンチが設置されている。

　放課後は運動部のトレーニング場や、吹すい奏そう楽がく部ぶの練習場として機能するこの場所は、昼休みに限り、特とく殊しゆな空間に変へん貌ぼうする。

　浩介の前方にある十基のベンチ全すべてに、カップルが座っている。右も左も同じ状況。おそらく後方も同じだろう。四し面めん楚そ歌かならぬ、多た方ほう面めん同どう時じ多た発はつ男だん女じよ交こう際さい。リア充しか生存を許されないこの空間を『馬鹿時空（雨天中止）』と呼ぶ。

　因ちなみに、トシたちがハンティングに興きようじている屋上は『童貞狩場（雨天決行）』だ。

　日の出高校の、二大名所である。

　ここで一緒に飯を食うのは、学校中に交際宣言するのと同じ。

　浩介は別の場所を探すべきだと考えたが、忍はそうではないらしい。

「いいね。うん。理想的だよ」

　空いているベンチを見つけ、腰を下ろす。この局面でも『ガン攻め』だ。

　自分の右側に空間を開け、そこをポンポン叩いている。

　──ここが、理想的で、教室じゃちょっとまずい『見せたいもの』って。

　邪よこしまな期待に胸を高鳴らせ、浩介はおずおずと座った。

　目の前の女子が彼氏の肩に頭を乗せるのに目を逸そらすと、忍の顔が間近にある。

　バス停の時と同じ香りがした。それが薔ば薇らの匂においであることを浩介は知っている。

　薬局で同じ匂いのシャンプーが売っていたのだ。

　ドラッグストアでトリップしたのは、生まれて初めての経験だった。

「あのさ、石いし浜はま君くんは」

「あ、嫌じゃなかったらコースケって呼んで？」

　親密度を上げようという狙ねらいはない。小さい頃、終しゆう始し兄にくっついて遊んでいて皆に『コースケ』と呼ばれていたため、苗みよう字じを呼ばれる事に違い和わ感かんを覚えるのだ。

「コースケ、今日ＢＢＳ見た？」

　忍が、君をつけず呼び捨てにしたのに驚いたが、石浜君よりは、ずっといい。

　外国育ちだし、異性の呼び方にはこだわりが無いのかもしれない。

「ＢＢＳ？　まだ見てないよ」

〝３ｒｄＢＢＳ〟は攻略から、有名プレイヤーの目撃情報まで、３ｒｄのありとあらゆる情報がリークされるネット上の掲示板だ。

「私、さっき見たんだけど、金曜日の紅白戦で大事件があったんだって」

　忍の言う〝紅白戦〟とは、日本一３ｒｄが盛さかんな、東京のゲームセンター『ブロッサム』で行われる対戦会。イベントの最後に、店長の〝コジロー〟がマッチメイクした『お好み対戦』が行われ、その様子がニヤニヤ動画にアップロードされる。毎週再生数が五千を超こえる人気コンテンツだ。

「もう居てもたってもいられなくって」

　……見せたいものって、３ｒｄか。

　期待は裏切られたが、浩介は落胆しない。むしろ興奮している。

　仮に、この『大事件』と『忍の水着姿』片方しか見られないとしたら、迷わず前者を選ぶ。格闘ゲーマーとはそういう人種だ。

　忍はバッファリングの画面を食い入るように見つめている。

　一刻も早く確認したいという気持ちはわかるが、四方をカップルに囲まれた場所でそれをする意味が、わからない。

「教室で見た方が良いんじゃない？　ここ暑いし」

　浩介のアドバイスに、忍が暗い顔を見せた。

「……朝、格ゲーが好きって言ゆったら、皆、変な顔したでしょ？　ここがいい」

　浩介は無意識に忍の頭に手を乗せ、サラサラの髪を優しく撫なでた。

『この娘も同じなんだ。一人ぼっちだったんだ』そう思っている。

　浩介は学校で３ｒｄの話はしない事にしている。

　話が全く盛り上がらない上、こんなことを言われたりするのだ。

『たかがゲームに、なに熱くなってんだよ』

　理解されないのは構わない。けれど、見下されるのは我が慢まんならない。

　心配ない。俺はわかってる。

　その思いが、忍の頭を撫で『大丈夫だよ』と言っている。

「あ。見られるよ」

　忍が二十センチあった距離を半分に詰つめて来た時、浩介は慌てて手を引っ込めた。

　女の子の髪を撫でるなどという大だい胆たんなことをしたのは、生まれて初めての経験だった。

　忍は、浩介にいろんな『初めて』を連れてくる名人らしい。





　　　　　◆






　忍の指が再生ボタンをタップすると、３ｒｄのデモ画面が現れた。

「七月一日ブロッサム紅白戦。お好み対戦の時間がやってまいりました。司会は〝コジロー〟こと、大おお島しまです」

　軽けい快かいなトークをするのは、店長のコジロー。毎年夏の終わりに行われる格闘ゲーム大会〝コロシアム〟の３ｒｄ部門で、最多三回の優勝を誇ほこる最強の男。真っ白な道着の〝瞬しゆん〟で数々の逆転劇を見せ『最も神に近い男』とも呼ばれたが、残念ながらもうプレイヤーではない。三年前に一線を退しりぞき、ゲーセンの店長として格ゲー界を支ささえている。

「今日は全二試合。最もつとも上がってる奴らの熱いバトル、楽しんでいってください！」

　挨あい拶さつに続いて、大きな拍手が聞こえる。今日もブロッサムは混こん雑ざつしているらしい。

　紅白戦に集まる三十人を超える人々は、誰しもコロシアム上位を狙う猛も者さばかり。

　その中からコジローが選んだ出場者は、真の意味でのトッププレイヤーだ。

『いつかは紅白、お好み出場』

　これは真剣に３ｒｄをやっている〝ガチ勢〟共通の目標だ。

「それでは第一試合。１ワンＰピー側、やってきました涅ね槃はんの境きよう地ち、今日も弾はじきが冴さえわたるっ、最強いずな使いの〝坊ぼうさん〟だあっ！」

　忍が瞳ひとみを輝かがやかせる。坊さんは憧あこがれの対象なのだろう。

「そして２ツーＰピー側っ、ゲームはいつも運頼み。はじめ使いの〝リリィさん〟登場！」

「えー」

　不満を口に出したのは浩介だ。正直な所、リリィさんが好きではない。

「それでは両者着席っ、ゲームを始めてくださいっ！」

　画面右に前髪をきれいに切りそろえた品のいい少女が現れ、深々と頭を下げる。

「よろしく、お願い致いたします」

　格闘とは無む縁えんそうなデザインのこのキャラは〝豪ごう徳とく寺じはじめ〟。品のある見た目から柔じゆうよく剛ごうを制するファイトスタイルを連想させるが、彼女が使うのは、一撃必殺を身上とした、豪ごう快かいな空手だ。

　はじめの反対側、画面左に、もうもうと煙えん幕まくが上がった。

「霧きり里さといずな。参るっ！」

　煙が晴れると、そこに、いずなが立っている。忍とは違う、黒い衣装だ。

　お互い顔は可愛いのに、服装はいたって地味。３ｒｄが出た時、既に『萌もえ』という概がい念ねんはあったはずだから、セーラー服とかメイド服とか、キャッチーな衣装を着せれば、もう少し人気が出たのではないかと浩介は思う。

「ラウンドワン、レディーゴー！」

　システム音が試合の開始を告げた瞬間。

「ちぇすとぉー！」

　はじめが残像を残して前方にダッシュする。３ｒｄ最速の突進技〝雷らい電でん〟だ。

　全体重を乗せた正せい拳けん突づきを、いずながきっちりとガードし、反撃の掌しよう打だを打ち込んだ。

「リリィさん、考えが無さすぎる」

　浩介と忍が、声を合わせる。

　リリィさんに戦法などという物はない。所構わず突進技で相手に突つっ込こんでいく。

　いずながはじめの攻撃を、受け止め、躱かわし、弾き、難なんなく第一ラウンドを先取した。

「やっぱ、坊さんに出で鱈たら目めは通用しないね」

　浩介はそう指摘するが、画面向こうのリリィさんに反省はない。野太い声で言う。

「う～ん。運が悪いわねぇ」

　運が良いとか悪いとか、そういうゲームじゃねぇからこれ！

　格ゲーは知識と努力の積つみ重かさね。そう考えている浩介はますます嫌な顔をする。

　反対に、忍は機嫌が良い。「今度は運がいいかもだよ」などと笑っている。

　このまま負けちまえ。と念ねんじている内に、第二ラウンドが始まった。




　第二ラウンドも展開は同じ、いずなの攻撃だけが面白いように当たる。

「リリィ、何やってんだ。ガードは自分の背中側に、レバーを倒すんだ」

　超基本的なコジローの突っ込みに、観客から笑い声が漏もれる。

「いらないわよぅ。このスタイルで十年やってんのよぅ」

　コジローの実況に口答えするのは、リリィさんだけだ。

「坊さん。もう殺していいぞ」

　酷ひどい実況に、会場が爆笑する。

　リリィさんはその言動とオカマバーのママという職業から、３ｒｄ界のお笑い担当というポジションにいる。一方の坊さんは本当に住じゆう職しよく。仏ほとけ様さまは、ゲームの中なら人をぶん殴なぐっても許してくれるらしい。

　はじめの体力が残り僅かになった時、いずなが〝疾風はやて〟で接近を試こころみた。

「あ、駄だ目め」

　小さく息を吐つく忍の視線の先で、はじめが前方に両手を伸ばし、いずなの胸倉を摑つかみ。

「どりゃあっ！」

　強烈な頭ず突つきを叩き込んだ。必殺の摑み技〝屠と龍りゆう〟だ。

　続いてボクシングのフックのような〝鉤かぎ突つき〟。攻撃はまだ終わらない。

「仕し舞まいじゃぁ！」

　画面端に跳び上がり、急降下して飛とび蹴げりを決め、続いて正中線への三段突きを繰り出し、最後に強烈な諸もろ手て突きの〝富ふ嶽がく〟。いずなが力なく宙を舞う。

　これが、はじめの超必殺技〝五ご式しき〟こと〝豪徳寺空手奥義・五式・紫し電でん改かい〟。

　屠龍からの一連の流れは〝屠と龍りゆう・五ご式しき連続技コンボ〟と呼ばれる、はじめの基本にして最大の大技だ。コレ一発でいずなの体力は四割なくなってしまうのだが、リリィさんの〝屠龍・五式〟には続きがある。

「せいっ！」

　はじめが、落ちてくるいずなを、〝富嶽〟で再び空中に押し上げた。

　通常、こんなことは不可能なはずなのだが、リリィさんは何か特とく殊しゆな操作をして、それを実現している。〝富嶽〟による〝お手玉〟は後二回、合計三度繰り返される。

　いずなの体力はこれで残り半分。

　まだまだ巻き返せるはずだが、コジローは試合終了を宣言する。

「終わったあ。坊さんジュースを買いに行く！」

　いずなは立ち上がるのだが、頭を抱かかえてフラフラしている。

　強烈な攻撃を受け続けたキャラはこの〝気絶状態〟に陥おちいる。

　こうなったら三秒間このままだ。

　はじめが再度、〝屠龍〟でいずなを摑んだ。

〝五式〟の超必殺技ゲージのストック（最大使用回数）は、何と２。つまりもう一度さっきの連続技、通称〝リリィスペシャル〟が使える。それで試合は終わる。

「運がいい～っ！」

　リリィさんの嬌きよう声せいに、コジローの実況がかぶる。

「クソゲー、リリィの３ｒｄはまさに糞クソゲー」

〝屠龍〟で摑まれた後、坊さんは一度もいずなを動かせていない。何もせずに負けたのだ。

　超必殺技ゲージマックスという条件付きだが、一度捕まるとゲームが終わってしまう。

　こういう攻撃を〝即死〟とか〝十割連続技コンボ〟と呼ぶ。

　救いは、この技を使えるのが、世界中でリリィさんただ一人ということだ。

　こんなものを皆が使えたら、３ｒｄは完全に終わってしまう。

「納得いかない」

　浩介は、拳こぶしを握った。

　出鱈目に闘い、偶ぐう然ぜんの〝屠龍〟で勝ってしまうリリィさんが、心の底から気に入らない。

「コースケ。ゲームで怒っちゃダメダメ」

　忍の手が、浩介の拳に優しく触れた。




　第三ラウンド、坊さんは慎重に相手の体力を削けずるが、動きに第一ラウンド程の切れ味はない。さっきのリリィスペシャルの精神的ダメージが抜けていないのだろう。

　逆に、リリィさんはノリノリである。元気に〝雷電〟を連発し、超必殺技ゲージを稼かせぐ。

　はじめの体力を四割削ったところで、坊さんが勝負に出る。

　相手の超必殺技ゲージがたまる前に、試合を決めたいのだろう。

　坊さんの気持ちを理解したのか、コジローの実況に熱が入る。

「ここで奥の手の足払いっ。起き攻めは？　投げ。もう一度投げ。三回目も〝山やま嵐あらし〟」

　ここで、おかしいな？　と感じたあなたは、本当に頭が良い。

『起き上がり後11フレーム（約○・一八秒）は全ての投げ技が無む効こう』

　この記き述じゆつは間違いではないし、３ｒｄはそういうゲームだ。

　しかし坊さんは、はじめの起き上がりを連続で投げている。

　特別な操作は何もしていない。ジャスト12フレームで、投げを入力しているだけだ。

　六十分の一秒の世界で、時間調整が可能。トッププレイヤーはそんな領りよう域いきにいる。

　いずなは四度目の投げには行かない。遠く離れて手裏剣を投げ、それを〝疾風〟で追いかけ追撃を狙う。手裏剣をガードさせて、その隙すきを狙う戦法だが、現実は甘くない。

「見切ったぁ！」

　手裏剣を弾いたはじめが、画面上方に跳び上がる。

〝疾風〟に直接〝五式〟をぶつけるつもりだ。

「まずいっ」

　浩介がそう言った時、忍の唇は「あ・ま・い」と動いていた。

「仕舞じゃぁ！」

　はじめがいずなに向かって、跳び蹴りの体勢で急降下する、つま先が届いた時。

「甘いっ！」

　いずなが跳び蹴りを弾いた。続いて繰り出される下段突きも、中段突きも、上段突きも最後の〝富嶽〟まで完璧に弾く。〝五色・紫電改〟の五連撃を全弾パリイングだ。

「おおおおっ！」

　画面から響く歓かん声せいに合わせ、浩介と忍も同じ反応を見せる。

「坊さんっ、全てが見えていた。さぁ、反撃開始っ！」

「やあっ」

　いずなが左足をしなやかに振り上げた。相手を空中に浮かせる特殊技〝木この葉は返がえし〟だ。

　宙に浮いたはじめを追いかけ、膝蹴り、跳び蹴りの二段攻撃で追い打ち。

　着地した相手が必死で繰り出した反撃の足払いを、軽く飛び上がって躱かわし。

「一いちっ二にっ」

　可愛い声とは裏うら腹はらに、えげつなく顔面を踏みつけ、その後、

「散さんっ！」

　華か麗れいに舞い上がり、蜻蛉とんぼを切った。

　必殺技の〝木枯らし〟が決まれば、その後の技は決まっている。

「覚悟っ……秘技っ、霞かすみ時雨しぐれっ！」

　いずなが十六発の手裏剣を全弾ヒットさせ、一気に試合を終わらせた。




　電光石火の逆転劇に、忍が「はぁ」とため息をつく。頰を朱しゆ色いろに染めている。

「凄すごい。いっちゃった」

　ドキリとする台詞に、浩介の鼓動が速くなる。

　３ｒｄの画面を見る時の忍は、色っぽいというか、妙に艶なまめかしい。

　右足のローファーをベンチの上に乗せ、危ない姿勢を取っている。

　……スカート短いんだから、見えちゃうよ。












　浩介が慌てて前を向くと、向こうのガラスにハッキリと薄手の布が映っている。

　ああ、白なんだな。もっと派手な色かと思ったけど、大変結構……じゃねぇっ！

「ぱ、ぱんつ」

　正面を向いたまま、肘ひじで忍をつつく。

　ガラスに映る忍が、慌ててスカートを押さえ、真まっ赤かになって下を向いた。

「ご、ごめんなさい」

　怒っていい場面なのに、泣きそうな顔をしている。

　一番見られたくない物を見られた。そんな感じだ。

　ぱんっ。

　浩介は両手を打ち合わせ、元気な声を出す。

「さてっ、次は誰と誰だ？」

　ことん。

　ほんの一瞬だけだが、忍が浩介の肩に頭を乗せた。




　動画は、第二試合に進んでいる。

「さぁ、やってきました〝世界で一番強い奴〟、昨年のコロシアム覇者、海かい皇おう」

「……来た」

　浩介はごくりと唾つばを飲み込む。

　海皇は去年、一昨年おととしと二年連続でコロシアムを制している、今最も強い３ｒｄプレイヤー。一年の半分を遠洋漁業の漁船で暮らし、もう半分をゲーセンで過ごしている二十八歳。使うのは、格ゲーの元祖ヒロインと呼ばれる中国拳けん法ぽう家かの〝リン・チェン〟。

　３ｒｄの最強キャラだ。

「２Ｐ側、今日もジャイアントキリングを狙う。瞬使いの超新星、ユウキ！」

　対戦相手はユウキ。東北から出てきた大学生だが、ペンよりレバーを握っている時間の方が遙はるかに長い。最近、格かく上うえ相手に連勝中で、波に乗っている。

　最強のベテラン対若き新星。好カードかと思われたが。

「……全然、隙が無い」

　浩介の言葉通り、試合は完全に、海皇のものだった。

　中央にどっしりと構え、通常技を振るだけなのだが、海皇はこういう〝地上戦〟が異様に上う手まい。相手の攻撃をことごとくガードし、的確に反撃を叩き込む。相手が空中戦に活かつ路ろを見み出いだそうとジャンプ攻撃を仕掛けても、確実にそれを撃ち落とす。

　リンの衣装がサッカーイタリア代表と同色の空色アズーロであることから、海皇の戦法は、イタリアの守備戦術と同じ『錠前カテナチオ』と呼ばれている。

　鉄壁の防御の前に、ユウキは徐じよ々じよに何も出来なくなり、惨ざん敗ぱいを喫きつした。

「……ぶっちゃけ、もう海皇さんとはやりたくないっす」

　コジローのインタビューに、ユウキは半泣きで答える。

　全ての攻撃を叩き返し、相手の心を折る。

　それが海皇の恐ろしさだ。『コイツには勝てない』というイメージが付いてしまうと、本当に勝てなくなってしまう。格闘ゲームには精神面の強さも求められる。

「いつ見ても凄いな」

　浩介は緻ち密みつな戦略に尊そん敬けいの念すら覚えるが、忍は面白くない顔をする。

「つまんない」

　これは、忍だけの見解ではない。派手な逆転劇や、凄すさまじいテクニックが売り物のコジローに比べ、安全、確実が信条の海皇は人気が無い。

　動画を再生数順で並べ替えると、上位に来るのはコジローの活躍した三年以上前の物ばかりだし、スタープレイヤーの不在から３ｒｄプレイヤーは減っているとも聞く。

　そんな噂うわさを聞くと、浩介は不安で仕方がない。

「全然満足できない。事件もなんも起こってないじゃん」

　忍が頰を膨ふくらませている。不機嫌な顔なのに何だか可愛らしい。

　天てん真しん爛らん漫まんなこの娘を見ていると、気分が和やわらぎ、いろんな悩みが吹き飛ぶ。

「ゲームで怒っちゃ駄目だよ」

　調子に乗ってたしなめてみると、忍は素直に「はぁい」と答えた。

『コースケハ、明日、死ヌノカモシレナイナ』

　脳内ヒガンテがそうつぶやくほど、いい雰囲気だ。




　試合は終わったが、動画は五分以上残っている。コジローの声が聞こえる。

「ちょっと、オマケ試合やろうか？　〝老ろう師し〟、マイク代わってくれる？」

　老師という言葉で、浩介は大きく目を開いた。

「安やす田ださん、ブロッサム行ってたんだ」

　安田博ひろし、通称〝老師〟は、上尾から二駅先にある『大おお宮みやＫＩキＬＡラＬＡラ』の店長。

　コロシアム準優勝が一回、ベスト４が三回というトッププレイヤー。

　ＫＩＬＡＬＡで開催される３ｒｄ教室、通称〝老師道場〟には沢山の人が集まる。

「老師、知ってるの？」

「うん。時々、ＫＩＬＡＬＡ行ってるんだ。日曜日は五十円２クレだよ」

　浩介は月一万円の小遣いを、ほとんどＫＩＬＡＬＡで使ってしまうが、勿もつ体たいないなどと思ったことはない。あそこには『俺より強い奴』が沢山いる。

　ちなみに、２クレとは『二回プレイ』できるという意味だ。

　突然、忍が浩介の胸に顔を擦すりつけ、甘えた声を出す。

「お願い。今度の日曜日、私も連れてって……ね？」

　デートの誘いと、取れないこともない。

『……明日ジャナイ。死ヌノハ、今日ダ』

　脳内ヒガンテが、再びつぶやいた。




「えーマイク代わりました、大宮ＫＩＬＡＬＡの安田です。特別試合は海皇さんと……なるほど、これは面白い。皆さん画面に注目してください。びっくりしますよ」

　老師の言葉に吸い寄せられるように、二人は画面を見つめる。

「両選手着席。ゲームを始めてください」

　画面から、地鳴りのような歓声が沸わき起おこった。

　海皇の向こう側には、相当な大物が座ったらしい。

　その人物は、レバーの効きを確認してから、ゆっくり瞬を選んだ。

　忍が微かすかに震ふるえているのが、浩介に伝わる。

「ね？　コースケ多分、そうだよね？」

「……うん。多分」

　二人は、同じ瞬使いを頭に思い描いている。

「１Ｐ側。今年もコロシアム優勝候補筆頭、世界で一番強い男、海皇」

　画面左から、水色のカンフースーツを着たリンが現れ、鋭い蹴りを放つ。トレードマークの細い三つ編みが、美しく揺れた。

「覚悟は、出来ているわね？」

　呼応するように、画面右から瞬が現れた。道着の色は、白だ。

「待たせたなっ、真しん打うち登とう場じようだ」

　忍が浩介の手を痛いほど握りしめる。浩介は奥歯をぐっと嚙かみしめる。

　二人とも、この白い瞬がコロシアムを制する動画を三つ知っている。この瞬が様々な逆転劇を演じる動画を何度も見た。最も憧れた伝説の男の名を、老師が動画の視聴者に告げる。

「２Ｐ側、コロシアム三年連続覇者スリータイムチヤンピオン。最も神に近い男。コジロー……降こう臨りん」

「来たぁぁぁぁっ！」

　二人は大きな声を上げた。




　第一ラウンド。息の詰まるような地上戦が展開されている。

　お互いに出が速く、必殺技への連続技コンボに繋つながる、しゃがみ中キック（中足）を狙う。

　リンのそれはスピードが速く、瞬のそれは威力が高い。

　３ｒｄは基本的に速い方が有利、キャラ性能はリンの方が高いが、このレベルになれば、あまり関係が無い。少しでもミスの多い方が負けだ。

「コジロー若じやつ干かん分ぶが悪いか？　試合勘かんが鈍にぶっている、そういう印象を受けます」

　老師が静かに、解説を加える。

　海皇が全ての攻撃をガードするのに対し、コジローは時々、攻撃を受けてしまう。

「おっと、ここは強引に行きます」

　差し合いは不利と判断したのか、瞬が、ジャンプ攻撃を仕掛けた。

　リンが、僅かに跳び上がりながら力強く右足を振り上げる。対空攻撃の〝拍はく脚きやく〟だ。

　コジローはそれを空中でパリイングし、着地後に投げを狙うが、リンは伸びてきた瞬の手を〝投げ抜け〟で振り払い、即座に中足の〝前ぜん掃そう腿たい〟を繰り出した。

「！」

　浩介と忍が息を呑のむ、これは一番喰くらってはいけない技だ。

「決めるっ」

　リンの身体からだが光り輝き、滑すべるように前進した。

「絶ぜつ招しよう」

　強烈な膝ひざ蹴げりをきっかけに、速そく射しや砲ほうのような十発の横蹴りを叩き込み。

「鳳ほう凰おうっ、天てん昇しよう脚きやく！」

　更さらに回し蹴りを六発左右交互に放つ。止めはバク中しながらの回転蹴りだ。

「決まった。中ちゆう足あし鳳ほう凰おう。海皇、これで随分楽になりました」

〝中足鳳凰〟とは、しゃがみ中キックから〝鳳凰天昇脚〟へ繋がる連続技コンボのことだ。

　普通のキャラなら体力の三割、一番頑がん丈じようなヒガンテからも、二割五分を奪い取る、リンの最大の連続技。リスクの少ない中足から繋がるのが何よりの強みだ。

　そこからの展開は、ユウキの試合の再現を見るようだった。

　中央にどっしり構えるリンに、瞬はあの手この手で近寄ろうとするが、何も通じない。

　コジローはあっさりと第一ラウンドを失った。

「……やっぱり、三年やってないのは大きいね」

　肩を落とす忍に、浩介は首を振る。

　コジローはこんなもんじゃない。真まっ直すぐな眼まな差ざしで、忍に伝えている。




　異変は、第二ラウンドの中盤に起こった。

　近くも遠くもない距離で、瞬が必殺技をぶっ放す。

「覇は空くう拳けんっ！」

　格闘ゲーム界で最も有名な技。掌てのひらから気の塊かたまりを放つ〝覇空拳〟だ。

「なにそれ？」

　忍が目を丸くする。飛び道具なんて当たるわけない。そういう『なにそれ』だ。

　瞬の放った気の塊は、猛もうスピードでリンに迫る。

　ボタン同時押しの〝ブースト〟で弾速の上がった気弾が、リンに突き刺さった。

「なにそれっ！」

　忍は〝覇空拳〟が命中したことが信じられないようだが、浩介には見えていた。

　瞬が〝覇空〟を出す５フレーム（約○・○八秒）前、リンは突き技の〝穿せん冲ちゆう拳けん〟のモーションに入っていた。コジローは出鱈目に飛び道具を放ったわけではない。〝穿冲拳〟が伸びてくる予定の空間にブースト〝覇空拳〟を置きに行った。そこにリンがぶつかった。

　今の攻防は、そういう構造をしている。

　珍しく老師が、大きな声を出す。

「ブースト覇空ヒットっ、コジロー、一秒先の未来が見えているっ！」

〝覇空拳〟のヒット後、瞬がジャンプして距離を詰め、一瞬しゃがんだ後、前に歩いた。

　どういう工夫もない。〝ただの歩き〟だ。

　ガード状態で固まったリンに向かって、瞬は悠ゆう々ゆうと歩を進める。

　世界中で一人だけが動いているかのような奇妙な時間の後、瞬がリンの腕を摑み、一本背負いで地面に叩きつける。

『ガチャリ』

　浩介も忍も、おそらく会場の観客たちも、実際には鳴っていない音を聞いた。

　錠前カテナチオが開く音を、確かに聞いた。

「こんな行動は見たことがありません。海皇も、訳がわからなかったでしょう」

　歩いて投げる。初心者でもできる攻撃が、なぜ決まったのか解説しておこう。

　瞬がジャンプで跳んで来た時、海皇は即座に〝拍脚〟での対空を考えた。しかしそれを実行することはしない。コジローが空中パリイングを狙っている可能性がある。着地の隙を狙わなかったのも同じ理由。パリイングからの反撃を警戒したためだ。その予想は当たった。瞬が見せた一瞬のしゃがみは、〝下段パリイング〟の動きである。その後の相手の中足をパリイングで弾き、反撃に〝中足鳳凰〟。海王はそこまで読んだ。

　が、読みは外れた。

　中足は来なかった。あろうことか相手は歩いている。

　コジローの意味不明な行動に、海皇は答えを出せなかった。

　ただ相手を見てしまった。そこに投げを、決められたわけである。

　試合の風向きが変わる。

　白い道着が、躍動する。拳が突きが、面白いようにリンに命中する。

　海皇も反撃を試みるが、コジローはその全てを弾き返す。

　白い瞬だけでなく、水色のリンもコジローの支配下にあるようだ。

「……覚えた」

　浩介と忍、そして画面の中の老師がつぶやく。

　コジローの強さは、信じられないほど高い学習能力にある。

　第一ラウンドは、彼にとって観察の時間に過ぎない。

　学習を終えると、コジローのファイトスタイルは一変する。

　自分のやりたい攻撃をガンガン相手に押し付け、一方的に相手を叩きのめす。

　攻守のバランスは十対○。要するにコジローは、攻撃しかしない。

「いくぜっ、雷らい神じん疾しつ風ぷう脚きやく！」

　無数の回し蹴りがリンに襲い掛かり、瞬が第二ラウンドを取り返した。




　第三ラウンド、ついに、錠前カテナチオの完全破壊か？

　皆がそれを期待しているが、画面の中の瞬は動かない。

　コジローの声が聞こえる。

「はい。ここまで、今日はここまでにしようや」

「待ってくださいよ。あと一ラウンド残ってるじゃないすか！」

　声を荒げたのは、海皇だろう。

「ここで白黒つけちゃうのは、なんか勿体ないじゃん？」

「勿体ないって、紅白で出だし惜おしみして、どこで出すんですか？」

「あるだろ？　八月三十日にでっかい祭りがさ」

「……それって」

　コジローは「ははっ」と悪戯いたずらっぽく笑い。

　動画を見ている全ての人に、とてつもない発表をする。

「うん。俺、コロシアムに出る。現役復帰だ」

「おおおおおっ！」

　再び、地鳴りのような歓声が聞こえた。

「急にどうしたんです？　婚こん活かつ上手く行かなくてキレたんですか？」

　老師が空気を読まずに茶ちや化かす。

「そうなんだよ、ゲーセン店長じゃ相手が……ちげーよ」

　ノリツッコミの後、コジローは真面目なトーンに戻って言う。

「……俺より強い奴が、帰って来たんだ」

　最も神に近い男より強い奴がいる。

　衝撃の発言に、観客たちが騒そう然ぜんとなる中、コジローは真剣なトーンのまま言った。

「待ってろよ！　水曜日、お前に会いに行くからな」

　そこで、動画は終了した。




　予よ鈴れいが、昼休みの終了が近いことを告げる。

　馬鹿時空からは、どんどん人が居なくなっているが、浩介はそれに気づかない。

　動画が終わったスマホの画面にボンヤリと目を向けつぶやく。

「コジローが、現役復帰？」

　それは忍も同じ、大きな瞳で『もう一度見る』の文字を見つめている。

「コジローより、強い人がいる？」

　二人はゆっくりと顔を見合わせ、誤ご差さ３フレームで歓喜の声を上げた。

「大事件だ！」

　喜びのあまり忍の手を握ろうとした浩介は、慌ててそれを止める。

　いつの間にかクラスの女子六人が、二人のいるベンチを取り囲んでいる。

「コースケ君、何が大事件なの？」

　質問された浩介は、歯切れ悪く答える。

「あ、いや。格ゲーの話だから、聞いてもよくわかんな……」

　前述の通り、浩介はクラスメイトに３ｒｄの話はしない。ドン引きされるのは目に見えている。適当にお茶を濁にごそうと言葉を探しているうちに、忍が元気いっぱいに喋しやべりはじめた。

「あのね。昔一番強かった人が、復活宣言をしたの。凄い人なんだよ」

「へぇ、どんな人？」

「コジローっていうの。どんな強敵相手にもガンガン攻め込んでいって、最後に勝ちをもぎ取るの。攻撃だけじゃなくって、防御も凄い上手くて、っていうのは、相手を良く見てるっていうか、予測が凄いっていうか……」

　熱弁をふるう忍の横で、浩介は背中に嫌な汗をかいている。聞いている六人は、ぽかんと口を開けている。死んだ目になるのもそう遠くないだろう。それでも忍は、身振り手振りを使って懸けん命めいに、コジローの凄さを伝えようとする。

　……この娘が、強いわけだ。

　浩介が諦あきらめている、３ｒｄを分かってもらう事を、忍は諦めていない。

　３ｒｄの魅力を信じている。その面白さが、誰にでも伝わると信じている。

　素晴らしい事だと思う、とても素敵な事だとは思う。

　けれど、その努力は大抵報むくわれない。

　はじめに質問をした女子が話を遮さえぎる。

「あのね、忍ちゃん。次、視聴覚室だから、そろそろ移動した方がいいよ？」

　忍は話を止めない。走り始めたら止まれない。そんな性格なのかもしれない。

「あ、ちょっと待って、もうすぐ終わるの。でね、パリイングって言ゆうのは……」

『聞いて下さい。わかって下さい』忍の言葉は、そんなお願いにすら聞こえる。

　女子たちの向こうに、長身の眼鏡美人の姿が見えた。

　クラス委員長の小こ島じま綾あや。彼女は、黒髪をかきあげ、冷たい言葉で言う。

「早く、遅れる」

　忍の熱い言葉が、綾の冷たい言葉を押し流し、話を続けようとする。

「もうちょっとだから、それでね、弾くと何が良いかって言ゆうと」

「後にして」

　冷たい声で、全員の視線を集めた綾が、一番聞きたくない言葉を言い放つ。

「たかがゲームの話でしょ？」

　浩介の横を、風が駆け抜けた。

「あ」と思った時にはもう遅い、忍が猛烈なスピードで綾の胸倉を摑んでいた。

　一七○センチの綾を下から睨にらみつけ、ものすごい形ぎよう相そうで言う。

「お前。今、なんて言ゆった？」

　綾は一二センチ小さい忍を見下ろし、冷れい徹てつに言葉を返す。

「たかがゲーム」

　忍の顔が歪ゆがんだ。今にも嚙かみつきそうな勢いだ。

「訂てい正せいしろっ。何がわかるんだっ。お前に３ｒｄの何がわかるんだっ！」

「そんな物、無意味」

「言ゆうなぁっ！」

　浩介は、殴りかからんばかりの忍と、一歩も引かない綾の間に割って入った。

「おいおい。喧けん嘩かするような話じゃないだろ」

　綾から引き離された忍が唇を嚙み、瞳を潤うるませ、口を開く。

「いいのかよ？　あんなこと言ゆわれてもいいのかよ？」

　言い返せない。『そうではない』とも『そんなものだ』とも言えない。

　目を閉じると、忍の震える声が聞こえてきた。

「……お前、そんなもんか」

　浩介が目を開けた瞬間、忍は大声を上げる。

「もういいっ！」

　その言葉を残し、旋つむじ風かぜのように走って行った。

「忍ちゃんって、難しい娘だね」

「ね、ちょっと変だよね」

　女子たちのひそひそ話を聞きながら、浩介は小さくなっていく忍の背中を見つめている。

　後ろから、女子の一人が浩介の肩を叩いた。

「コースケ君？　行かないと、遅刻だよ？」

　──気難しい女の子と、平へい穏おんな日常。俺は、どっちに？

　などと考えた時間は、１フレームも無かった。

　浩介はベンチの荷物を持つと、忍の背中を目指して、走り出した。

「コースケ君っ！」

　女子たちの声には振り返らない。『絶対に、あの娘に追いつく』そう、決めている。

　忍はぐんぐん速度を上げて、校門を出た。

「コースケ、待て。何してる？」

　追いかけてくるのは、浩介を熱心に勧誘してくる野球部の顧こ問もん、野の村むら先生。

　このままでは、捕まってしまう。必死で両足を動かすと。

「行け！」

　大声を上げたのは、なんとトシだった。

「こら、田中、離しなさい。先生、体罰は嫌いじゃないぞ？」

「止めておいた方が良い。俺、アグリコラの達人だぜ？」

　言葉の響きは格闘技っぽいが、アグリコラは農業を営いとなむボードゲームだ。

　にやりと笑った浩介は、大声でトシに感謝を伝える。

「悪わりぃな、トシ！」

「気にすんなコースケ、仲間じゃねーか！」

　俺たち、ちょっとカッコいいかも？

　トシの声を背中で聞いた浩介はそんなことを思いながら、校門を駆け抜けた。
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　校門を出てからずっと、浩介は忍を追いかけている。

　白昼堂々、学校から脱走。これは後々面倒なことになる。説教二時間は確定だ。

　それがわかっていながら、浩介は笑う。

「それが、どうした？」

　俺は、面めん倒ど臭くさいことが好きなんだ、我が慢まんすることにも慣れてる。

　今一番大事なのは、忍に追いつくことだ。

　追いついて、傍そばに居て、一人じゃないって、教えてあげることだ。

　俺が、あの娘をわかってやらなくてどうする。

　しばらく追いかけていくと、忍が小さな公園に入っていくのが見えた。




　忍は、公園の錆さびついた滑すべり台で膝を抱かかえ、顔を埋うずめていた。

　上尾の駅から三百メートル。わりといい場所にあるのに、この公園は全然整備されていない。鉄棒も、ブランコも錆だらけ、砂場は吸すい殻がらが放置され、大きな灰皿のようだ。

　水道はノブが外され、使う事も出来ない。

　二人の他には、誰もいない。こんなところで、子供を遊ばせる親など皆かい無むだろう。

　みんな一キロほど離れた、最新設備満載のグリーンパークの方へ行く。

　浩介は古くて小さい公園の方が好きだ。街のゲーセンと、同じ匂いがする。

　滑りそうに無い滑り台を見つめながら、忍の横に立つ。

　声はかけない。自分だったらこういう時は放ほうっておいて欲しい。

　空を見上げる。からっと晴れた、気持ちのいい風景が見える。

　やがて、忍が顔を上げ、真っ赤になった目で浩介を見つめた。

「……どうして？」

　どうして喧嘩を止めたのか？　どうして追いかけて来たのか？　どうして何も言わずに立っていたのか？　正解を選べない浩介は、珍しく自分の意志を押し付けた。持ってきた荷物を忍に見せて笑う。

「飯めし」

「なにそれ？」

　ようやく、忍の白い歯が見えた。




　二人は、公園のベンチに並んで座り、遅い昼食をとる。

　浩介はカレーパン、忍はチョココロネを黙もく々もくと口に運ぶ。

　甘すぎるのか、忍は鞄から出した小さなタンブラーを何度も口に運ぶ。

　その隣で、浩介が黄色くなった舌を出した。

「やべぇ、珈琲牛乳忘れて来た」

　あえて選んだ『極ごく辛から』だが、辛い物好きの自分でも、水分なしは厳きびしい。

「これ、飲む？」

　忍が差し出したタンブラーを手に取った後、浩介は硬直してしまった。

　……いいのか？　これは、特別な事じゃないのか？

　ドキドキしながら見ると、忍は片目をつぶる。

「大丈夫。毒は入ってない」

　こっちが意識するのはおかしい気がして、思い切ってタンブラーに口をつけた。

　中身は無糖の珈琲だが、信じられない程に甘かった。

「それ、そんなに辛いの？」

「うん〝ワンチャン〟即死まである」

　ワンチャンとは、もともと麻雀マージヤンの用語だそうだが、格ゲー界でもしばしば使われる。

　一度のチャンスで、こういうことが狙えるという意味で用いられることが多い。

　例えば『〝屠と龍りゆう〟から、ワンチャン即死まである』というような使われ方をする。

『〝屠龍〟で摑んだら、一気に相手を倒せるよ』という意味だ。

　意味がわかったのだろう、忍の「あはは」という声が公園に響いた。

　浩介がやきそばパンに取り掛かった時、小さな音が聞こえる。

　ぐぅ。

　音の主は真っ赤な顔で下を向き、ごく小さな声で「聞いた？」とつぶやく。

「……もしかして、ちょっとじゃなくて、全然足りない？」

　浩介の質問に、忍の頭がこくんと動く。

「もっと買えばよかったのに」

　忍が、今度は首を横に振った。

「勿体ないでしょ？　パン一個で、二回ゲーム出来るんだよ」

　恐れ入った。この娘は、ひもじい思いをしても、ゲームの回数を増やしたいのだ。

　浩介は手元のやきそばパンを半分にちぎり、忍に差し出す。

「食って、珈琲のお礼」

「でも、コースケがお腹なかいっぱいにならないよ？」

「気にしないで。腹減ってると、連続技コンボ精せい度ど落ちるよ？」

「あはっ。そんなの、初めて聞いた」

　忍と並んで食べるやきそばパンは、珈琲と同じく、甘い味がした。




　食事が終わったところで、忍がポツリとこぼす。

「……また、やっちゃったなあ」

「またって、何？」

　浩介が聞き返すと、忍はため息をつく。

「私ね、病気なの」

「えっ!?」

　信じられない。健康そうなしなやかな身体に、どんな病を抱えているというのか？

「あ、ううん。そんな重病とかじゃなくて……あ、ううん。重病なのかも」

　忍は、衝撃的な発言の意味を、詳くわしく話しだす。

「私ね。何かにはまると、他の事はどーでもよくなっちゃうの。例えば、面白い本とか読んでると、気が付いたら朝だったり。お姉ちゃんの誕生日ケーキ作った時も、気が付いたらウェディングケーキみたくなってたり」

「そのぐらいの事は、誰でもあるんじゃない？」

「補助輪付の自転車、夢中で漕こいでて、自宅から二十キロの地点で保護されたり」

　それは、若干行き過ぎだ。

「３ｒｄのネット対戦版出た時は、三日三晩寝ないで千試合ぐらいやって、貧ひん血けつになって階段から落ちた」

　この娘、今までよく生きてたな。

「さっきのやつもそう。好きな物を悪く言ゆわれると頭に血が上って、すぐ喧嘩になっちゃう。周りが見えなくなるっていうか、自分を見失っちゃうの」

　空気を読む、他人の顔色をうかがう。そういうことが出来ない無器用な人間なのだ。

　随ずい分ぶん、他人と衝しよう突とつしただろう。傷つきもしただろう。それでも、忍は、何とか世の中と折り合いをつけようとしている。ベンチに浩介を誘ったのもそうだろう。今、寂さびしそうに肩を落としているのも、誰かとの繋がりを望んでいるからだ。

「……こっちでは、上手くやろうと思ってたんだけど、失敗しちゃった」

　忍は顔を上げ、悲しげな目で浩介を見た。

「私、面倒臭いから……だから、傍に居ない方がいい」

　そう言ったきり、忍は黙り込んでしまった。




　……このままでは終われない。

　浩介は、口を開く。

「俺、連続技コンボの練習とか面倒臭い事好きなんだ。攻撃をガードするのも慣れてるし、じっと待ってるのも嫌いじゃない。ヒガンテ使いだからね」

　忍が首を傾かしげる。

「どういう、こと？」

　こんな遠回しな言い方では伝わらないだろう。もっと直接的に言わなければ。

　浩介は、拳をぎゅっと握る。

　どくん。どくん。どくん。心臓が早はや鐘がねを打つ。

　自分は、難しい性格をした無器用なこの娘から目が離せない。いつも傍に居たいと思う、いつも見ていたいと思う。その気持ちを伝えたいと考えている。恋愛経験などないから確かな事は言えないが、多分これが『好き』という気持ちだ。

　しかし、こんなことをいきなり伝えても、忍は迷惑では……。

『ギガトンボォム！』

　浩介の頭の中の迷いを、脳内ヒガンテが超必殺技で粉ふん砕さいした。

『サァ、コースケ』

　──レッツゴー！

　浩介はありったけの勇気を振り絞る。

「俺は、離れない。いつでも傍に居て、いつでも見てる。忍が自分を見失っても、俺がずっと忍を、見てる」

　恥ずかしいことこの上ない。明らかな告白だ。ワンチャン、プロポーズまである。

「わっ！」

　忍が真っ赤になった。浩介から視線を外しブツブツつぶやく。

「い、いつのまにか、忍って言ゆわれてる。さんとか、ちゃんとか付いてない。ねーさん事件です。日本は恐ろしい所です。コースケは……わっ！　ねーさん再び事件です。私、男の人を呼び捨てにしています。まるで恋愛漫画じゃありませんか……」

　浩介は頭を抱えた。

『異性に名前を呼ばれて、赤面する』。男女関係において、忍はそういうレベルにあるのだ。さっきの告白の真意など、理解出来ようはずもない。

　ワンチャンなかった。繰り返す、ワンチャンなかったのだ。
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　一時間ほどしたところで、二人は学校への道を歩いて戻る。

　忍は浩介の後ろをとことこ付いてくる。黒髪の尻尾しつぽが、ぴょこぴょこ揺れる。

　駅から少し離れた場所、車通りの少ない道で、忍が足をとめ辺りを見回す。

「コースケ。もしかして、ここからロッキーって近い？」

「うん。そこ曲がって、一○○メートルもないよ」

「ちょっと寄ってく？」

　ふざけて走りだした忍に、浩介が笑う。

「こら、授業さぼっちゃ駄目だろ、忍」

「ひゃっ」

　忍が目をつむって肩をすくめる。

「まだ、全然慣れない」

　公園で話し合った結果、結局二人はお互いを、名前で呼ぶことにした。

　それは特別な関係を示すものではないが、それでもよかった。

　あの娘が笑っている。それだけで十分だ。

　小さなペットショップの横を通った時。道の向こうを歩いていた作業着のお兄さんが、足を止め、隣を歩いている同僚らしい人の肩を叩いた。

「ちょっと見て、超可愛くね？」

　浩介は忍を見た。こういう時、どんな反応をするのか興味がある。

　全く意味不明だが、忍は素早く、後ろを振り返った。

　照れてるわけでも、嫌がってるわけでもない。

　ショーウインドーの子犬を見て、納得したようにうなずいている。

　いや、お前だ、お前。

　どうやら忍は『可愛い』のが自分だとは１フレームも思わなかったらしい。

　自意識が低いのか、単に鈍感なのかわからないが、そんな所も好ましいと思った。





　　　　　◆






　倉貫先生の説教は、予想通り二時間続いた。

　通常なら保護者面談だが、日頃の生活態度に免めんじて、今回は無しということになった。

　真面目に生活していると、時には良い事があるものだ。

　生徒指導室を出ると、廊下にトシが立っている。

「ようやく解放されたか、待ちかねたぜ」

　必要以上にワルを気取るトシに浩介も話を合わせる。

「おう、世話かけたな、そっちも大てー変へんだったろう」

「なぁに、野村の説教なんぞ、鼻はな水みず落らく涙るい土ど下げ座ざで一発よ」

　大したことはない感じで言うが、号泣しながら平謝りという事だ。

　トシの前で、忍が深々と頭を下げる。

「ごめんなさいっ、私があんなことしたから」

　トシが忍の肩をポンポン叩き、白い歯を見せた。

「気にすんなよ、忍ちゃん……仲間じゃねーか」

「気にするよ。何かお詫わびさせて、お弁当作ってくる？　宿題代わりにやる？」

「弁当作りはウチのメイドの仕事だからいい。宿題も間に合ってる、俺頭良いんだぜ」

　メイドは明らかに噓うそだが、トシはこう見えて学年一成績が良い。

「じゃあ、何か決めて、なんでもする」

「……なんでも？」

　にやりと笑ったトシは、意外なことを言う。

「じゃぁ、〝はじめ〟教えてくれよ」

　忍の顔色が変わる。

「はじめって、３ｒｄの？」

「そう、ちぇすとーの子。あれは良いおっぱいだ」

　すかさず、浩介が突っ込む。

「トシ。おっぱいの部分は余よ計けいだ」

「馬鹿言え。最重要事項だ」

「おっぱいなら、ビキニのエリィの方が楽しめるぞ」

「お前は何もわかっとらん。道着の下からチラ見えする谷間がいいんじゃねーか」

　くだらない言い争いをする二人の横で、忍が小さく言う。

「一番おっきいの、いずなだけどね」

　いずなのスリーサイズは八八、五四、八六。身長は一五六センチ。

　ここだけの話、忍も全く同じプロポーションの持ち主だ。

「そんじゃあ、ロッキー行く？」

　トシの言葉に、二人は大きくうなずいた。















第三話　『お前、勝つ気あんのかよ!!』とあの娘が叫んだ。







　七月六日水曜日。午後八時半。

　塾を終えた浩こう介すけは、上機嫌で自転車を漕こぐ。

　模試の結果がよかったこともあるが、一番嬉うれしいのは昨日も今日も忍しのぶが弁当を作って来てくれた事。四よつ葉ばの白詰草クローバーのついた弁当箱は、お揃そろいのデザイン。忍の小さな方が赤で、浩介の大きい方が青、これは二人の選んでいるキャラと同色だ。

　リア充と考えるのは早そう計けいといわざるを得ない。

　弁当箱を渡すとき、忍は真顔でこう言った。

『浮いた分、ヒガンテに使ってね』

　弁当は愛情を示す物ではなく、沢山ゲームをやらせる為ための物なのだ。

　浩介は落ち込まない。軍資金が増えたことを素直に喜んでいる。




　ロッキーの近くに来た所で、内ポケットのスマホが震ふるえた。

　自転車を止めて確認すると、忍からのメッセージが入っている。

『今終わった。九時頃には着くと思うよ』

　今日から通い始めたエレクトーン教室のレッスンが終わったのだろう。

　聞いた話では、教室は駅から二キロほど離れた所にあるらしい。

　浩介は、手早くこういう文字列を送信する。

『迎えに行く？　チャリならすぐ着くよ』

　返事はすぐに返って来た。

『自転車は、二人乗りしちゃ駄だ目めなんだよ』

　忍はルールやマナーに厳きびしい。意外と、育ちは良いのかもしれない。

　浩介は、再び自転車にまたがる。しっかりライトも点つけた。

「今日こそ、一本ラウンド取るぞ」

　昨日までの対戦成績は○勝十七敗。全すべて○対二のストレート負け。

　圧倒的な実力差だが、今日はとっておきの〝いずな対策〟がある。

『ワクワクガ止マラナイゼ』

　頭の中のヒガンテの声に、ペダルを踏ふむ足に力がこもった。





　　　　　◆






　ロッキーの自動ドアが開くと、トシの黄色い〝はじめ〟が〝雷らい電でん〟を繰り出した。

「ちぇすとぉー！」

　忍の教え通り『気持ち良く』闘っているようだ。

　上級者は初心者にいろいろ言いたくなってしまうものだが、忍は何も言わない。

　コンピュータ戦をするトシの横に座って『いいよ、いいよ』と褒ほめるだけだ。

「ガードの種類とか、重要な技を教えた方が良いんじゃない？」

　浩介が口を挟はさむと、忍は首を振った。

　技術や戦術は後回し、まずは『３ｒｄサードを好きになる』ことが大事なのだという。




「あれ？」

　浩介は、トシの変化に気が付いた。昨日と違って随ずい分ぶんまともな動きだ。

　相手の攻撃をガードし、しきりと、必殺投げの〝屠と龍りゆう〟を狙ねらう。

　これは必ひつ殺さつ連続技コンボの始動技、はじめの生命線と言っていい。

　──あいつ、攻略サイト見たな。

　浩介は、にやりと笑う。

　忍の教えとは異ことなるが、重要技を覚えることは、上達への早道だ。

　アドバイスをしようと筐きよう体たいに近づいた浩介は、その必要が無い事を知る。

「惜おしい。入力、もう少し早く。ガードしたらすぐコマンド入れる気持ちで」

　トシの横に立っている男は、大おお宮みやＫＩキＬＡラＬＡラの安やす田だ店長。通称〝老ろう師し〟だった。

「あ、トシ君。単純に雷電で突っ込んじゃ駄目だ。手て癖くせになると後が辛つらいよ」

「老師さ～ん。ガードばっかじゃ気持ち良くなれないっすよ」

　トシの眉み間けんにシワが寄っている。３ｒｄプレイヤーなら誰だれもがありがたがる老師の教えも、初心者にとっては、余よ計けいなお世話なのだろう。

「きついのは最初だけで、だんだん気持ちよくなるから」

　老師の気持ち悪い台詞セリフを、さらに気味の悪い声が打ち消した。

「ナ～ンセンスっ。気持ち良くないゲームに意味なんてないわ」

　身長一八五センチ、体重は三桁けたに届いているであろう、太く逞たくましい手足を桃色のロングドレスで覆おおっているその人物は、強豪はじめ使いの〝リリィさん〟だ。












　彼女。いや正確には彼が、真っ赤な口紅ルージユをひいたデカい口で喋しやべり出す。

「技術テクニツクや戦術タクテイクスなんて、情熱パツシヨンの前では無力だわ。一番大事なのは３ｒｄを好きだという気持ち、即すなわち愛ラブよっ」

　言っていることは忍と同じだが、浩介は胸がむかつくのを感じた。

　人間は、見た目が第一なのかもしれない。

　リリィさんはトシに大きな顔を寄せ、優しく囁ささやく。

「いいこと、チェリーボーイ。己おのれの愛を３ｒｄに捧ささげるのよ」

　トシが、無言でうなずく。

「ＯＫ。チェリーボーイあなた強くなれる……運が良ければ」

　結局、運頼みかいっ！

　浩介が、突っ込みを入れる前に、リリィさんは老師を連れて店の奥へ行ってしまった。




　二人の大物が去った後、浩介はトシに疑問を投げかける。

　埼玉の片かた田舎いなかのゲーセンに、彼らが居る意味がわからない。

「リリィさんと、安田さん。なんで来たんだ？」

「軽自動車」

「交通手段は聞いてねぇっ。目的だよ」

「ああ、なんか俺より強い奴が何とかって言ってたぞ」

　もしかして忍に会いに来たのか？　と考えたが、それはありえない。あの娘こは一週間前にこの町に来たばかり。他に強い奴は居ないかと考えるが、ここにあの人たちより強い人物など存在しない。

　考えていると、トシが目を輝かせながら肩を叩たたいてきた。

「それより見てくれよコースケ。俺、師匠に新しい技教わったんだぜ」

　浩介は期待と共に、はじめを見る。老師はどんな技をトシに授さずけたのだろう？

　コンピュータの操あやつるリンがジャンプした時、はじめが勢いよく地面を蹴けった。

「ちぇすとー！」

　見事な〝雷電〟の空から振ぶりである。

　頭上に『？』マークを浮かべてトシを見ると、その瞼まぶたは閉じられていた。

「見たか？　これが師匠直じき伝でんの技〝瞳ひとみを閉じて〟だっ」

「うるせぇ、ちゃんと画面見ろ」

　どうやら師匠とは、リリィさんの事らしい。

　どんな人とも、すぐに仲良くなれる社交性の高さはトシの一番の長所だ。

「前から思ってたんだけど、トシってコミュ力高いな」

「いやいや。今回は、運が良かっただけだ」

　トシはリリィさんとの馴なれ初そめを、語り出す。




　午後六時過ぎ、トシが一人でコンピュータ戦をやっていると、リリィさんが乱入してきた。結果は惨ざん敗ぱいだったが、トシはめげずに三度戦いを挑いどみ、三度とも負けた。

　四度目の挑戦をしようとしたとき、横にリリィさんが立っていた。

『ごめんなさい。高校生だとは思わなかったの』

　そう言って、リリィさんが差し出した二百円を『負けたからもらえない』とトシが拒否すると、リリィさんが優しく笑い……。




「はじめの全てを教えてくれるって言ったんだ。ネット対戦のＩＤもゲットしたぜ」

　トシが白い歯を見せて笑う。

　浩介は、一人ぼっちを知らないトシを羨うらやましく思った。




「んでさ、トシ」

　浩介はリリィさんと老師が向かった方を見る。

「店の奥に何があるんだ？」

「３ｒｄ。老師さんと、もう一人の兄あんちゃんが、なんかデカい機械をとっかえてレトロコーナーの『ウィザードウォーズ』と『ナイトストーカーズ』を３ｒｄの対戦台にしたんだ。みんな、そっちでやってるぜ」

「……まじか」

　おそらく老師が、ＫＩＬＡＬＡから３ｒｄのＲＯＭロムをロッキーに持ち込んだのだろう。

　ゲームセンターの筐体の中には〝基盤マザーボード〟という家庭用ゲーム機のハードに当たる物が入っている。ウィザードウォーズやナイトストーカーズは、３ｒｄと同じゲームメーカーの基盤〝コプカム３スリー〟に〝ＲＯＭ〟と呼ばれるソフトに当たる物を装着して動いている。同一の基盤で、別のタイトルを遊ぶことが可能なのも、家庭用ゲームと同じだ。

　ＲＯＭを持ち込んで対戦台を作る。

　そんなことをやってのけた老師も、それを許した須す藤どうの爺じいさんもただものではない。

「ちょっと、行ってきていい？」

「おう。お前は向こうの方が楽しめるよ。強い奴がいっぱいいるからな」

　駆け出す浩介の背中を見送ったトシは、レバーを強く握にぎる。

「最速で、向こうに行ってやっからな」

　やり方には少々問題があるが、この男も本気で強くなりたいと思っている。





　　　　　◆






　一番奥のレトロゲームのコーナーは十人以上の３ｒｄプレイヤーで大混雑だった。

　行列っ、３ｒｄで行列っ！

　浩介は顔をほころばせ、最後尾に並ぶ。こんなことは人生初めてだ。

「おっ、コースケ君やっと来たな」

　ひとつ前に並んでいた老師が、浩介の存在に気付いた。

「あら。お知り合い？」

　二つ前のリリィさんが、老師にたずねる。

「うちの店によく来てくれるんです。彼のヒガンテ相当いいですよ」

　老師の答えに、浩介は下を向いた。尊そん敬けいする人に褒められるのはなんだかこそばゆい。

　浩介が高校の制服を着ているのに気が付いたリリィさんが、顔色を変えた。

「あら。君、高校生？」

　顔を上げると、リリィさんの大きな顔が目の前にある。

「あ、はい。今一年です」

　高校野球の挨あい拶さつのようなお辞じ儀ぎをすると、リリィさんが腕時計をにらんだ。

　行列に向かって大きな声を出す。

「悪いんだけどこのリトルボーイに順番譲ゆずってあげてくれる？　彼、十六歳なのよ」

　前に並ぶ大人たちが一いつ斉せいに、浩介に道を空けた。

　こんな形で割り込んでいいのだろうか？

　迷っている浩介の背中をリリィさんが叩く。

「あと一時間しかないから。連コ（連続プレイ）してもいいのよん」

「あの人のいずな強いから集中して、気を抜くと一気に行かれるよ」

　二人の声を聞きながら画面を見た浩介は、目を疑うたがった。

　真っ赤ないずなが、軽けい快かいな動きを見せている。

「忍？」

　いつの間にやってきたのだろう？　もしかして本当に忍者なのではないか？

　くだらないことを考えていると、リリィさんの大きな手が優しく肩を叩いた。

「座っていいのよ、リトルボーイ。遠えん慮りよしないで」

　我に返った浩介は、筐体に座り、五十円玉を放ほうり込んだ。





　　　　　◆






「メガトンッボォム！」

「おおおおっ！」

　必殺投げで一ラウンド目を制した浩介に、歓かん声せいが上がる。

「ブラボー、一本とったわぁっ！」

「コースケ君、いずな戦上う手まいな」

　リリィさんと、老師も感心している。

　確かに上手く行った。忍に出会った日から、ずっと考えて来た『いずな対策』もばっちりハマった。しかし、納得が行かない。あの娘はこんなものではないはずだ。

　──そうか。

　浩介は、忍がプールの授業を、見学していたことを思い出す。

　おそらくあの娘は、体調が万全ではないのだ。

　……こんなの、本当の勝ちじゃない。

　そんなことを考えていると、忍の声が聞こえた。

「ぼんやりしない。始まってる」

　浩介は画面に集中する。どういう状態であっても、忍は手抜きを許さないだろう。

　いつだって全力勝負。あの娘が望んでいる『コースケ』はそういう男だ。

「いくぞっ！」

　ヒガンテが、前ダッシュで距離を詰めた。




　第二ラウンド開始から、三十秒。

「ヌゥン」

　いずなの通常投げ〝山やま嵐あらし〟をヒガンテの太い腕が払いのける。

　同時に、必殺技ゲージの横に『１』という数字が表示された。

　これで、いつでも〝ギガトンボム〟に行ける。

　バックダッシュで距離を開けるいずなに、浩介は思う。

　やっぱり、万全じゃない。

　いつもの忍なら、投げ抜けに構かまわず、踏み込んで打撃を仕掛けてくるはずだ。

　離れて行ったいずなが、大きくバックジャンプをした。

　浩介の背中に電気が走る。ヒガンテが叫ぶ。

『コースケッ、アレダッ！』

　応おうっ！

　浩介はレバーを一回転させキックボタンを押し込む。

「ウォォォォッ」

　ヒガンテが両手を上げ、ボサボサの髪を振り乱して、前方に突進した。

　突進して相手を捕まえ、画面端に叩きつける特殊投げ〝スプラッシュ〟こと〝グレネードボディスプラッシュ〟。ボタンを押しっぱなしにすることで、かなり速く走れるが、両手を振り上げるポーズに時間がかかり、実用的な技とは言えない。

「なぜ？」

　見ている人たちが、一斉に首を傾かしげる。

〝スプラッシュ〟では、ジャンプしている相手を投げることは出来ない。

　ヒガンテは壁に向かって走り続け、無防備な姿をさらしている。

「えいっ」

　いずなの〝飛とび膝ひざ蹴げり〟が、ヒガンテの前進を止めた。

　浩介が、小さく二度うなずく。

「バックジャンプ！」

　老師と忍が、大きな声を上げた。

　通常いずなの膝蹴りは、飛び蹴りへの二段攻撃に繋つながるのだが、バックジャンプの時に限り、その連続技は出ない。高い打点で飛び蹴りを喰くらったヒガンテは、いずなの着地より早く〝のけぞり状態〟から回復する。

〝スプラッシュ〟は攻撃ではない。蹴りやすい位置に行くための移動手段だ。

　ヒガンテは蹴られたのではない。蹴らせたのだ。

　浩介の左手が素早くレバーを二度回し、右手がパンチボタンを叩く。

「レッツゴー！」

　浩介とヒガンテが同時に叫び、太い腕が、いずなの細い足を捕ほ獲かくした。

　レトロコーナーに大合唱がこだまする。

「１アイン、２ツヴアイ、３ドラアイ……ギガトンボォム！」

　いずなの体力が一気に半分になった。

　小さくガッツポーズを決め、次の一手を考える浩介の思考が、突然止まる。

　ギガトンが決まったら、次は……次？

「ギガトン決めて。その後、どうするんだ？」

　その迷いが、敗はい因いんになった。

　戦術のまとまらない浩介は、流れをつかめないまま二ラウンド目を失い、続く第三ラウンドも良い所なく敗やぶれた。

「……くそっ。初めからやり直しだ」

　追いついたと思ったが、忍は遙はるか先に行ってしまった。

　力の差を痛感する浩介に、向かいの筐体から声がかかる。

　立ち上がったその人物は、忍ではなかった。

「ははっ、君ゲーム上手いな。お兄さんびっくりしちゃったぞ」

　そう言ったのは人のよさそうな普通のおっさんなのだが、浩介の脚あしは震えている。

　初めてこの人の動画を見た時からずっと憧あこがれ、ずっと対戦することを夢見て来た。

　その人と闘い、勝てないまでも驚かせることが出来た。

　コツコツと積み上げてきた三年という時間が、報むくわれたような気がする。

　浩介を夢見心地にさせるその人物は〝最も神に近い男〟大おお島しま小こ次じ郎ろうその人だった。

「コジローさん」

　それだけ言って呆ぼう然ぜんとする浩介の肩を、誰かが叩いた。

「す、すみません。すぐどきます」

　慌てて頭を下げた先にいたのは、忍だった。

「もったいない。集中切れなきゃワンチャンあったのに」

　浩介にそう言ってから、忍は後ろを振り返る。

「本当に、私の番でいいんですか？」

　大人たちが、どうぞどうぞという感じで一斉にうなずく。

「ありがとうございます」

　小さく礼を言った忍は、羽は織おっていた薄手のカーディガンを無む造ぞう作さに脱ぬいだ。

「コースケ、これ持もってて」

　忍の姿に、浩介の心臓は止まりかけた。

　身体からだの曲線にぴったり張り付いた真しん紅くのワンピース。丈たけの長いスカートは足元まで伸びているが、腕と胸元は白い素肌が剝むき出だしだ。ふくよかな胸を覆う真紅の絹シルクの上に、緑色をした四葉のクローバーのチャームが揺ゆれている。

　周りから「おおっ」というため息が漏もれた。

「……おいおい。この店はびっくり箱かい？」

　突然の美女に驚おどろくコジローに、忍がぐっと顔を寄せる。

　大きく開いた胸元をチラリと見た３ｒｄ界のカリスマが顔を赤らめる。

　大島小次郎、三十二歳。コロシアムの優勝を手に入れたことは三度あるが、彼女を手に入れたことは人生で一度しかない。それもたった三か月間のことだ。

「女の子とか関係なく、遠慮無しでお願いします」

　コジローが「もちろん」と答えると、忍は席に座り、髪をまとめているピンを抜いた。サラサラした黒髪が一瞬広がり、ポニーテールを形成する。

　切れ長の目の瞳の色が変わった。妖よう艶えんという言葉が相応ふさわしい輝きだ。

　いつもより赤く、光沢のある唇くちびるが小さく動く。

「本気で行く」
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　倍速再生なんじゃないか？

　浩介は食い入るように、画面を見つめる。

　コジローの赤と、忍が選んだ黒のいずなが、前ダッシュや移動技の〝疾風はやて〟を駆使し縦じゆう横おう無む尽じんに画面を飛び回り、疾走する。近寄っては離れ、離れてはまた距離を縮ちぢめる。二人のいずなが交こう錯さくするたびに、閃せん光こうのように連続技が繰くり出だされる。

　超高速の打撃戦を制したのは……忍だった。

「まじか、女の子だぞっ！」

　ギャラリーが驚きの声を上げる。

　言いにくい事だが、プレイヤーの九割以上が男である格闘ゲーム界には女子に対する偏へん見けんのようなものが存在する。忍はそういう余計な事とも闘わなくてはならない。

　コジローに『遠慮なしで』とリクエストしたことからも、それが窺うかがえる。

『凄すごいね』と声をかけようとした浩介は、慌あわてて口をつぐんだ。

　画面に集中する忍は、見ているのが怖くなるほど、真剣な顔をしている。

「もう一つ上……届く」

　あの娘の瞳には、浩介が想像も出来ない世界が見えているようだった。




　二ラウンド目に入ると、コジローが動きを変えた。

　打ち合いは分が悪いと判断したのか、ジャンプからの手しゆ裏り剣けんを中心に反撃の隙すきを窺う。

　忍は手裏剣を掻かい潜くぐり、懐ふところに飛び込んで接近戦を仕掛ける。

　接近戦と決めたら接近戦。自分のやりたいことを貫つらぬくのが忍の強さだ。

　その半分は成功し、半分は失敗して反撃を受ける。

　一進一退の攻防で、お互いの体力が半分になった頃、黒のいずなが足を止めた。

「えっ!?」

　浩介が驚きの声を上げたのは、忍の長い指が、意外な物を叩いたからだ。

　キックでもパンチでもない、スタートボタンがパチリと音を立てる。

「心しん頭とう滅めつ却きやく」

　黒のいずながしゃがみこみ、座ざ禅ぜんを組んだ。これは、挑ちよう発はつ行動だ。

　コジローが嬉しそうに叫ぶ。

「うわっ、とんでもねぇことやってきたっ！」












　３ｒｄの挑発は単なるアピールではなく、攻撃力が上がったり、防御力が上がったりと様々な効果を持っている。

　いずなの挑発は、90フレーム（一・五秒）座禅を組み。

「どろんっ」の台詞と共に八秒間姿を消す。

　効果だけ聞くと有効に思えるが、相手からだけでなく、操そう作さしている側からも姿は見えない。あの〝坊さん〟ですら「戦術に組み込むのは難しいですねぇ」と言う技だ。

　忍がそれを使った。

　コジローは、ジャンプを繰り返す。

　空中なら大きな連続技を喰らう事はない。そう判断しての回避行動だが。

「捕つかまえる」

　忍の手がリズミカルに動き、姿の見えない黒のいずなが叫ぶ。

「必殺、飯い綱づな落おとしぃっ！」

　赤のいずなが突然頭を下にして急降下し、地面に激突する。

　高威力の空中投げが決まった。

　起き上がった赤のいずなは、立ちガードの状態を維持する。

　ジャンプは〝飯綱落とし〟が怖いし、しゃがみガードに中段攻撃の〝木こ枯がらし〟を当てられれば〝霞かすみ時雨しぐれ〟が確定。これが最も安全性の高い状態だ。

　恐怖の八秒間が過ぎ、黒のいずなが姿を現す。

　近くもなく、遠くもない。中途半端な距離だ。

　コジローが均きん衡こう状じよう態たいを取り戻そうと、ジャンプを入力した直後。

「心頭滅却」

　忍のいずなが再び座禅を組む。

〝どろん〟を中断させるべく、コジローが手裏剣を投げた時、浩介はつぶやいた。

「ブーストじゃない。勝った」

　徹底的に手裏剣を研究している浩介は知っている。

　コジローのいずなの位置からの手裏剣は、小では距離が短く、大では軌き道どうが高過ぎる。その間の中手裏剣は、しゃがんでいるいずなには、ギリギリ当たらない。

　手裏剣を当てて〝どろん〟を止めるには、ブースト版を放つしかないのだ。

「あはっ」

　忍が目を細め、真っ赤な唇を舐なめ、ゆっくりとそれを動かす。

「いかせてあげる」

　同時に黒のいずなが、消えた。

　ジャンプも出来ず、しゃがみガードも出来ない赤のいずなに、下段攻撃からの連続技が決まり、あっさりと勝負はついた。




「参まいった、参った。瞬しゆんで行かなきゃ話にならないな」

　コジローの言葉に、忍が目を輝かせる。

「やったぁ！」

　先ほどまでの妖艶さはどこかに行ってしまい、子供のような無邪気な顔だ。

「今度は、簡単にやられないからな」

　財さい布ふを取り出すコジローの後ろで、リリィさんが抗こう議ぎの声を上げた。

「駄目よ、コジローちゃん。順番でしょ？」

「ああ、そうだった。ごめんごめん」

　負けたら順番を譲ゆずる。カリスマも鉄の掟おきてには逆らえない。

　コジローが席をあけると、リリィさんがそこに座り、真剣な顔で言う。

「どっちが、３ｒｄ界の女神デイーバになるか、白黒つけてあげるわ」

　浩介は、リリィさんの意味のない挑発を聞いていない。

　美しすぎる格ゲー女子に、もごもごと賞しよう賛さんの言葉を贈おくる。

「なんか……上手く言えないけど、その、凄く、綺き麗れいだよ」

　忍が満面の笑みを浮かべた。

「うん。初めて実戦投入した割には、綺麗に決まったね〝どろん〟」

　……そうじゃなくて、今日の服。

　浩介は、心の中で突っ込みを入れた。
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　浩介は３ｒｄを離れ、通信麻雀マージヤン台の横にあるベンチに座っている。

　ゲームをしないで時間をつぶしていても、須藤の爺さんは何も言わない。

　須藤第一ビルを筆頭に三棟のビルと複数のアパートを経営している爺さんにとって、ロッキーは年寄りの道楽なのだ。

『儲もうかんねぇけど、若い子が遊んでるのを見るの、好きなんだよな』

　常連のおじさんに、そう言っているのを何度も聞いた。

　厳しい話だが、街のゲーセンは爺さんのように裕福な人でないと、維い持じするのも困こん難なんな状況にある。ブロッサムやＫＩＬＡＬＡも儲かっているとは言えないだろう。

「今日は、いろんな意味で熱いな」

　浩介は、鞄かばんから出したペットボトルの蓋ふたを開ける。

　忍のタンブラーを真ま似ねて、家で作った麦茶を入れている。

「お、それ自家製だね」

　自販機でコーラを買ってきたコジローが笑う。

　浩介がベンチに座っているのは、この人に話があると言われたからだ。

「俺も高校の頃やってた。夏は温ぬるくなって美う味まくないんだよな」

　コジローは自家製の麦茶を羨ましそうに見つめた。

「金ないもんな。俺もいろいろ節約してたよ」

　浩介は目を輝かせる。伝説の男も自分と同じような事を経験してきたのだ。

「飲み物は自前だろ、昼飯もおにぎり握って持っていく。移動は常にチャリ、そうやって毎日五百円ひねり出して、五十円のゲーセン行くんだよ。で、超強い大学生とかに、十回ボコボコにされて、チャリ漕いで一時間かけて家うち帰る……楽しかったなあ」

　カリスマは、懐なつかしそうな目をする。

「ボコボコにされてたのにですか？」

「うん。そんだけ好きだったんだよ。格ゲーが」

「今は、好きじゃないんですか？」

「今でもハマってるけど……あの頃とは、好きの意味が違っちゃってるかなあ」

　コジローは、少し寂さびしそうにそう言った後、話を変える。




「ここからが本題なんだけど、浩介君、誰に３ｒｄ教わった？」

「最近だと、老師さんとか、ＫＩＬＡＬＡの人たちですね」

　浩介の答えに、コジローは納得しない。

「そうじゃない。別にいるでしょ？　最初に相手してくれた人とか」

　浩介の頭に、懐かしい顔が浮かぶ。二年半前まで、父親の工務店で働いていた若い職人の〝直なおさん〟。中学に入ってすぐに野球部を辞めてしまった浩介に、ゲーム機とソフトをくれた上、毎日のように一緒に遊んでくれた、歳としの離れた兄貴のような人。

　今は海外で高層ビルを建てているらしい。最近、『結婚した』という手紙が届いた。

　手短に直さんの事を話すと、コジローがぐっと身を乗り出した。

「その人、滅め茶ちや苦く茶ちや強かったろ？」

　質問の通りなら素敵だが、直さんは強いとは言い難い。

「残念ながら、はじめたての俺に勝ったり負けたりでした。技術とか戦術も何も知らないみたいで『ゲームは楽しくやんなきゃ』っていつも笑ってて、そんな感じの人です」

　コジローが肩を落とし、ぽつりと、とんでもない事を言う。

「……ムサシじゃないのか」

「ム、ムサシ!?」

　浩介は、目を白黒させる。

　それは七年前の第一回コロシアムで、全六タイトルに出場し、全てで優勝した、文字通り〝格闘ゲームの神〟のリングネームだ。活躍した時期が随分前のため、試合の動画は映りの悪い物がほんの少し残っているだけで、詳しいことはほとんどわからない。

　噂うわさでは現在は海外で活躍するビジネスマン。ゲームはやっていないらしい。

「直さんがムサシとかありえないです。俺に負けてたんですよ」

　コジローは缶コーラを一口飲み、別の質問をする。

「忍ちゃんも、その直さんに教わったの？」

　なぜ自分と忍がワンセットになるのだろう？

　疑問を押し殺して、浩介は答える。

「いえ。普段は、お兄さんとゲームしてるって言ってました」

　家族の話が出たのは、一度だけだが、忍には歳の離れた兄と姉がいるらしい。

　コジローが、浩介の肩を摑つかむ。

「忍ちゃんの苗みよう字じって」

「新しん明みようっていう珍めずらしい苗字です」

　浩介の返事に、コジローが天を仰ぐ。

「……俺も鈍なまったかな。何もかも外はずれだ」

「何もかも？」

「俺ね、コースケ君と忍ちゃんはムサシの弟子なんじゃないかって思ってたんだ。二人とも、アイツと同じですごく３ｒｄが好きなのがわかるよ。〝スプラッシュ〟とか〝どろん〟とか、いらないって言われる技を戦術に組み込むなんてアイディア、ゲームが〝好き〟じゃないと出てこない」

　ガン攻めの忍と、ガン待ちの自分が似ている？　ムサシの弟子？

　神に近い所に居る男の考えることは、良くわからない。

「変な事言って悪かった。とりあえず、十二時までここでムサシを待つよ」

　コジローは対戦に戻っていいよという素振りをするが、浩介は話を続ける。

「ムサシって、上あげ尾おに住んでたんですか？」

「うん。上尾ロッキーがアイツのホームだ。昔、日曜日に千円フリープレー（一日やり放題）やっててね。都内からもいっぱい人が来て、皆でムサシに挑いどんだけど、全然敵かなわなかった……本当に楽しかった」

　負けるのが楽しい訳ではない。コジローは『俺より強い奴に会いたい』のだ。

　レベルは全然違うが、浩介もつい最近まで、それを熱望していた。

「坊さんが、最近ムサシに会ったって言うから、動画で誘ってみたんだけど、もう、ゲームはやってないのかもな」

「坊さんとムサシって、知り合いなんですか？」

「うん。坊さんって、ムサシの大学の先輩なんだ」

「それなら、坊さんにムサシの連絡先を教えて貰もらえば良くないですか？」

　浩介の提案に、コジローの歯切れが悪くなった。

「……アイツに会いたいから、連絡先教えろなんて、恥はずかしくて言えるかよ」

　複雑な男心があるのだろう。

　ほのかに頰ほおを赤らめるおっさんの姿は、正直ちょっとキモい。

「それなら、例えばリリィさんに聞いてもらうとか」

　コジローはその提案も却きやつ下かする。

「紅白でリリィ、坊さんに負けたろ？　あいつガチで負けた奴とは一週間口きかない」

　浩介は呆あきれた。

　やっていることが子供すぎる。精神年齢は小学生並みと言っていい。

「運がいいわぁっ！　かならず最後に愛は勝つのよっ！」

　リリィさんの嬌きよう声せいが響く。苦節何試合目かわからないが、とうとう忍に勝ったらしい。

　あの娘が、口を尖とがらせて文句をつける。

「もぉ、適当に屠と龍りゆうぶっぱなしてるだけじゃん。そういうゲームじゃねぇからコレ！」

　浩介は頰を緩ゆるめる。あそこにも、美少女の形をした小学生がいる。

「うぉぉぉっ、俺の進化が止まんねぇっ！」

　入り口の方の筐体でトシが立ち上がる。ついにコンピュータ戦をクリアしたようだ。

　トシの身長は、忍よりも低い一五五センチ。男子としては小学校高学年並みだ。

「……うん。ゲームは、楽しくやんなきゃ」

　直さんと同じ言葉を口にすると、コジローが立ちあがった。

「十時まで、まだ二十分あるね。忍ちゃん連れておいで」

「え？」

　振り向いた浩介に、コジローがにやりと笑う。

「二人まとめて相手してあげるよ。かかって来な」

　掌てのひらを上に手て招まねきをするポーズは、瞬の挑発と同じ動きだった。
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　浩介も忍も、良かったのは最初の試合の第一ラウンドだけだった。

「雷らい神じん疾しつ風ぷう脚きやく！」

　白い道着の瞬が、回し蹴りの嵐あらしを放ち、真まっ赤かないずなを吹き飛ばす。

「……駄目だ、これも覚えられてる。作戦、変えないと」

　忍が席を立ち、ブツブツ言いながら、両替機に向かった。

　これで六連敗。全くと言っていいほど通じない。

　通じないのは浩介も同じ、ヒガンテは完全に瞬のサンドバッグになってしまっている。

「中ちゆう足あしの後、投げ。起き攻め、何もしない。そこで、〝断だん空くう拳けん〟？　駄目だ、全然読めない。全然、届かない。強い人に会えたのに、何も出来ないなんて……」

　後ろでつぶやく忍とは対照的に、浩介は頰を緩ませている。

　それは仕方のないことだろう。憧れの男が向かいの筐体に座っている。

　頭の中は『俺、コジローと闘ってる』という喜びでいっぱいだ。

　まともな試合になど、なるはずがない。

　追い詰められての通常投げで試合を決められた浩介を、忍が睨にらみつけた。

　元々意志の強そうな顔立ちだから、怒ると結構怖い。

「何やってんの？　最後、投げ抜け出来たでしょ」

「あ、あはは。そうだね」

　浩介が緩んだ顔で答えると、忍は舌打ちをして、席に座った。

　次の試合も出来は惨さん憺たんたるもの、〝霞時雨〟が一度決まった他に、見どころはない。

「交代っ」

　忍が明らかに不機嫌な顔で席を立つ。

　次の試合は、対戦などと呼べるものではなかった。

　二ラウンド連続のパーフェクトゲーム。それでも浩介の顔は緩んだままだ。

「あはは、やっぱコジローさんは凄い……」

　目尻をさげてそういう浩介の肩を、忍が思い切り摑んだ。

「どけよっ！」

「引ひっ張ぱるなよ、危ないだろ」

「うるさい。邪魔だから早くどけよっ」

　邪魔ってなんだよ？

　浩介も不機嫌な顔になる。

　連敗で腹が立っているのはわかるが、この扱あつかいは酷ひどい。

　忍に対して苛いら立だちの感情が芽め生ばえたのは、初めての事だった。

　今度の試合も瞬のワンサイドゲーム。

　倒れたいずなを見ながら、忍は何度も前髪をいじる。

　イライラしている時の癖くせなのだろう。

「まともにやったら駄目だ。だったら、次は……」

　浩介はその時、信じられないものを見た。

　忍が財布から五十円玉を取り出し、筐体に投入しようとしている。

「ちょっと待てよ」

　浩介は忍の右腕を摑んだ。

「痛いっ。離してよっ」

　忍の声を浩介はさらに大きな声で押しつぶす。

「何するつもりだよっ？」

　切れ長の目が、こちらを睨んだ。

「決まってんでしょ、もう一回やるの」

「ちょっと待てよ、次は俺の番だろ」

　浩介がそう言った時、忍が摑まれた腕を振り払い、立ち上がった。

「うるさい。あんたがやったって時間の無駄」

　浩介は忍を睨み返す。

「……今なんて言った？」

「聞こえなかった？　弱い奴がやっても時間の無駄！」

　体が、カッと熱くなるのを感じた。忍を気遣う気持ちなど何ど処こかに行ってしまった。

『弱い奴』という言葉は、浩介の理性を失わせるのに、十分な攻撃力を持っている。

　浩介は、心に浮かんだ悪意の感情を、繋つなぎとめておけなかった。

「……少しぐらい強いからって、いい気になるんじゃねぇよ。自分より弱い奴には何をしてもいいって法律でもあるのかよ？　いい気になってんじゃねぇよ！　いいか？　こんなもんいくら上手くなったってな。将来なんの役にも立たねえんだよ。どんなに強くなっても、これは、たかがゲームなんだよっ！」

　浩介が言い放ってから丁度一秒後、忍の瞳から大きな滴しずくが零こぼれ落ちた。

「……今、なんて言ゆった？」

　涙を見ても浩介は止まれない。弱いという言葉に酷くプライドを傷つけられている。

「聞いてなかったのか？　たかがゲー……」

　浩介の言葉を、忍が今日一番の大声で押しつぶす。

「言ゆうなぁっ！」

　それで、身体の中の空気を全部使ってしまったのか、忍は「はぁはぁ」息をして空気を補給し、頰を涙で濡ぬらしながら、途と切ぎれ途切れに思いの丈をぶちまける。

「私はこれが好きなんだ。何よりこれが好きなんだ。誰よりこれを好きになって、誰よりこれで強くなりたいんだ。……ほ、他に大事なことだって、いっぱいあるのかもしれない。でも、それでも、私はこれが好きなんだ。……コースケだって同じなんだと思ってた。何よりこれが好きなんだって思ってた。私のこと、誰よりわかってくれるって思ってたのに……噓うそつきっ！」

　忍はボロボロだった。

　いつもの凜りんとした様子は消きえ失うせ、美しさも可か愛わいらしさも欠片かけらもない。

　そこには痛々しさしか残っていない。

　悲痛な表情のまま、忍は訴えを続ける。

「……私と同じ場所まで来てくれるんじゃないのかよ？　私を捕まえてくれるんじゃないのかよ。ずっと傍そばに居いて、ずっと見ててくれるんじゃ……ないのかよ。なんだよ、気の抜けた試合しやがって、負けたのにへらへら笑いやがって、そんな所がお前のゴールなのかよ、やっぱり、そんなもんなのかよ……答えろよぉ、お前……」

　浩介は、何も言えなかった。

　何か言わなければならないと思った。

　しかし、何を言えばいいのかわからなかった。

　忍が、唇を嚙かんで拳こぶしを握った。

　何かを堪こらえているようにも、何かを待っているようにも見えた。

　それが何なのかわからない内に、あの娘は大きく息を吸い。

「お前、勝つ気あんのかよっ!!」

　叫ぶと同時に、思いきり浩介の頰を……殴なぐった。

「もう、どーでもいい……」

　忍が、踵きびすを返し須藤第一ビルの階段を下っていく。

　トシが浩介の肩を摑んだ。

「コースケ何やってんだよ。追いかけろって」

　揺さぶられながら、浩介は考えている。

　……追いついて、それでどうするんだよ？

　トシが、コジローやリリィさん、老師たちの方を向く。

　みんな二人のやり取りを、黙だまって見ていたのだ。

　大人たちが、一斉にトシにうなずく。

『行け』そう言っているようだ。

「……ったく。面めん倒ど臭くせぇ二人だなっ」

　憎にくまれ口を叩いたトシが、転がるように階段を下りて行った。















第四話　『さよならでいい』あの娘は唇を嚙んだ。







　殴なぐられた頰ほおは痛いたまなかった。

　忍しのぶは拳げん骨こつで人を殴ったことはないのだろう。華きや奢しやな腕を感情的に振り回しただけだ。

「忍の方が、痛いだろうな」

　浩こう介すけはつぶやく。

　殴られたことより、泣なき喚わめいて手を振り回した忍の姿の方が、何倍も痛かった。

「だからって、謝らないからな」

　確かに、気の抜けた試合をしたのは悪かった。けれど弱いとなじられるのは許せない。

　少女漫画の理想的な彼氏なら、自分が折れて、優しい言葉で彼女をフォローしたりするのだろうが、自分は理想の男などではない。

「大体。彼氏じゃねぇし」

　浩介は、その場にしゃがみこんだ。

　足元から二本の線が、斜ななめ四十五度で遠くに延びている。

　右側が一塁フアースト、左側が三塁サード、この眺ながめは実に久しぶりだ。

　ここは、ロッキーから一キロほど離れた、上あげ尾お運動公園の第二グラウンド。

　照明は消えているが、四方は街灯が多く、キャッチボールが出来そうなほど明るい。

　浩介はバックネットの前、ホームベースの付近にしゃがんでいる。

　三年前まで、毎日ここから、八人の仲間を眺ながめていた。

　野球が好きだった。守備も打撃も走そう塁るいも、苦手なランニングまで、これがグラウンドに繋つながっていると思うと、楽しかった。

　地味な作業をコツコツ積み上げるのが好きなのは、野球の影響だ。

　雨の日も風の日も雪の日まで、二つ上の兄、大だい介すけと野球をしていた。

　一日一回ボールに触さわらなければ死ぬ。本気でそう思っていた。

「昔の話に、なっちゃったなあ」

　十六歳の浩介にとって、三年というのはそういう時間だ。

「おっ、なんだ？　コースケ珍めずらしいな」

　遠くで自転車を止めて、大きな声を出したのが兄の大介。

　浩介の一番の理解者だ。

「兄ちゃん」

「ちょっとやるか？　実は鞄かばんにミット入ってんだ」

　大介は担かついでいたバッグから、使い込まれたミットを取り出し、浩介に渡した。

　浩介はそれを左手にはめる。窮きゆう屈くつなキャッチャーミットはかつて自分が使っていた物。

　革かわの匂におい、グラウンドの匂い……野球の、匂いがする。

「座れよ、俺、向こう行くから」

　大介が、マウンドへ小走りに駆かけていく。

　身長一八三センチ、浩介より丁度一○センチ高い。

　恵めぐまれた体格を、厳きびしいトレーニングで磨みがき上あげた、噓うそのない身体からだだ。

「暗いし、硬こう球きゆうだし、怖いな」

　浩介はミットの感触を確かめながら、守備位置につく。

「て、言いながら座ってるじゃねぇか」

「へへ」

　声を出して笑った浩介は、内角高めにミットを構かまえる。

　大介が一番自信を持っているコースだ。

「そこでいいのか？」

　心配した大介が、声をかける。

　直球ストレートはＭＡＸ一四八キロ。ワンチャン、プロから声がかかるレベルだ。

「一球目からビビらせないと」

　防具プロテクターもないのに、浩介はニヤリと笑う。

「相あい変かわらず強気だな、七分ぐらいで行くぞ」

「応おうっ！」

　弟の声に、兄がワインドアップのモーションから直球を投げ込む。

　真まっ直すぐなフォームから、真っ直ぐなボールが放たれる。

　打てるもんなら打ってみろ。白球の声が聞こえたような気がした時。

　ずどん！

　ボールは、ミットに収まった。

「どや？」

　得意げに笑う兄に、弟はボールを返す。

「悪くない」

　球速一三○キロを、悪くないと言った弟に兄は白い歯を見せる。

　嬉うれしくてたまらない。そんな顔だ。

　二球目は同じ球速だが、ベースの手前で、鋭えい角かくに左にスライドした。

「どや？」

「カウント二・二ぐらいで低めに放ほうれば、結構ゴロ取れそうだね」

　一三○キロの高速スライダーを難なんなく捕球し、使い方まで分析して見せた弟に聞こえない声で、兄は言う。

「……勿もつ体たいない」

　二人は知る人ぞ知る元『名バッテリー』。

　小学生時代はリトルリーグの上尾ロッキーズを二度全国に連れて行き。大介が中学三年の時には、全く無名だった上尾宮みや市いち中野球部を、県大会の準決勝まで連れて行った。

　浩介が作戦を考え、大介がそれを実行する、そうやって勝ち取った過去の勲くん章しようだ。

　自分が名門、浦うら和わ学園に入学できたのは、浩介のリードのお蔭かげ。

　贔ひい屓き目めではなく、大介はそう思っている。

　鞄にいつも弟のミットが入っているのは、まだ二人で野球をしているつもりだからだ。

「コースケ。全然鈍なまってないな。野球部入ればいいのに」

　奥の手のチェンジアップを投げ込んだ兄が言う。

「無理だよ、もう三年やってない」

　捕球した弟が、言葉を返す。

「お前なら、二か月ぐらいでなんとかなるだろ？」

　内角低めに、一四○キロの直球が決まった。

「駄目だよ。全力でやってない奴が、グラウンドに立っちゃいけない」

　そういう弟の球は、力強く兄のグラブに収まる。

　……今からでも、遅くないんじゃないか？

　浩介が入るだけで、日ひの出で高は相当良い所に行けるんじゃないだろうか？

　兄は、本気でそんなことを考えている。

　投球数が丁ちよう度ど二十を数えた時、浩介が立ち上がった。

「兄ちゃん。調子崩したら大変だから、この辺にしよう」

　名残なごり惜おしそうにグラブを外す。

「……損そんな性格だな、コースケ」

　大介が小さく言ってマウンドを降りた。





　　　　　◆






　グラウンドからの帰り道、忍に殴られた経けい緯いを話すと、兄は静かにこう言った。

「そりゃ、コースケが悪い」

　納得できない。殴られたのはこっちなのだ。

「なんで？　相手が女だから？」

「そうじゃない。男とか女とか関係ない」

「意味わからん」

　口を尖とがらす浩介に、兄は意味深な事をいう。

「いいや。お前はわかってる」

　浩介は、足元の石を蹴けった。

　自分の一番の理解者であるはずの兄の言葉が少しもわからない。

　味方になってくれるんじゃないのかよ？

　そういう憤いきどおりがある。

　大介が、再び口を開いた。

「……言いたかないけど。コースケ、野球辞やめる時、何したんだっけ？」

「……あ」

　浩介の脳のう裏りに、嫌な思い出が蘇よみがえった。




　三年前、中学野球部初めての夏。

　それまで万年一回戦負けだった上尾宮市中学野球部は、快進撃を続けていた。

　一四○キロの速球を持つ豪ごう腕わん石いし浜はま大介と、緻ち密みつなリードを持つ弟の浩介が組むバッテリーの通算防御率は○・二七。これは四試合に一点しかとられていないという事を示す。

　完かん璧ぺきな投球ピツチングで相手打線を沈ちん黙もくさせ、ヒットやフォアボールで出塁した弟を、兄が長打でホームに帰す。

　一対○や二対○というロースコアのゲームを何度も制してここまで上って来た。

　守るのも、点を取るのも概おおむねこの兄弟二人、練習も大体二人きり、顧こ問もんの先生がグラウンドに姿を見せるのは週に一度か二度、宮市はそんなチームだった。

　あと二つで、全国大会という所で、兄弟に大変な事態が起こった。

　準決勝の前日、兄の大介が熱中症で倒れ、試合に出場できなくなった。

　ほぼ勝ち目のない試合を、浩介はベンチから見守った。

　マスクを被かぶったのは、立ち上がっても二塁セカンドに球が届かないような三年の先輩だった。浩介はこの人の下の名前を知らない。そのぐらい練習に出てこない人だった。

『思い出作り』。顧問はこのオーダーを組んだ理由を、試合前にそう説明した。

　試合終了後。確かに、強烈な思い出が、ベンチの浩介に残った。

　スコアーは、○対一八。安打○。被安打二一、失策エラー一五。

　目を覆おおいたくなるような試合内容だった。

　それでも、先輩たちの中には白い歯を見せる者が何人か居た。

　唇くちびるを嚙かむ者や、涙を流す者は、一人もいなかった。

「まぁ、なんだ、その、落ち込むことはないんだ。人生には大切な事がいくつもある。負けたからってどうってことはない。たかが野球の話だ」

　そういって周りを慰なぐさめる顧問の前に立った浩介は、キツイ口調で言った。

「……今なんて言いました？　よく聞こえなかったんですけど」

「コースケ。お前も落ち込むな。たかが野球じゃないか」

　駄目だ、などと思う時間はなかった。

　気が付いたら顧問の胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。大きな声を出していた。

「言うなっ！　お前が、たかが野球なんて言うなっ。何なんだよお前ら、三さん振しんして笑って、エラーして笑って、練習もしねぇでグラウンドに出やがって、気の抜けた試合しやがって。負けたのにへらへらしやがって。お前ら……お前ら勝つ気あんのかよっ！」

　その後は覚えていない。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに、顧問を殴ったような気もするし、そこまではしなかったような気もする。

　確かなのは、その日を境さかいに、浩介がボールを握らなくなったということだ。




「……俺が、悪いね」

　そう言ったのは、現在の浩介だ。

　忍は、あの夏の自分と同じ気持ちだった。

　本気で３ｒｄサードをやっているのなら『たかがゲーム』なんて、絶対に口に出してはいけないことだった。忍は、それが許せなかったのだ。殴られて当たり前だ。

「俺が悪い」

　唇を嚙む浩介の頭を、大介の大きな手がくしゃっと撫なでた。

　少し長めのマッシュヘアは、野球と決別した証あかしでもある。

「お前、いい男だな」

　兄はそういうフォローをしてくれるが、浩介は首を振る。

「……いい男は、たかがゲームなんて言わない」

「相変わらず、損な性格してんな」

　大介が苦笑いした時、二人は実家の石浜工務店の前だった。

　父親は腕のいい大工で、職人も五人抱えているが、最近はリフォームの仕事が多い。

「あれ？」

　浩介は、従業員駐車場に、見み慣なれない車が止まっているのを見つけた。

　長細く、丸みを帯おびた真しん紅くのボディーは、官かん能のう的てきですらある。

「イタ車はやっぱ赤が良いいな」

　車好きの兄の言葉に、浩介は車体を見回すが、萌もえキャラの姿は無い。

　控ひかえめな、四よつ葉ばのクローバーのマークが入っているだけだ。

「ステッカーとか貼はってないけど？」

「ちげーよイタリア車だ。お洒落しやれで、速いけど、故こ障しようが多い。前ぶれなく突然動かなくなることもある。マニアはそういう気まぐれなとこに惚ほれるらしい。俺は、国産の方が好きだけどな、燃ねん費ぴいいし、壊れないし」

　速くて、お洒落だけど、故障が多くて気まぐれ……そこが良い。

　浩介の胸が、チクリと痛んだとき、スマホがメールの着信を告げた。

「すぐに返事した方がいいぞ、あの娘だろ？」

　大介は、そう言って玄関を開け、

「ワンチャン彼女まであるぜ」余よ計けいなひと言を残して、扉を閉めた。
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　メールは、忍からでなくトシからだった。

『電話するから出ろ、切れって言うまで切るな』

　意味不明な文面に、浩介は訝いぶかしげな顔をする。

『出ろ』はわかるが、『切るな』がわからない。

　程なく着信音が聞こえ、浩介は端たん末まつを耳に当てる。

「食べたら、少しは落ち着いた？」

　くぐもったようなトシの声が聞こえる。

「飯はまだ食ってないし、落ち着いてもいない。あと、声遠い」

　トシは浩介の言葉には答えず、優しげな声で続ける。

「まだ、手痛い？」

「流石さすがに硬球だったからな。つーか何でお前がそれ知ってんだ？　あと、声遠い」

　トシからの返答は、無かった。

　代わりに聞こえてきたのは、あの娘この声だ。

「……大丈夫」

　耳を澄すますと、別の女の人の声が聞こえる。

「こんばんは、コッテリアへようこそ。エビカツバーガー新発売です」

　それで、浩介は理解した。

　トシと忍は駅前のファストフード店にいる。

　浩介が傘かさをさしてあの娘を送ったバス停の近くだ。

　トシが、あの娘を夕食に誘ったのだろう。

　目的は、自分に忍との会話を聞かせること、そのための『切るな』だ。

「もう、十時半だけど、トシ君、帰らないで平気なの？」

「家うちの親、成績さえよかったら何にも言わねーの。俺、頭いいから大丈夫」

「あはは」

　忍が力なく笑う。流石に、陽気にとはいかないようだ。

「忍ちゃんこそ、バス無くなっちゃうんじゃないの？」

「ううん。兄さんが車で迎えに来てくれるから、平気」

「兄貴はいいけど、親は怒るんじゃないの？」

「お父さんとお母さんは、一緒に暮らしてないの」

「一人暮らしっ!?」

　急にトシの声がはっきりと聞こえた。

「ううん。お姉ちゃんと、兄さんとメゾネットっていうの？　二階建てのアパートみたいなのに住んでる。お姉ちゃんたちが一階で、私は二階」

　兄弟のことは知っていたが、両親と一緒でない事は浩介も、初めて知った。

　始終一緒にいたが、話題は３ｒｄの事ばかり、自分は、あの娘をほとんど知らない。

　トシと忍の会話は続く。

「三人兄弟か、賑にぎやかでいいね」

「あ、ちがくて。義に兄いさんっていうのは、お姉ちゃんの旦だん那なさん」

「結婚してんの？　お姉さんっていくつ？」

「二十六。うちら十歳離れてるの」

「そんだけ離れてると、喧けん嘩かとかはなさそうだね」

「半分、お母さんみたいな感じだもん。服とか靴くつとかみんな買ってくれるの。コレも、エレクトーン初日だったから、気合入れて行きなさいって、お姉ちゃんが自分のをくれたの。この色好きで、ずっと狙ねらってたんだ」

　コレというのはあの、真紅のワンピースの事だろう。

　いずなの色や持っている弁当箱も同じ、忍はあの色が好きなのだ。

「そのワンピ似合ってるよ」

「……ありがとう。でも、お姉ちゃんのほうが百倍似合うよ」

「まじか！　お姉ちゃん見てみたい」

「あはは、先月結婚したばっかだから、ワンチャンないよ」

　忍の声が、少し明るくなった。

　トシは本当に話が上う手まい。あと一○センチ背があったら、モテるに違いない。

「てことは、あれか、お姉さんの結婚に合わせて、日本に来たって感じ？」

「そう。高校から先のことを考えたら、こっちの方が良いってお父さんが言ゆうの」

「じゃぁ、親おや父じさんたちは、まだドバイにいるんだ？」

「うん。ビルの電気の仕事してるって、難しいことはよくわかんないけど」

「あそこ、デカいビルいっぱい立ってるからな」

　まるで見たことがあるような口ぶりに、忍の声が弾はずむ。

「行ったことあるの？」

「おう。あの辺、親父の会社と取引があって、一回行ったことある。カジノとか興味ないから、飯食ってずっと道路眺ながめてた。スーパーカーがいっぱい走ってて面白かったよ」

　見てきたような噓うそをつくのは、トシの特技だ。

「ていうか、忍ちゃん。両親居なくて、寂さびしくない？」

「ちょっとは、寂しいけど、それより、こっちに来たかったから」

「やっぱ日本の方が安全？」

「そう言ゆう事じゃなくて」

　忍が答えを言う前に、浩介はそれを予想する。

「対戦相手が、いっぱい居るもん」

　……当たりだ。

「そっか、そんじゃぁさ。リリィさんにメールして、また来てくれるように頼んでみるよ。あと、あの強い瞬しゆんの人、コジローさんだっけ？　あの人にも来てもらおう。今度は俺も、ぶっこんで行くわ。二秒で死ぬと思うけど」

「あはは。はじめは体力あるから、二秒じゃやられないよ」

「毎日今日みたいだったら、最高だね」

　トシの声に「うん」と同意を示してから、忍は声のトーンを変える。

「でも、毎日ああじゃなくっても、全然いい」

「そうなの？」

「……うん。遊びたい人、もう見つけたから」

　はにかんだような、柔やわらかな声だった。

　浩介の胸の奥に、焼けつくような感覚が湧わきあがった。

　──誰だれだよ、そいつ？

　その意図が伝わったのか、トシが調査を開始する。

「その人、すっげー強いの？」

「強いって言うか、上手いかな？」

「強いと上手いって違うの？」

　初心者のトシには、その違いは良くわからないだろう。

「うん。例えばリリィさんは、ぶっちゃけ下手。守りも攻めも滅茶苦茶だし、戦術も何にもない。でも、全然負けないでしょ？　そういう人は強い」

「なるほど、じゃぁ上手いのは？」

「眼鏡めがねの人いたでしょ？　老ろう師しさんって人」

「あの、うるさい。にーちゃん」

　老師に『うるさい』などと言えるのは初心者のなせる業わざだ。

「あはは。そんなこと言ゆっちゃ駄目だよ。あの人は攻撃も防御も凄すごくしっかりしてて本当に上手いんだから」

「何となくわかった。情熱的なのが〝強い〟で、小こ難むずかしいのが〝上手い〟？」

　全然わかってない。

　浩介はそう思うが、忍はトシを否定したりはしない。

「トシ君がそう思うんならそれでいいと思う。ゲームは楽しくやらなくっちゃね」

「うん。一番大事なのは愛ラブだ」

　二人は声を合わせて笑うが、浩介は気が気ではない。

　そんなことより『遊びたい人』って誰なんだ？

　考えていると、忍が語り始めた。

「私ね。上尾に来て、一番初めにロッキーに行ったの、雨の日でね……」

　浩介は耳を澄ます。忍の声が極きよく端たんに小さい。

　照てれて、いるのかもしれない。

「誰かいるかな？　って思って見たら、３ｒｄやってる人が居てね。すぐに対戦入ったの、強さは……それほどでもなかったんだけど、なんていうんだろ、ゲームで通じ合ったっていうか、分かり合えたっていうか、そういうのが楽しかったの……宝物みたいな時間だった」

　今すぐ忍の顔が見たい。浩介は心からそう思った。

　とても愛らしい表情をしているに違いない。そんな声だ。

「結局こっちが勝ったんだけど、その人五回も連続で入って来てくれてね。毎回作戦も違うの。私に勝つためにすごく考えてくれてるの、私の事だけ考えてくれてるって感じなの。凄く……幸せだった。それでね。対戦が終わった後、私その人のこと追っかけたの、それでね、あの……傘に入れてもらって、それで……」

　恥ずかしいのか、それ以上話をしない忍に、さらっとトシが言った。

「その人のこと好きでしょ？」

　忍が大きな声を上げる。

「ち、ち、違うよお」

「顔、真っ赤だけど？」

　しばらく押し黙った忍は、ため息をついて、トシの指摘を認めた。

「……ちがわない」

「うん。それじゃぁ、本題に入ろうか？」

　話を切り替えるトシに、浩介は思い切り念波を送る。

　トシ！　貴様はアホかっ！　ここからが本題じゃねぇっ。今のが本題だろうが、誰なんだ？　そのちょっと上手いけど強くもねぇ粘ねん着ちやく野郎は一体誰なんだ？　そいつは、忍の『初めての男』……いや違う。『初めての対戦相手』なんだぞ。あーくそ訂てい正せいしても腹立つわ。そいつは、認めたくはないが忍と一本の傘で歩いた上に、とんでもないものを盗んで行ったんだぞ、月並みだから言いたくないけど、それは、『忍の心ですっ！』。くっそー誰なんだそいつは、見つけ次第ぶちのめす。メガトン十連発、いやギガトン百連発でわからせてやる。

『落チ着ケ、コースケ。話ハ最後マデ聞クモンダ』

　突っ込みが入らなかったら、浩介の独白はあとがきのページまで続いたはずだ。

　ありがとうヒガンテ！　先へ進む。




　トシは突然意味のわからない言葉をぶっ放した。

「謝あやまっちゃえ」

「は？」「え？」

　浩介と忍が誤ご差さ３フレームで間抜けな声を上げた。

「謝っちゃえ、謝っちゃえ。許してくれるから」

　トシ、お前は一体何を言っているんだ？

　浩介と同じことを、忍も思っているらしい。

「何、言ゆってるの？　誰に何を謝るの？」

「ごまかさない。さっき、その人を殴ったでしょ？」

　トシの言葉に驚いたのは、浩介だ。

　……俺……だと？

　命の危機にはさらされていないが、忍との日々が走そう馬ま灯とうのように蘇った。

　雨の日のロッキーで忍に五連敗して、相合傘でバス停まで歩いたのは確かに自分だ。

　何ともいえない幸せと、言いようのない後悔に包まれる浩介を余よ所そに、話は続く。

　トシが、静かに諭さとす。

「あれは良くないよ。コジローさんに連敗して腹立ってたのはわかるけど、弱い奴とか言ったら、流石にアイツも怒るよ。ホントなら謝らなきゃいけないのに、殴るとか、アイツじゃなかったら、完全に終わってるぜ」

　浩介は、奥歯を嚙みしめる。

　悪いのは俺だ、気の抜けた試合をし、負けてもへらへらと笑っていた俺が悪い。

　他の人にはわからない。俺たちにしかわからない。そういう世界の話だ。

「謝んなきゃ、ね？」

　優しく促うながしたトシに、忍は絞しぼり出だすような声で言う。

「……出来ない。謝る必要、ない」

「なんで？　仲直り出来なくてもいいの？」

「いい」

　強硬な態度を崩さない忍に、トシが不機嫌な声で言う。

「じゃぁ、良いんだ。コースケとはこれっきりって事なんだ」

「ええっ！　なんでコースケってわかるの？」

　ここで驚くお前が、わからんわ！

　浩介が頭を抱えると、忍がブツブツ言うのが聞こえる。

「ねーさん事件です。私の、隠している恋心しのぶおもひは白日の下にさらされてしまいました。忍という名なのに、どうしてこう迂う闊かつなのでしょうか？」

　急にギャグキャラ化してしまった忍に、トシは淡たん々たんと説明する。

「いや、全然忍べてないし、大体クラスの連中全員、忍ちゃんとコースケは付き合ってるって思ってるよ。お互い名前で呼び合ってて、休み時間は二人で訳わけのわかんない話してて、昼休みは馬鹿時空で同じ中身の弁当食って、帰りも並んで駅まで歩く。これを、『付き合ってる』って言わないなら、学校のカップルの九割五分は付き合ってないぜ」

　確かに状況証拠だけなら、完全に有罪だ。

「つ、付き合ってるって……そんな風に思われるのは」

「困こまる？」

　トシの質問からしばらくした後、忍が降こう参さんしたようにぽつりとこぼした。

「……こまらない」

「じゃぁ、謝ろうよ。コースケなら『ゴメン』って言うだけで、許してくれるから」

　ゴトリと音がした。

　トシがスマホを持ち上げたのだろう。

　一いつ旦たん通話を切り、再度こっちにかけなおして、忍の『ごめんなさい』で一件落着。

　そんな計画なのだろうが、浩介は下を向いて目を閉じる。

　なぜなら、忍の答えは。

「嫌やだ。謝らない」

　浩介は目をつむったまま『すまない』とトシに詫わびる。

「なんでだよ？　謝らなきゃホントに終わっちゃうぞ」

　違うんだ、トシと俺たちでは使っている物もの差さしが違うんだ。

　浩介の思いは、当然トシには届かない。

　忍が再び、頑かたくなな態度を取る。

「終わりでいい」

「意味わかんねぇよ。何がそんなに大事なんだよっ！」

　ドンっ！　という音が聞こえた。トシがテーブルを叩たたいたらしい。

　忍が、弱々しい声で詫わびる。

「……ごめんね」

「あ、いや。俺こそ大きな声出して、ごめん」

「ううん。トシ君は悪くないの、私が悪いの。私がこういう病気だからいけないの」

　トシが驚いた声を出す。

「病気？」

「……私ね、コレだって決めたらもう、路線変更出来ないの、絶対にその考えが曲げられないし、曲がらないの。他ひ人とに合わせたり、空気読んだり、そういうこと全然出来ないの。だから、他の人と喧けん嘩かしたり、嫌われたり、いっぱい失敗するの……こっちに来た日も小こ島じまさんと喧嘩みたくなっちゃったし……そういう自分、大っ嫌いなんだけど、治らないの。そういう病気なの」

　スマホから聞こえてくる声を聞きながら、浩介はぐっと奥歯を嚙む。

　こういう忍を見つけるたび、堪たまらない気持ちになる。

　今すぐ傍そばに行って頭を撫なでてやりたい。そんな気持ちになる。

「あのね。コースケはね。そういう私を、そのままでいいって言ゆってくれたの、ずっと傍に居いて、ずっと見ててくれるって言ってくれたの、私の事一人にしないって言ってくれたの……泣きたいぐらい嬉しかった」

　胸の奥がじんわり、温かくなった。

　届いていないと思った言葉は、ちゃんと届いていた。

　忍は、あの告白を心の一番大切な場所に仕し舞まい込こんでくれたのだ。

　……だからこそ、さっきのロッキーでの一言は、絶対に許されない。

　忍の声がまた弱々しくなる。しゃくりあげるような音も聞こえる。

「でも、でもね。それ、全部噓かもしれないんだ。だって、コースケは、３ｒｄを、たかがゲームって言ゆったんだよ。それは、絶対に許さない。ゆ、許せないよ……私、コースケが好き、大好き。一杯お喋しやべりしたい、一緒に居て欲しい、いつだって私を見てて欲しい。私だけを見てて欲しい。一緒に３ｒｄやって欲しい……たかがゲームって言葉を許して、そういう幸せを手に入れた方が良いんだろうなって思う。思うけど、３ｒｄに噓はつけない。たかがゲームって言ゆうのを認めるぐらいなら、私、幸せなんかいらない。コースケとも……さよならでいい」

　それっきり、何も聞こえなくなった。

　胸が痛い。

　あの娘はきっと唇を嚙んで下を向き、悲しい顔をしているのだろう。

　この世の終わりが訪れたような、浩介の一番嫌いな顔をしているのだろう。

　……やがて、通話は途切れてしまった。
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　石浜工務店の看かん板ばんを照らす街灯の下。

　浩介は心の中で、百万回忍に詫びた。

　自分の一言が、あの娘を滅茶苦茶にしてしまった。

　何を言っても、許してはもらえないだろう。

　その位『たかがゲーム』という言葉は重い。

　今まで積み上げてきた信頼も、信用も、摑みかけていたあの娘の心も、今はもう粉々に砕くだけてしまっているのがわかった。

　それでも、浩介は諦あきらめない。

　絶望的な状況下でも、常に一発逆転のチャンスを狙う。

　それがヒガンテ使いの矜持プライドだ。

　言葉では伝わらないなら、レバーとボタンで伝えればいい。

　言葉にならない何かを、一本のレバーと六つのボタンで伝え合う。

　それが、俺の好きな、あの娘の好きな。

　俺たちの大好きな３ｒｄというゲームだ。

　いつでも傍に居て、いつでも見ている。一人ぼっちにはさせない。

　浩介は前を向く。小さいが、力強い声で言う。

「さよなら……じゃない」

　俺たちには、３ｒｄがある。

　闘うことで、傍に居ることを、証明する。

　振り返る、玄関のドアを開ける。

「浩介、お帰り」

　母親の言葉は耳に入らない。急いで靴くつを脱ぬぎ、三た和た土きに跳び上がる。

「直なおさん来てるぞ、挨あい拶さつ……」

　父親の言葉も聞こえない。

　階段を、音を立てて駆かけ上あがった。

「珍しく、本気になったな」

　リズミカルな足音を聞いた兄が、掌てのひらで白球を回す。

　部屋のドアを開け、着替えもせずゲームステーション３を起動する。

　レバーをテーブルの上に置き、トレーニングモードを選択した。

「もっと、上手くなるんだ」

　画面の中のヒガンテが躍やく動どうする。

「もっと、強くなるんだ」

　レバーを回す、パンチボタンを叩く。

　メガトンボムが決まる。

「もっと上に行く」

　小パンチ連打からのハンマー。ハンマーをガードさせてからの投げ。

「約束したんだ。必ずあの娘の所まで行くって」

　パリイングから反撃のベアハッグ。

「必ず捕つかまえるって」

　強くなってあの娘に、証明する。

　あの娘に勝って、自分の３ｒｄが、たかがゲームで無い事を証明する。

　簡単な壁ではないだろう、容易たやすく勝てる相手ではない。

　それでも、最速で行く。一刻も早く、あの娘と同じ場所に行く。

　それ以外の一いつ切さい合がつ財さいはどうでもいい。

「強くなるんだ、今より二倍も、三倍も、もっとずっと強い男になるんだ」

　ヒガンテの目が光った。ギガトンボムだ。

　──俺は強くなる、強くなって。

「俺より強いあの娘を殴りに行く！」
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　ファストフード店を出たトシは、駅のロータリーで忍の迎えが来るのを待っている。

　バス停で待つ人たちが、こちらをチラ見しているのを気にしている。

　……チビっ子が、女を泣かせてるのが面白いんだろうけど、こっちは面白くねえ。

「忍ちゃん。これ使って」

　差し出したシンプルなデザインのハンカチは、イタリアのファッションブランド、アントニオ・ディ・ナターレの物だ。

「ぶーっ」

　鼻かむな、それ限定品だぞ。

　トシは顔をしかめるが、口に出したのは全然違う話題だった。

「あのさ、俺じゃ全然相手にならないかもしれないけど、そんでもいいなら、明日もまたロッキー行こうよ」

　ようやく、忍が笑う。

「やっぱり、可か愛わいいね」

　トシが褒ほめると、忍は急に後ろを振り返り、コッテリアの壁に貼ってある広告の萌えキャラを見て、納得したように頷く。

　トシは首を傾かしげる。この娘は時々、意味のわからないことをする。

　やがて、エンジンの低い唸うなり声が聞こえてきた。

　ロータリーを優ゆう雅がに回る真紅のハッチバックに、トシは目を輝かせる。

「おおっ。ジュリエッタ、四葉のクローバークアドリフオリオ！」

　サイズは小さいが、オシャレで速い、通好みのイタリア車だ。

「なにそれ？」

「あの赤い奴の名前」

「よく見るけど、難しい名前してるんだね」

　忍の視線の先に、郵便局の車がある。

「いや。そっちじゃなくてあっち」

　真紅の車は滑すべるようにこっちに向かってきて、トシの目の前で止まった。

　助手席の窓が開き、眠そうな目をしたなかなかのイケメンが、顔を覗かせる。

「忍ちゃん、おまたせ」

「義兄さん、迷惑かけてごめんね」

　忍に義兄さんと呼ばれた男は黙って首を振ると、それが当たり前のように運転席を出て、忍の荷物を預かり、ラゲッジに入れた。

　身長一八○センチ、男なら誰もが憧あこがれる細マッチョ、これはモテるだろう。

　身長五センチ、筋肉五キロくれないかな？

　真剣に考えているトシを、眠そうな目が上から見つめる。

「忍ちゃんの、彼氏？」

「ううん。３ｒｄ仲間」

　忍の返事に、義兄さんの眼めが輝いた。目が覚めたという感じだ。

「おおっ！　君、何使ってんの？」

「はじめです。と言っても、格ゲー歴三日なんですけどね」

　トシの答えに、義兄さんは腕組みをして首を捻ひねる。

「……なんで拳けん治じやらないかな？　一番カッコいいのに」

〝拳治〟はロード・オブ・ファイターシリーズ不動の主人公。瞬のライバルという設定で技も似ているが、キャラ性能が瞬に大きく劣おとる３ｒｄでは、使い手は少ない。

「拳治も考えたんですが、おっぱい力りよくに負けまして」

　トシの言葉に、義兄さんは大きな声で笑う。

「はははは。君面白いな。俺、宮みや本もと直なお政まさ。忍ちゃんの３ｒｄの先生みたいなもんだよ」

　差し出された手をトシは握り返す。

「田た中なか俊とし哉やっす。てか、いい車乗ってますね」

「どうかなあ？　恰かつ好こういいし、速いけど。ぶっちゃけ扱あつかいにくいよ……誰かさんみたいにね」

　顔を向けられた忍が、助手席のドアをバタンと閉め頰ほおを膨ふくらます。

「ぶーっ」

「あはは。むくれない。そういうのが良いんだって言ってるんだよ」

「全然、褒めてない」

　忍が微び妙みように不機嫌になったのが、少し不思議だった。

「田中君。もう遅いし、家まで送るよ。少し３ｒｄの話も出来るでしょ？」

　話を聞きたいのは山々だが、やらなければならないことがある。

「いえ、もうすぐ電車来るんで平気っす。ありがとうございます」

　丁てい寧ねいな断りに、直政が残念そうな顔をして、運転席に乗り込む。

「今度三人でロッキー行こう。はじめ、少しなら教えられると思うよ」

　エンジンが低く唸うなり、車が滑るように動き出した。

「また明日ねっ」

　忍が助手席から身を乗り出し、手を振った。

　真紅の車に、真紅の服を着た黒髪の美少女。そのまま広告にしたいぐらいだ。

「……多少問題があっても、惚れるよなぁ」

　トシは去っていく忍に、小さくつぶやいた。




　コンビニで簡かん易い充電器を買ったトシは、浩介に電話をかける。

　ようやく応答があったのは、十二コール目だった。

「……悪い。コースケ。忍ちゃん、謝る気はないみたい」

　明るく言おうと思ったが、どうしても暗い声になった。

　落ち込んでいるだろうという予想に反し、浩介の言葉は力強い。

「いいんだ。忍は謝る必要ない。俺が悪い」

「なんで、浩介が悪いの？　どう考えても忍ちゃんだろ？」

　忍の考えも、浩介の考えも、少しも理解できない。

　忍が『ゴメン』と頭を下げ、浩介がそれを許し、憧れのリア充生活。

　どう考えてもそれがハッピーエンドだと思うが、二人共そうは思っていないらしい。

　浩介の意味不明な言動は続く。

「ううん。忍は悪くない。俺が弱いのが悪い」

「いや、ゴメン。お前の心がこれっぽっちも理解できない」

　正直に打ち明けるトシに、浩介が胸の内を明かす。

「俺が強くなって、忍に勝てばそれで万ばん事じ解かい決けつなんだ」

「意味わからんけど、そういう話なの？」

「わからないと思うけど、そういう話だ。迷惑ばっかりかけてごめん」

　最後に謝ったところだけが、トシの知っている浩介だった。

「気にすんなよ、仲間じゃねーか」

　決め台詞ゼリフで話を締めくくったトシは、下を向く。

　……俺たち、本当は仲間じゃないのかもしれない。

「間もなく一番線に、湘しよう南なん新しん宿じゆくライン逗ず子し行が……」

　駅の放送が聞こえ、トシは慌あわてて階段を駆け上がった。















第五話　『楽しいね』とあの娘がつぶやいた。







　七月十一日、月曜日の昼休み。忍しのぶは校舎脇わきにある花壇に腰こしかけている。

「皆みんなと食べた方が良いと思うけど、月曜日は……ね」

　浩こう介すけを殴なぐった翌日から、忍はクラスのお弁当組の輪わの中に混ざるようになった。

　空気を読んで行動するのは大変だったが、友達も何人か出来た。

　ゲームとは関係ない女の子らしいお喋しやべりは、結構楽しい。

　それなのに、一人で食事をしているのは、紅白戦を見るためだ。

　動画のバッファリングを待ちながら、大きなサイズのエコバッグを開ける。

「……馬ば鹿かみたい」

　バッグの中、二つの弁当箱に毒づく。

　渡す先のない昼食を、忍は毎朝作っている。

　──寂さびしくてたまらない。

　絶対に口にはしないが、それが本音だ。

「許す？」

　目を閉じる。『たかがゲームなんだよっ！』という、嫌な言葉が聞こえる。

「……ありえない」

　忍は頭かぶりを振る。そんなことをしたら、自分が自分で無くなってしまう。

「さーて、いただきます！」

　無理に大きな声を出すと、少し気分が晴れた。

「隣となり、いい？」

　抑よく揚ようのない声に横を向くと、小こ島じま綾あやが座っていた。

　転校初日の大おお騒さわぎの火ひ種だねを作った、背の高い眼鏡めがねのクラス委員長だ。












　これから紅白戦見るんだから邪じや魔ますんなっ。

　という本音を、深呼吸で抑え、忍は笑顔を向ける。

「あ、うん。どうぞ」

　小島は答えず。ばりん。と音を立てチョココロネの袋を開ける。

　変な人。

　忍は、黙だまったまま、もくもくと箸はしを動かす。

　小島も口を開かず、もくもくとチョココロネを口に運んでいく。

　ポニーテールと、ロングストレート。

　黒髪の美人二人が肩を並べ、無言で食事をしている絵は、かなりシュールだ。

「この前の話」

　突然言ったのは、小島だ。

「こ、この前？」

「たかがゲーム」

　馬鹿野郎っ！

　頭に浮かんだ言葉を、忍は懸けん命めいに押し殺す。そんなことを言えば、今度こそ終わりだ。

　じっと見つめていると、小島の口が小さく動いた。

「あたしが悪い」

　この人、わざわざ謝りに来てくれたんだ。

　それだけで、嬉うれしくなってしまう。複雑に見えて、忍の精神構造は実に単純だ。

「ううん。私も悪かった、ごめんなさい」

　頭を下げようとする忍に、小島はゆっくりと首を振った。

「必要ない。あなたは悪くない」

「小島さん」

　名前を呼ぶと、小島はまたゆっくりと首を振り。面白いことを言いだした。

「『こ・じ・ま・さ・ん』だと五文字、綾の方が燃ねん費ぴが良い」

　流石さすがは環境先進国、日本のエコ化は女子高生にまで及およんでいる。

「私も、忍って呼んで、その方が燃費がいいから」

　綾は『うん』とも言わない。ただうなずくだけだ。

　この人は滅めつ多たなことでは口を開かないし、休み時間もほとんど席を立たない。

　前世はフタユビナマケモノか、あるいはミユビナマケモノだったのだろう。

　どうして、そんな風にしてるんだろう？

　忍は、綾とお喋りをしてみることにした。

「じゃぁさ綾、『おはようございます』の低燃費な言い方ってある？」

「朝」

「おおっ。大体あってる。じゃ、『こんにちは』は？」

「昼」

「『こんばんは』は？」

「寝る」

「あははは、なんで『夜』じゃないの？」

　忍は体を揺ゆすってくすくすと笑う。もう綾のことが好きになっている。

「じゃぁさ、じゃぁさ、『ハハキトクスグカエレ』は？」

「やべぇ」

「あははは、可お笑かしい。綾、面白い。あはははは」

　盛せい大だいに笑う忍に釣られて、綾も目を細め、クスリと笑った。

　お世せ辞じでなく、姉と同じぐらい綺き麗れいだった。

　その後も、会話はしばらく続いた。

　忍が一方的に喋りまくり、綾は一言返すだけだが、それでもいろいろなことがわかる。

　綾の家は母子家庭、生活は楽ではない。生きることに精一杯の彼女の目には、漫画やゲームは無む駄だな物としか映らない。それで、ああいう言い方をしたらしい。

　家がなければゲームどころではないし、飲まず食わずでも、ゲームは出来ない。

　考えが足りなかった。忍は反はん省せいする。

「んでさ、綾はなんで謝あやまろうと思ったの」

　新しい質問をすると、綾が信じられない速さで視線を逸そらした。

「あ、ええと、田た中なかが、あの、田中俊とし哉やね。彼が、忍にとって３ｒｄサードは宝物みたいなものだから、謝った方がいいぞって、そういう風に言うから、だから、これは謝った方が良いんだなって、そういう判断を、あたしはしたわけ」

　なんで、急にいっぱい喋ったんだろ？

　理由を聞く前に、予よ鈴れいが鳴ってしまった。




　綾と並んで教室に戻る途中、忍は廊下の向こうに浩こう介すけの姿を見つけた。

「……みっともない」

　緩ゆるんでしまった頰ほおを、慌あわてて引ひき締しめる。

　──許さない。私は許さない。

　忍はいつも以上に背筋を伸ばし、冷静な顔で、浩介の隣の席に座った。

　あんたなんか、もう何とも思ってない。

　横顔で、そう伝えているつもりでいる。
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　──めっちゃ機嫌悪いな。

　浩介はチラリと盗み見た忍の横顔に、怒りの色を見た。

　あの日から五日間、口を利きいてくれないどころか、目も合わせてくれない。

　落らく胆たんは小さくないが、浩介はそれを引きずらなかった。

　その方が好都合だとすら思っている。

　次に話すのは、対等な立場になってから、即すなわち、あの娘こと闘い、勝った時。

　そういう決意を、固めている。

「それでは、今日からアメリカを学んでいきましょう。この国の根底には、開拓魂フロンテイアスピリツツと、呼ばれるものがあるんですね。この精神を知ることが大事です。そもそも……」

　教きよう壇だんに立っているのは、六十歳を超こえる大ベテラン。地理の宮みや城ぎ先生。

　浩介は、この先生が話す薀うん蓄ちくが好きなのだが、聞いている場合ではない。

　こっそりと、机の下でスマホを起動し、机の上に３ｒｄノートを開く。

　浩介は、授業中も休み時間も、３ｒｄのことだけを考えている。

　大だい介すけにしか話していないが、塾にも、もう四日行っていない。

　今の浩介にとって『強くなる』事に繋つながらないものはことごとく、どうでもいい事だ。

　視線を、ペンを、思考を走らせ、いずなに関するありとあらゆる情報をノートに書き込んでいく。性能面ばかりではない。プレイヤーのブログや、いずな使いの集まる掲示板を巡り、彼らが何を望んで、何を嫌がるかを徹てつ底てい的てきに研究する。

　相手を知れば知るだけ、勝利が近づく、浩介はこのことを野球から学んだ。




　宮城先生は長々と薀蓄を語った後、皆の方を向いた。

「教科書の内容に入る前に、一般的な質問をしようかな？　新しん明みようさん」

「はい」

「これは聞く方が失礼な質問ですが、アメリカの首都はどこかな？」

　忍は目をパチパチさせて、小首をかしげる。

「……はい？」

　浩介が、驚いて顔を上げた時。教室中がざわめいた。

　忍は勉強も運動も出来が良い。英会話など、中に外人が入っているのではないかと思えるほどだ。そんなあの娘が、小学生でも答えられる質問に戸と惑まどっている。

「聞こえなかったですか？　アメリカの首都はどこでしょうか？」

「ん～。先生、ヒントくださいっ！」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言う忍に、皆がどっと笑った。

　皆は、忍がウケを狙ねらっていると考えたようだが、浩介にはわかる。

　本当に、アメリカの首都がわからないのだ。

　頼みの綱つなのトシは、膝ひざの上に置いた３ｒｄの攻略本を食い入るように見つめている。

　宮城先生が、頭をかいた。

「クイズではないんですが。良いでしょう。この場所は、アメリカのある歴史的な人物の名を冠かんした場所です。幼少の頃、桜の木を切り倒したことを正直に告白して、逆に褒ほめられたというのは有名なエピソードですね。彼のファーストネームはジョージですよ」

　このヒントで、わからない方が不思議だ。

　浩介が胸をなでおろした時、忍は斜ななめ上うえの人名をぶっ放した。

「ブッシュ！」

　歴史に残る大統領という点は同じだが、残り方のベクトルが真逆だ。

　教室が笑いに包まれるが、忍は憮ぶ然ぜんとした顔をする。

「違うの？」

　先生が、若じやつ干かん可か哀わい想そうなものを見る目で、忍に語りかける。

「アメリカの首都はワシントンだねぇ。ワシントンＤＣって聞いたことないかな？」

「……す、すみません」

　浩介は、肩を落とす忍を、心配そうに見つめている。

　あれは傷ついている時の顔だ。あの娘は人一倍、羞しゆう恥ち心しんが強い。

　掌てのひらの上の振動が、メールの着信を知らせた。

『柳やなぎ橋はしです。六時には大おお宮みやに行けると思いますよ』

　文面を確認した浩介は、机の下で小さく拳こぶしを握にぎった。

「よしっ」

　その声に、宮城先生が気づく。

「それでは、石いし浜はま君。アメリカの主要産業は何か、わかりますか？」

　浩介は、不自然なほど大きな声で、元気よく答える。

「鉄てつ砲ぽうと爆ばく弾だんだと思います！」

　教室中がゲラゲラ笑うが、先生はまた、頭をかく。

「う～ん。牛肉とか自動車と言うと思ったんだけど、これじゃぁ、実はサービス業っていうオチが、印象に残らなくなってしまいましたね」

　実は浩介は、主要産業がサービス業だという事まで知っている。

　知っていて、わざと頓とん珍ちん漢かんなことを言った。

「す、すんません」

　おどけて小さくなる浩介の横で、忍が嬉しそうな顔をした。
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　翌日、七月十二日火曜日。太陽がじりじりと照りつけるお昼前の時間。

　忍はポニーテールを揺らし、サッカーのハーフコートを駆かけ回まわっている。

「覚かく悟ごっ！」

　しなやかな足が振りぬかれ、ボールがネットに突き刺さった。

「ゴールっ」

　ホイッスルの音がして、体育の先生がチームの交こう代たいを告つげた。

「なでしこ、入れる」

　忍の頭を撫なでた綾は、試合中一歩も動いていない。今日も省しようエネを徹てつ底ていしている。

「ナデシ子？　ゆるキャラか何か？」

　ウケは狙っていない。忍は、スポーツには全く興味が無い。

　答えが面白かったのか、綾が目を細めた。何度見ても美人だなと思う。

　昨日の昼食をきっかけに、二人は急速に仲良くなっている。滅め茶ちや苦く茶ちやお喋りな自分と、驚くほど喋らない綾は、意外とウマが合うことがわかった。

　自分のガン攻めなお喋りを、綾はゆるゆると受け流してくれる。

　３ｒｄやったら、上う手まいかもしんない。

　そう思うが、口には出さない。綾にゲーセンに行く暇ひまなどない。

　放課後は大宮という駅の近くの喫茶店でウエイトレスをしているのだという。

「あっ」

　珍しく、驚きの声を上げた綾が見ているのは、マウンド上のトシだ。

「いくぜぇコースケ。必殺レインボースパークボールだっ！」

　男子の体育は野球、浩介がキャッチャーをやっている。

「うるせぇっ。真ん中めがけて、思い切り投げろ」

　マスクのせいか、精せい悍かんな顔つきだ。

「……カッコいい」

　忍は、動いてしまった唇くちびるを慌てて押さえ、浩介から目を逸らす。

　──駄目、なんか苦しい。

　口を利かなくなって、一週間になろうとしている。

　こっちは浩介を無視しているが、浩介も全然こっちを見ようとしない。

　毎日来ていたロッキーにも、一度も顔を見せていない。

　願ったり叶かなったりだ。あんな奴どーでもいい。

　そう決めたはずなのに、浩介の横顔を、背中を、目が勝手に追ってしまう。

　そのたびに、呼い吸きが苦しくなる。

　カキィン。

　金属バットがボールを弾はじく音がして、忍は思わず前を向いた。

「審しん判ぱん、避よけてっ」

　叫んだ浩介が、バックネット側に飛んだボールに走り、背面飛びを敢かん行こうする。

「アウトっ！」

　審判の野の村むら先生が、捕球の成功を告げた。

　野球に興味がない忍にも、それが『ファインプレー』だという事がわかった。

「コースケ君、凄すごいっ！」

　女子の何人かが、黄色い声を上げる。

　その中に、忍は含まれていない。

　両手で胸元を押さえ、懸命に肺に空気を送り込んでいる。

　意識していないと、酸さん欠けつで倒れてしまいそうだ。




　五回の裏、スコアは○対一。浩介たちのチームの一点ビハインド。

　授業終了まで後八分。時間的に、この攻撃が最後だ。

「ぐわぁぁ、最悪だぁぁぁぁっ」

　先頭打者のトシが、バッターボックスで転げまわる。

　野球部の未来のエース、澤さわ田だのボールが臀でん部ぶを直撃したのだ。

「いや、最良の結果だ」

　次の打者の浩介が、トシの頭を撫でる。

　忍はその姿を、じいっと見つめている……辛つらいのに、目が離れない。

　コースケ野そ球うしてるの、似合うね。

　緩く風が吹き、ポニーテールを揺らした。

「……あ」

　胸の奥が、ぎゅぅっとなった。浩介がこっちを見た……気がする。

　鋭するどい素す振ぶりをみせ、バッターボックスでとんでもないことを言う。

「この打席で、終わらせる」

　左手の金属バットが、青い空に向かって突きだされた。

　野球グラウンドにも、サッカーコートにも動どう揺ようが広がる。

「なぁに？　ホームランってこと？」

「澤さわちゃんの球、打てるわけないじゃんね」

「暑くて頭どーにかなってんじゃないの？」

　澤田の取り巻きの、女子三人組が言う通りだ。

　この打席で試合を終わらせるには、ホームランを打つしかない。

「どうしたの？　コースケ、大丈夫なの？」

　つぶやく忍の見ている先で、澤田のボールが浩介の胸元に迫る。

　仰あお向むけに倒れた浩介は、無言で起き上がり、ジャージの土つち埃ぼこりを払った。

「当たっておいた方が良かったんじゃないの？」

　ヤジには目もくれず。浩介は再び構かまえる。身体は大きくないのに悠ゆう然ぜんとしている。

　飛んできた内角高めの球に、浩介が物凄い速さでバットを振りぬいた。

　……キィィィン！

　ボールが物凄いスピードで、ファールグラウンドに飛んで行く。

「ファール」

　澤田が、プレートを外し汗を拭ぬぐった。

　今の打球に驚いているのが、手に取るようにわかる。

　次に来た外角高めのボールにも浩介は手を出すが、今度はバットが空を切った。

「ほら無理じゃん」

「あと一球で終わりだよ」

「調子乗んなよ。これ、格闘ゲームじゃねぇからな」

　ヤジる三人組に、後ろから大きな声が飛ぶ。

「黙だまれっ！」

　忍ではない。綾だ。

　忍は、胸の前に手を組み、小さく小さく、祈るような声を出している。

「頑張れ、コースケ、頑張れ」

　カウントは一・二。あと一回ストライクを取られれば三振だ。

　ひとつのミスも許されない状況なのに、浩介の様子は全然変わらない。

　続いてきた外角高めのボール球を、目だけを動かして見逃す。

「ボール」

　次の一球も外角低めのボール球。浩介が小さく二度、うなずいた。

「次で勝負」

　綾の言葉に、忍は浩介を見たまま力強く答える。

「打つよ」

　希望的観測ではない。忍には、根こん拠きよがある。

　カウントが三・二になった時、浩介は二度うなずいた。

　コジローから一本取った時と同じ、ああいう時の浩介には策さくがある。

　浩介はバッターボックスでその作戦を実行する時を待っている。

　この形になれば、勝ったようなものだ。

　ヒガンテ使いの浩介にとって『待ち』は、呼吸をするのと同じぐらい簡単なこと。

「打つよ、ホームラン」
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　バッターボックスの浩介は、冷静に状況を分析している。

　カウント三・二。澤田の決め球は、落差の大きいカーブ。

　定じよう石せきなら、タイミングを合わせてレフト前。でも、それじゃ駄目だ。

　さっき空振りして見せた高めの直球、あれだけを待つ。

　それ以外の球は、何球だってカットしてやる。

　澤田には悪いけど、決めさせてもらう。

　……あの娘が、俺を見てるんだ。

　いい所を見せたい。カッコいい姿を見せたい。何より、全力で闘うのを見て欲しい。

　投球六球目、外からストライクになる緩いカーブ。

「ファール」

　これじゃない。ヒットなんか欲しくない。

　七球目、外角低めストレート。

「ファール」

　そうじゃない、四球フオアボールもいらない。

　粘ねばる浩介に、歓声が上がる。名前を繰り返すコールが聞こえる。

　応援なんか要いらない。目立つことも好きじゃない。もう一度グラウンドに戻りたいという気持ちも全然ない。俺が欲しいのはたった一つ。一発逆転の……チャンス。

　八球目、真ん中高めのストレート！

「レッツゴー！」

　浩介と忍が誤ご差さ０フレーム、つまり全く同じタイミングで叫んだ瞬間。

　……キィィインッ！

　白球が大きなアーチを描いて、青い空を走った。





　　　　　◇






　体育の後の昼休み。浩介の周りに、人だかりが出来ている。

「マジかよ。コースケの兄貴って浦うら和わ学園の石浜大介なのっ？」

　大きな声を上げたのは、ホームランを打たれた澤田だ。

「うん。全然似てないけどね」

　いつもの調子で、浩介が言うと、黄色い声がそこに被かぶさる。

「同じチームで野球やってたの？」

「石浜さんのボールを受けてたの？」

「リードとかもしてたの？」

　矢や継つぎ早ばやの質問に、浩介は一言で答える。

「うん。中学までね」

　忍は明らかに不機嫌な顔で、それを聞いている。

　浩介に兄がいたことも、野球をしていたことも知らなかった。

　３ｒｄという繋がりが無くなってしまうと、浩介の事を何一つ知らない。

「コースケ君、野球部入って澤田君とバッテリー組んでくれないかなぁ？」

　澤田の取り巻きの一人である、野球部の女子マネージャーがそう言った時。

「……ぐっ」

　忍は唇を嚙かんで、涙を堪こらえた。

　浩介が野球部に入ってしまったら、二人の繋がりは完全に途と切ぎれてしまう。

　……もしかしたら、もう切れているのかもしれない。

　だって、浩介にとって３ｒｄは、たかがゲームなんだから。

「野球かあ」

　浩介の言葉に、忍の心が過か剰じように反応する。

　そんなの嫌いやだっ！

　叫びたしたい気持ちで頭がいっぱいになったが、口元を覆う必要はなかった。

　突然、根本的な疑問に気が付いたのだ。

　──私はコースケが好きだけど、コースケは私をどう思ってるの？

『いつでも傍そばに居いて、いつでも見てる』

　確かにそう言ってくれたが、明確に『好きだ』とは言わなかった。

　好きじゃないなら『たかがゲーム』というのも頷ける。

　忍は、机につっぷした。

　何を信じればいいのか、全然わからない。

　動けなくなった忍の横で、話は続いている。

「もう、三年やってないから、無理だろうなあ」

　浩介の言葉に、澤田が食い下がる。

「やるやらないは別にして、飯めし食いながらゆっくり話そうぜ」

「あ、ごめん。俺、電話しなきゃいけない人がいるんだ」

　会話を打ち切ろうとした浩介に、マネージャーの余計な一言が飛ぶ。

「なに？　彼女とか？」

　忍と浩介は、すでに破局している。これがクラスの統とう一いつ見解だ。

「ははは」

　浩介は曖あい昧まいな笑いの後、教室を出ていく。

　忍は、ほとんど無意識に立ち上がった。

　手に、弁当箱の入ったエコバッグがある。





　　　　　◇






　浩介が向かった先は、学食でも、購買でもなかった。

　校舎の脇にある小さな花壇。

　昨日、忍と綾がお喋りをしていた場所に座って、不ぶ格かつ好こうなおむすびを食べている。

「あんなの、お結びじゃなくて、お崩くずれだ」

　校舎の陰から、覗いている忍がつぶやく。

　お結びをパクつく浩介には、喜びも楽しみもない。

　食事をしているというより、栄養を摂せつ取しゆしているというような顔だ。

　こんなことを言っては悪いが、あれは美お味いしくないのだ。

「ここに、あるよ」

　忍は、エコバッグを握りしめる。

「コースケの分、ここにあるよ」

　飛び出していって、そう言えたらどんなにいいだろう？

『たかがゲーム』

　嫌な言葉が脳裏をよぎった。ごとりと音を立てて、エコバッグが地面を叩たたく。

「……行けない」

　忍はまた唇を嚙む。うっすらと血の味がした。

　不意に、浩介のスマホが電話の着信を告げた。

　相変わらず、センスの欠片かけらもない音だ。

　浩介の好きなアニメの曲らしいが、忍は番組のタイトルも知らない。

「はいっ、コースケですっ」

　スマホを耳に当てた浩介は、満面の笑顔だ。

「はい。そうなんです。今日もどうしてもお会いしたくて、もう他の事は目に入らないって感じで……はい、凄く楽しいです……じゃぁ、先行って待ってます」

　電話を切った後、浩介は力強くうなずいた。

　そこから僅わずか八メートルの距離で、忍は立ちつくしている。

　ぐわん。ぐわん。ぐわん。

　気味の悪い音が、頭の中で鳴っている。

　野球部のマネージャーの言葉がフラッシュバックする。

『なに？　彼女とか？』

　次に浮かぶのは、浩介の曖昧な笑顔。

　そして、今の電話の内容。

　どうしても会いたい。他の物は目に入らない。凄く楽しい。

　そういう想おもいを照れもなく伝えられる存在は？

　考えるまでもない……絶望的な答えは、すぐに出た。

「……彼女いるんだ」

　全身から力が抜けた、膝が激しく地面にぶつかる。

　痛い、みっともない、カッコ悪い。不思議とそれらの感情は湧わいてこなかった。

　──泣きたい。ただもう声を上げて泣きたい。

　膝を抱え、顔をうずめた時。

　とんとん。

　頭を叩かれて、忍は我に返った。顔を上げると、目の前に綾が居た。

　赤いフレームの下の真っ黒な瞳ひとみは吸すい込こまれそうなほどの輝きを持っている。

　薄うす紅べに色いろの魅み惑わく的てきな唇が、ゆっくりと開いた。

「飯」

「なにそれ？」

　力なく笑うと、綾は真剣な顔のまま言う。

「飯、食おう」

「やけ食いして忘れろって？」

　八つ当たり気味に言うと、綾が首を振り口を動かす。

「忘れるのは、無理。話は聞く」

　忍はゆっくりと綾に抱きついた。すがった、と言ってもいい。

　綾の指が、首筋を撫なでる。冷たい手が心地いい。

　綾に支ささえられて歩いていく忍は、頭の中で同じ言葉を繰り返していた。

　良かった、一人じゃない。一人じゃない。





　　　　　■






　トシは、屋上の手すりにつかまって憮ぶ然ぜんとしている。

「もういいじゃねぇかよ、謝っちゃえよ」

　眉み間けんに皺しわをよせて、忍の後ろ姿につぶやいた。

　直後、浩介からメールが届く。

『ネットで、いずなを見つけたらＩＤリークしてくれ。強ければ、どんな奴でもいい』

　そんな場合かよっ？　心の中で毒づく。

「ちゃんと見ててやれよ。あの娘、壊れちゃうぞ」

　強くなるのは結構だが、問題が解決に向かっているようには到とう底てい思えない。

　あんなに通じ合っていた二人は、てんでバラバラだ。





　　　　　◆






　五時間目は音楽の授業だが、教室は完全に無法地帯だ。

　グランドピアノのあるステージ上で、トシがとっておきの一発芸を、披ひ露ろうする。

「らっすんごれらいってなんですのん？」

「トシ。いろんな意味で勇気あるな」

　浩介はそれだけ言って、机に置いたスマホを見つめる。嬉しいメールが入っている。

『柳橋です。六時半には大宮に着けそうです』

　頰を緩め、３ｒｄノートへの書き込みを再開する。

　浩介が堂々と机の上にスマホを置いているのは、音楽の時間が自習になったからだ。

　モニターには名作ミュージカル『サウンド・オブ・ミュージック』が流れているが、音声は消えており、ストーリーを追っている者は、誰もいない。

　ステージで、一発芸大会が開かい催さいされているのはそういうわけだ。

　人気者のトシに続いて登場したのは、クラス一のイケメン、軽音楽部の卓たく也や。

　浩介は、一度ライブに行ったことがあるが、ギターの腕は確かだ。

　彼の奏かなでるメロディーを聞いて、無意識にリズムを取る。

　一曲終わって、アンコールの声がかかると、卓也は意外な人の名前を呼んだ。

「忍ちゃん。エレクトーンやってんだって？　そこにあるから一曲どう？」

「勝手に使ったら、先生に怒られるんじゃない？」

　声を聴いているだけで、忍が不機嫌なのがわかる。

　あの娘は、皆がきちんと映画を見ていないのが不満なのだ。

　嫌だと言わず、怒られると言ったのは、空気を読んだ結果だろう。

　最近あの娘は、何とか周りと上手くやっている感じだ。

「大丈夫だよ。皆、聴きたいよな？」

　卓也の煽せん動どうに、教室中から一斉に、拍手が沸き起こる。

「……家うちのと違う奴だから、あんま期待しないでね」

　忍はそう言って皆のハードルを下げてから、エレクトーンの前に座り、ボタンをあれこれいじって、演奏を始めた。

「うわっ」

　教室中から、驚きの声が上がる。浩介も顔を上げてしまった。

　忍が弾ひき始めたのは、鉄道会社の京都に行きたくなることでお馴な染じみのＣＭ曲だ。

　忍は日頃のイメージとは正反対の実に繊せん細さいで、丁てい寧ねいな演奏を披ひ露ろうする。

　素人しろうとだからわからないのかもしれないが、少しもミスが無い。

「……そうか」

　しばらく聴いていた浩介は、気が付いた。

　正反対ではない。これも忍そのものだ。

　演奏にミスが無いのは、連続技コンボにミスが無いのと同じだ。

　こんなに見事な演奏が出来るなら、聴かせてって言うべきだった。

　聴かせてもらって『凄いね』とか『上手いね』と言ってあげるべきだった。

　ぐっと拳を握る。

『ずっと見ている』などと格好をつけたのに、自分はあの娘を全然見ていなかった。

　──ちゃんと見ていれば、こんなことにはならなかったのに。

　後悔の念で胸をいっぱいにしている内に、演奏は終わってしまった。

「マイ・フェイバリット・シングス（私のお気に入り）って言ゆう曲でした」

　忍がぺこりと頭を下げると、アンコールの声が巻き起こる。

「ねぇ、忍ちゃんの一番好きな曲やってよ」

　飛んできた声に、忍は遠慮がちに言う。

「皆が知らない曲でもいい？」

　大きな拍手が、忍の申し出を歓迎する。

　忍の目の色が変わった。赤い舌が舐なめた唇が、小さく動く。

「レッツ・ゴー」

　先ほどとは、雰ふん囲い気きも音色も違う、軽快なヒップホップが流れ始める。

　忍はネイティブな発音の英語で、軽けい快かいなラップを披露する。

　いつものイメージ通り、元気で、ノリが良くて、お洒落しやれな曲だ。

　クラスの全員が、手拍子でリズムをとりはじめる。

「カッコいいけど何の曲？」

「なんか洋楽じゃないの？」

　浩介が小さく首を振る。これは洋楽でも邦楽でもない。

　街のゲーセンで毎日人知れず流れている、３ｒｄのオープニングテーマだ。





　　　　　◇






　演奏をしている忍の目は、浩介の姿を捉とらえている。

　聴いてる？　聴こえてる？

　コースケの為ために弾いてるんだよ。コースケの為に歌ってるんだよ。

　コースケだけに聞いて欲しいんだよ。

　この曲好きでしょ？　こっちにおいでよ、帰っておいでよ。

　私は待ってるんだ、毎日ロッキーで待ってるんだ。

　待つの苦手だけど、それでも待ってるんだ。

　ねぇ、コースケこっちを見てよ、私だけを見てよ。

　……彼女なんか、いないって言ゆってよ！

「っ！」

　忍は息を呑のんだ。

　浩介が目線を逸らした、だんだん顔が下を向いていく……。

　なんでっ？　なんでっ!?

　音にならない声が、リズムを取る足の動きを乱した。





　　　　　◆






　浩介は、奥歯を嚙みしめて下を向いている。

　もう一度やり直したい、時間を巻き戻したい。

　叶わないことを願っている。

　たかがゲームなんて言わなければ、これは俺たちの曲だったのに。

　あの一言さえなければ一緒に居られたのに……。

　涙が出そうなのを誤ご魔ま化かすため、３ｒｄノートに目を落とす。

　にじんだノートの文字を慌てて指で拭ったところで、二曲目が終わりを告げた。




　授業が終わって数分後、浩介は音楽室に駆け戻った。

　教科書を机の引き出しに入れたままだ。

　教室の防音扉を開けたところで、手が止まった。

「……急に言ゆわれても困るよ。キーボードなんてやったことないし」

　忍の声がする。一緒に居るのは卓也だ。

「すぐできるよ。忍ちゃんが入れば、俺らのバンド、デビューとか出来るかも」

　どくん。鼓こ動どうが浩介の胸を叩いた。

　確かに、そうかもしれない。演奏も、歌も上手くて、ルックスもいい。

　忍がアーティストとして、ＴＶに出てきても、違和感など覚えないだろう。

　もし、そんなことになったら、約束したあの娘と同じ場所には絶対に行けなくなる。

　傍に居て、見ていてあげることなど、完全に不可能だ。

　浩介の心配に反して、忍はからからと笑う。

「あはは。音楽舐めすぎ。私より上手い人、演奏会行けばいくらでもいるよ」

　忍が踵きびすを返そうとすると、卓也の手が、忍の腕を握った。

「い、いきなり何？」

「あのさ……バンドだけじゃなくて、もう一つ聞いて欲しいことがあって」

「はい？」

「良かったら、俺と、付き合ってよ」

　浩介は扉を閉めてしまおうと思った。しかし出来なかった。

　緊張と恐怖で、手が動かない。

「転校してきた時から、一ひと目め惚ぼれなんだ。でも、ほら、噂うわさでは、コースケと……」

　卓也の歯切れ悪い告白に、忍はズバッと言い放つ。

「コースケとは、付き合ってないっ！」

　浩介は、ぎゅっと目を閉じる。

　俺たちは付き合っていたわけじゃない。３ｒｄで、繋がっていただけだ。

　卓也の真剣な声が聞こえる。

「だったら、俺の事、真ま面じ目めに考えてくれないかな？」

「……」

　忍はしばらく黙っていた。

　その沈黙が何を意味するものなのか、浩介には想像も出来ない。

「……今は、何にも言ゆえない」

　忍がドアを押し開け、廊下を走っていく。

　浩介は、それをただ見つめることしか出来なかった。
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　同日、午後八時三十分。忍は、自分の部屋で絆ばん創そう膏こうを貼はった膝を抱えている。

　服装は、上下とも中学生の時の体操着。今は洋服を選ぶ気にもならない。

「疲つかれた」

　今日はいろいろなことが、あり過ぎた。

　浩介のホームラン。音楽室のミニライブ。そして、浩介が電話していた……彼女。

　綾に自分の気持ちを洗いざらいぶちまけた時は、泣いてすっきりしようと思っていたが、卓也の突然の告白で、泣くことも出来なくなった。

「卓也君、かあ」

　クラスの皆は卓也をカッコいいという。勉強も運動もそこそこだし、結構優しい。音楽という共通の趣味もある。悪くない相手なのかもしれない。

『今の彼氏とは、とりあえず付き合ってみたんだけど、意外と良いよ』

　お弁当組の、彼氏がいる娘の言葉を思い出す。

「よくわかんないけど、とりあえず付き合ってみたら、幸せ？」

　忍は激しくポニーテールを揺らす。

　とりあえずなんか、幸せじゃない。

　卓也と付き合っても、幸せにはなれない。彼には決定的なものが足りない。

　浩介には『決定的なもの』がある……いや、あったと言うべきだろう。

　忍は大切なそれを、たった一言の為に粉々に砕くだいてしまった。

　泣きたい気持ちが蘇よみがえった。




　コンコンと、扉を叩く音が聞こえる、多分姉だろう。

「ご飯ならいらない」

「ケーキもいらない？」

　予想は外れた。扉の向こうに居るのは、直なお政まさだ。

「食べるけど、ちょっと待って」

　忍は慌ててカーテンを引き、部屋着に着替え、ドアを開ける。

「お待たせ、どぞ」

「ほい。駅前商店街の鈴すず屋やのケーキ。この辺じゃ一番美味いよ」

　手渡されたのは、可か愛わいらしい鈴のマークが入った、洋菓子屋の箱だった。

「ちょっと作業させて、ゲーステ、ネットに繋ぐ」

「ネットの工事やっと来たんだ」

「うん。今日、茜あかねが家に居てくれたからね」

　茜というのは忍の姉、昼間は音楽教室でエレクトーンを教えている。

　しばらく画面とにらめっこしていた直政が、ぽつりと言った。

「忍ちゃん。最近、なんかあった？」

　何でもない言葉なのに、胸が締しめ付つけられる思いがする。

　忍はつい最近まで、直政の事が好きだった。

　些さ細さいな変化も見逃さず、居て欲しい時に必ず傍に居てくれる。そういう人だ。

　この人がやっているから３ｒｄを始めたし、この人に見てもらいたくて髪を伸ばした。興味のなかったお洒落にも手を出し、料理の腕も磨みがいた。一いつ生しよう懸けん命めいこの人の一番になろうとした……けれど、結局３ｒｄ以外、一つも姉に勝てなかった。

「ううん。なんにもない。大丈夫」

　忍は虚きよ勢せいを張る。この人は、姉のものだ。自分のものではない。

「大丈夫って言ってる奴は、大体大丈夫じゃないって格かく言げん知ってる？」

　設定を終えた直政がこっちを向いた。優しい目をしている。

　虚勢を張っているのはバレているだろう。この人は何でもお見通しなのだ。

「いい物、見せてあげるよ」

　直政はにこっと笑ってスマホを出し、アドレス帳をめくる。

「……あったコレだ！　じゃじゃーん」

　そこには、柳橋良栄という見み慣なれない名前が表示されていた。

「やなぎはし、よしえい？」

「りょうえい。って読むんだ。この人が〝坊さん〟なんだよ」

「お寺のお坊さんが、どうしたの？」

「あれ、わかんない？　坊さんって言ったら〝いずな全ぜん一いち〟だろ？」

「まじで！　なんで義に兄いさん、坊さん知ってるの？」

「大学の先輩なんだ。この人とネット対戦出来たら、元気出る？」

　自然に笑みがこぼれた。もしかしたら今日初めて笑ったかもしれない。

　直政が安心したような顔で、スマホを耳に当てた。

「……あ、宮本です。今から３ｒｄのネット対戦頼めないっすか？　あ、柳やなさん仕事中？　違うんすか？　……あはは。それ、いいっすね。じゃあ、後日またお願いします」

　電話を切った後、直政は忍を拝む。

「ゴメン。坊さん、弟子の特訓に付き合ってるって」

「ううん。大丈夫。坊さんの弟子って、どんな人？」

「高校生、大宮の店の常連らしい。あそこ意外と近いから今度行ってみよう」

「うんっ。高校生のいずな使い楽しみ」

「いや、ヒガンテだって。柳さん、もう何日も相手させられてるみたい……コロシアム狙うなら、いずな対策よりやることあると思うけどな」

　腕組みをする直政に、忍は頰を膨ふくらませる。

「いずなを悪く言ゆわないで」

「ごめん、ごめん。晩飯まで、ちょっと対戦しようか？」

　直政の誘いに、忍が腕まくりをして画面に向かうと。

「直さん、忍、ご飯だよ」

　艶あでやかな声の後、茜がドアを開けて顔を覗かせた。

　本当に同じ親から生まれて来たのか？　そう疑いたくなるぐらい綺麗だ。

「あら、これから対戦？　じゃあ、ご飯少し後にしようか」

　観戦オンリーの茜が定位置に座ろうとすると、忍は無理に笑顔を作った。

「対戦は明日でもいいよ。たまには二人でご飯すれば？　新婚なんだから」

　新婚という言葉に姉が頰を染める、悔くやしいぐらい可愛らしい。

　階段を下りる前に、茜が忍の方を振り向く。

「そうそう、今日カレーだけど、忍の分。小さい鍋なべに甘口で作ってあるからね」

　こういう細やかな気き遣づかいは、自分には決して真ま似ねできない。

「……神様は、不公平だ」

　華やかで美しい容姿、誰にでも好かれる性格の良さ、指導者としてやっていけるほどのエレクトーンの腕……そして直政。

　姉には何でも与えるのに、自分には何一つくれない。

「格ゲーは、神様なんかとは違う」

　格闘ゲームは平等だ、男とか女とか子供とか大人とかそういう物は関係ない。

　コジローが出す〝雷らい神じん疾しつ風ぷう脚きやく〟も初心者のそれも、性能は全く同じ。

　キャラクターは、操そう作さされたようにしか動かないし、動いた通りの結果しか出ない。

　格闘ゲームは噓うそをつかない。

　忍は、通信対戦モードを起動する。

　家庭用の３ｒｄは若干の通信遅延ラグが存在するため、完全移植とは呼べない。全すべての動きに３～４フレームの表示の遅れが生じる。○・一秒にも満たないわずかなものだが、ゲームスピードの速い３ｒｄではその遅れが致命的なものになる。

　家庭用がそれほど流は行やっていないのは、この通信遅延が原因だ。

　それでも、忍は毎日一時間以上通信対戦に没頭する。多少の違いはあっても、様々な戦略、戦術を試ためせる絶好の練習の場、なによりお金をかけずにたくさん練習ができる。

　練習すれば、しただけ技の精せい度どは上がる。覚えれば覚えただけ防御力も高まる。

　工夫すればした分だけ、速く動くことが出来る。

　どんな形になっても３ｒｄは自分を裏切らない。

　正直で公平な３ｒｄが、何よりも好きだ。

「私は、いろんなものを諦あきらめてきた」

　勉強で一番になること、運動で一番になること、エレクトーンで一番になること。

　直政の一番になること。浩介の……一番でいること。

　仕方ない。運が悪い。いろんな理由でいろんなものを諦めてきた。

「だけど、３ｒｄだけは……諦めない」

　一番好きな物で、一番強くなる。

　それ以外の事は、自分にとってどうでもいいこと。

「本当に、どーでもいい事だ」

　忍は歯を食いしばり、トレーニングモードを続けた。





　　　　　■






　午後十一時、帰宅したトシは手早く宿題をすませ、ベッドに寝転がった。

「……とうとう、忍ちゃんも来なくなった」

　ロッキーで九時まで粘ったが、忍も浩介もどちらも来なかった。

　なんだか、取り残された気分だな。

　ボンヤリと、３ｒｄの攻略本をめくっていると、スマホが光っているのが見える。

　忍からのメールだ。

『今日、ごめんね。転んで足が痛いから先に帰ったの、こっちで遊ぼう』

　明らかに噓な文面と、３ｒｄのネット対戦に必要なＩＤが書き込まれている。

「いっちょ、ぶん殴られるかな？」

　スマホを手に、ゲームステーションを起動したトシは、動きを止める。

『ネットで、いずなを見つけたらＩＤリークしてくれ。強ければ、どんな奴でもいい』

　浩介から、届いたメールを思い出したのだ。

　トシは忍のＩＤをコピーし、新しいメールにペーストした。

「どんな奴でも、いいんだろ？」

　トシが送信したメールの宛あて先さきには、石浜浩介という文字列が、表示されていた。





　　　　　◇






「お？」

　ネット対戦を繰り返していた忍は、声を上げた。

「ダイレクトメッセージとか、初めて見た」

　ゲームステーションのメール機能を通じて誰かがメッセージを送って来たのだ。

『はじめまして！　ヒガンテなんですけど、稽けい古こつけてもらえませんか？』

　忍はキーボードを叩き、返信を返す。

『こっち、いずなメインですけど、それでよければ』

　返事はすぐに返って来た。

『是ぜ非ひに！』




　画面が夕暮れの林の中に切り替わった。

「霧きり里さといずなっ、参まいるっ！」

　煙えん幕まくの中から、赤い忍しのび装しよう束ぞくの女子高生忍者が登場する。

　いつも思うが、忍者のくせに全く忍んでいない。凄く目立っている。

「ジャスト・ブリング・イッツ（とっとと、かかってこい）」

　深い青のタンクトップを着たヒガンテが現れ、いずなを挑発する。

「っ！」

　忍は絶句した、浩介と同じ色のヒガンテだ。

「まさかね」

　頭を振り軽快な手つきで〝疾風はやて〟を繰り出し、いずなを高速で前進させる。

　ヒガンテが、しゃがんで守りを固めた。

　いつものガン攻めで、ヒガンテを固めながら、忍は「ふぅ」と息を吐つく。

　鼓動が、いつもより速い。冷静にならなければ、操作と判断を誤あやまる。

「それっぽいんだけど」

　手しゆ裏り剣けんの対処が上手い事と、ガードしながら接近し、小こパン（しゃがみ小パンチ）からのハンマーを狙う戦術は浩介と同じだが。

「なんか緩いっていうか、博ばく打ちっぽい」

　今闘っているヒガンテは浩介よりも、行動が積極的だ。

　こちらの攻撃の届かない間合いで、攻撃力の高い技を振り回してくる。

　よく言えば大だい胆たん、でも、裏を返せば。

「隙すきだらけ」

　四度目の連続技が決まり、忍は第一ラウンドを奪うばった。

　楽勝と言える内容だが、背中が妙に冷たい。

　これが浩介だとしたら後のち々のち、怖いことになる。いや、すでに警けい戒かいが必要なレベルだ。

　確実な防御技術に、奇襲攻撃の大技が加われば、今まで通りのガン攻めでは勝てない。いずなはヒガンテの大きな打撃技を十回喰くらっただけで負けてしまう。どうしても防御に意識を割さかなければならない。

　無茶な技を振ることで、こっちの動きを封じる。雑ざつに見えて、上手くできている。

　忍は前髪をくるくると指に巻きつけ、真剣な顔で画面を見つめる。

「考えなきゃ……このままだと、いずれ捕つかまる」




　第二ラウンドが始まると、ヒガンテはジリジリ前に出てきた。

　襲ってくる手裏剣を、時に飛び越え、時にダッシュで掻かい潜くぐり、距離を詰つめる。

　接近戦インフアイトをしたい。ヒガンテ使いの思いが画面から伝わってくる。

「……試してみようか？」

　忍は、チョコンといずなをしゃがませる。

　ヒガンテが、お辞じ儀ぎをするように一瞬しゃがんだ。

「……あ」

　レバーを前へ倒す。いずなが前進する。

　ヒガンテもそれに合わせて前に歩いた。

「あっ」

　一いつ旦たん接近した後、二人は同時にバックダッシュし、身を屈かがめて睨にらみ合あう。

「コースケっ！」

　叫びながら〝疾風〟を繰り出す。高速で、浩介に近づく。

　ヒガンテが、〝疾風〟の終わりを狙うように下段のチョップを繰り出す。

　当然、いずなの体勢はしゃがみガード。

　忍にはわかっている。次に来るのは連続技コンボの〝ハンマー〟だ。

　ガードをすると、接近しての〝メガトンボム〟にくる。

　どうしてだろう？　３ｒｄなら浩介の気持ちが簡単にわかる。

「それ、手て癖くせだよ。直さないといつまでも勝てないよ？」

　伸びてくるヒガンテの腕を、いずなが垂直ジャンプで逃れ。

「えいっ、やあっ！」

〝飛び膝ひざ蹴げり〟から〝飛び蹴り〟へ繋がる２ヒット連続技コンボ。

「わかってる？」

　このパターンでいつもやられてるんだよ？　そういうことが言いたい。

　私が誰だかわかってる？　そうも言っている。

　いずなが着地した瞬間、忍は小パンチと小キックのボタンを同時に押す。

「遅いっ！」

　いずながヒガンテの通常投げを抜け、小さく距離を開けた。

　ジャンプ攻撃を喰らうと、浩介は通常投げを連打する、これも癖だ。

　素早い〝掌しよう打だ〟を一つ飛ばし、お返しの投げを狙いに行くと。

「読まれたっ！」

　ヒガンテが前方にジャンプし、勢いよく頭から突っ込んで来た。

　３ｒｄでは、地面から足が離れた相手を、投げることは出来ない。





　　　　　◆






「よしっ！」

　浩介は二度、小さくうなずく。

〝ジャンピングヘッドバット〟を出したのは正解だった。

　いずなはこっちの読み通り、投げに来たのだろう。

　ダウンしたいずなの足元にヒガンテを移動させ、小パンチを連打する。

　もし、このいずなが……忍なら、起き上がりは強気にパリイングを狙うはず。

　浩介は、起き上がりに、パリイングでは防げない投げを狙う。

　起き上がりに合わせてアケコンのボタンの無い所を叩いてから、コマンドを入力。

『それが、投げ無敵の11フレームを〝待つ〟方法です』

　先生の教え通り。ヒガンテの太い腕が、いずなの腰を力強く抱きしめた。

「よし」





　　　　　◇◆






「捕まった！」

　忍はヒガンテの〝ベアハッグ〟から抜けるべく、レバーを回しボタンを叩く。

「放さないっ！」

　浩介がボタンを連打する。こうすることで若干ながら攻撃力を上げることが出来る。

「どうして？」忍がつぶやく。「どうして？」浩介もつぶやく。

　約一キロ半離れた場所で、浩介と忍は全く同じ言葉を言った。

「どうして、ゲームで簡単に出来ることが、学校で出来ない？」

　いずなが、ヒガンテの腕から脱出した。

「行くよ！」忍が叫ぶ。「来いっ！」浩介が応こたえる。

　二人は画面を見つめる。その先のずっと遠くの、想い人の事を考える。

　どん、どん、どん。

　いずなが攻撃をするたび、ヒガンテがガードをするたび、そんな音が聞こえる。

　３ｒｄの画面が、全然別の物語に見えてくる。

　小さな少女が大きな扉を叩いて、こう言っている。

　どん、どん、どん。

「開けてください」

　どん、どん、どん。

「開けてください」

　蹲うずくまって扉を守る身体の大きな門番の意志も固い。

「それは無理だ」

「開けて、開けて」「駄目だ、駄目だ」

　そういう会話をしているような気がする。

　キャラクターは、傷つけあっているけれど、プレイヤー同士は心を通わせている。

　話し合うより、殴りあったほうがわかることが、ある。

　忍が小さな声でつぶやく。

「楽しい。楽しいね。コースケ」

　浩介が真剣な顔で、繰り返す。

「終わるなっ、まだ終わるなっ」

　ずっとこのままが良い。

　二人がそう思っていると、システム音が時間切れを告げ、

　忍のコントローラーに、透明な滴しずくが一つこぼれた。















第六話　『俺より強いあの娘を殴りに行く』







　七月十五日金曜日。放課後。

　明日はいよいよ終業式、夏休みはもうすぐそこだ。

　早いもので、転校してきてからもう十日が経たった。

　浩こう介すけと口を利かなくなってから、一週間以上が過すぎてしまった。

「最悪な感じに、なってきたな」

　空を真まっ黒くろい雲が覆おおっている。今に土砂降りの雨になるだろう。

　短縮授業なので、教室には忍しのぶの他には、男子が一人残っているだけだ。

　忍は教室の丁ちよう度ど真ん中にある綾あやの席で、３ｒｄサードＢＢＳを眺ながめている。

　トシの部活が終わるのを待って、二人でロッキーに行く約束をしているのだ。

　時計を見ると、三時。弁当持参だからお腹なかは空すかないが、有あり余あまった時間はいかんともしがたい。頼みの綾は、今日もバイトだ。

『これを、あたしだと思って』

　綾はそう言って、『変身』という古ぼけた文庫本を置いていった。

　爽そう快かいなヒーロー物かと思って読み始めたが『起きたら虫になっていた』などという、恐ろしい書き出しの本格怪奇小説だったので読むのを止やめた。

　虫は嫌いだ。神様がなんであんなおっかないものを作ったのか、意味がわからない。

　机の上に置いた本に目をやると、雷鳴が轟とどろいた。文庫本の表紙が怪あやしく光る。

「……ハマり過ぎ」

　手元が暗くなってきたので、教室の電気をつけると、変な音が聞こえる。

　ジジッ、ジジジ……。

　音の出どころはすぐにわかった、蛍けい光こう灯とうが明めい滅めつしている。

「とっかえないと」

　職員室へ向かおうと廊下に出ると、丁度よく倉くら貫ぬき先生が通りかかった。

「先生っ、教室の電気いっこ切れてます」

「ああ、部活が終わったら換かえておくよ」

　先生は、突き出たお腹に似合わずバスケ部の顧こ問もんだったりする。

「脚きや立たつと蛍光灯があったら、私出来ます」

「なんでも出来るんだなあ、新しん明みようは」

　先生は感心するが、忍は首を振る。

「ううん。大事なことは、からっきしダメです」

　表情を曇くもらせると、先生の手が頭に乗った。

「心配しなくていい。地理は大事だけど、全すべてじゃないって宮みや城ぎ先生、仰おつしやってたぞ」

　斜ななめ上うえの慰なぐさめの言葉をかけた後、先生は教室を覗のぞき、残っていた男子に声をかける。

「暇ひまだったら、新明と一緒に、アレ頼めるか？」

「換えておけばいいんすか？」

「うん。悪いけど、用具室まで脚立取りに来てくれ」

「はい」

　先生と男子が一緒に廊下を歩いていく。

　一人になった忍は、自分の席に戻って、置き忘れたエコバッグを回収した。

　空になっていない、青い弁当箱が重い。

「ん？」

　出て行った男子の机の上で、忍は奇妙な物を見つけた。

　彼が、暇さえあれば書きこんでいるノートだ。

「いつも、何書いてるかと思ってたけど」

『６２３Ｋ：Ｈ15（－）（ＣＨ=Ｄ90（－）・Ｇ30（＋）・Ｐ32（＋））』

　何かの数式というわけではなさそうだ。元素記号とも全然違う。

　意味不明な文字列はコレだけではない。

　ノート全体が、同じような記号でびっしり埋うまっている。

「……全然わかんない」

　火曜日、ネット対戦で束つかの間まの再会があったが、その後は一切触ふれあっていない。

　こっちのＩＤを知っているにもかかわらず、対戦のリクエストもメールも無い。

　ロッキーにも全然顔を見せない。きっと自分の知らないどこかに行っているのだ。

　忍は穏おだやかに笑った。不思議と清すが々すがしい気分だ。

「私……もう、君のこと、全然わからなくなっちゃった」

　すっと息を吸う。雨粒がぱたぱたと地面に落ちる音がする。

　あの日もこんな雨が降っていた。あの時のように、囁ささやいてみる。

「〝君、格ゲー上手いね〟」

　叶かなわない事を考える。もしもあの日に戻れたらもう一度。

「君に会いたい。〝また会えた〟ら、そしたら」

　とても短かった楽しい日々を思い出す。突然、二人の間に入ったヒビを思い出す。

「〝勝つ気あんのかよ？〟なんて言ゆわない。〝さよならでいい〟なんて言ゆわない」

　毎日笑って君の傍そばに居いて〝楽しいね〟って笑うんだ。

「そうだったら、よかった……でもさ」

　君には、大切な娘ひとがいるんでしょ？

　忍は、青色の弁当箱を、彼の鞄かばんにそっと入れた。

「あげる。捨すてちゃっても、いいよ」

　これで、本当になにも残らない。でもそれでいい。

　３ｒｄだけが、あればいい。

　忍は、すっきりした顔で、綾の席に戻った。

「……あの、これ、先生が」

　脚立を運んできた男子生徒に、忍は笑顔で答える。

「ありがとっ、石いし浜はま君っ」





　　　　　◆






　……石浜君？

　浩介は驚いた、そして理解した。

　何もかも手遅れなのだ。この娘こにとって自分は『どーでもいい』ものになったのだ。

　もっと強かったら、こんな事にはならなかった。

　後悔しても仕方がない。自分が弱い事に疑うたがいはない。

　この前ネットで戦った時も、二人の距離は、ほんの少ししか縮ちぢまっていなかった。

　この娘は、自分の亀かめのような成長を待つ事は出来なかったのだろう。

　……それでも。

　席に戻る。ヘッドホンをはめる。

　３ｒｄのオープニング曲をエンドレスリピートで聞いている。

　ノートに、いずなのデーターを書き込む。

　何も変わらない。どんなことになったって、ゲーセンに行けば３ｒｄはそこにある。

　傍に居るとか居ないとか、捕つかまえるとか捕まえないとか、そういう事は関係ない。

　３ｒｄだけが、あればいい。

　元々、自分は一人ぼっちだったのだから。





　　　　　◆◇






　がちゃ、がちゃ。

　ヒップホップに混じる雑音に、浩介は顔を上げた。

「ばか」

　目の前に、工務店のバイト経験が豊富な浩介にとってありえない光景がある。

　忍が登る脚立に、安定の為ための『留とめ金がね』が掛かっていない。

「おっかしいな。なんで揺ゆれるかな？」

　蛍光灯に手を伸ばしながら、忍は首を傾かしげる。

　引っ越しの時と、同じタイプの脚立なのに安定感がまるで違う。

　足元がぐらぐらする。

「学校の備品だし古いんだね」

　つぶやいた時、耳元で恐ろしい音がした。

　ブゥゥゥン。

「あっ。やっ」

　忍は目を閉じて身を固くする。

　何というかは知らないが、大きな虫が耳元を飛び回り、肩に止まった。

　足元がぐらりと揺れた気がしたが、それはすぐに収まった。

　虫が、再び嫌な音を立てて飛び去る。

　脚立が少し震えている気がして、忍はふっと下を見る。

「……あ」

　浩介が、脚立を両手でガッチリ摑つかみ上を向いている。

「……あ」

　見上げている浩介は、揺れが収まったことに安心し、直後顔が熱くなるのを感じた。

　スカートの中、可か愛わいらしいデザインの空色の布地が見える。

「あ？」

　忍は首を傾げる。なんでこの人は赤くなっているのだろう？

　転校初日の失敗以来、自分はスパッツを穿はいている。

　スパッツなんて、ショーパンよりか丈たけ長いじゃ……。

「あっ！」

　しまった！　今日はそれ穿いてない。

　顔から火が出る思いで、慌あわてて太ふと腿ももを押さえた。途と端たん、景色が傾かたむく。

「危ないっ！」

　浩介は、背面飛びの格好で、空中の忍に飛びついた。

　忍を抱き留め、床に落下する。

　……死んでも、離さない。

　そう思った時、後頭部に激痛が走った。




　忍は、ふんわりと温かいものの上で、意識を取り戻した。

　懐なつかしい、匂においがする。

　煙草たばこ？　違う。古ふる臭くさいクーラーの吐き出す、カビ臭くさい風の匂い？　それも違う。

　これは、街のゲーセンの匂いだ。浩介の、匂いだ。

　気が付いたら、頰ほおを浩介の胸に押し付けていた。シャツをぎゅっと摑んでいた。

　安心する。何だか生き返ったみたいだ。ここが私の居場所、そういう感じだ。

　背中に浩介の手が廻まわる、優しい力がこもる。ずっと、このままが良い。




「だ、大丈夫？」

　浩介は、思わず忍の髪を撫なでた。

「怪け我がはない？　どこも痛くない？」

　胸の上で、忍がうなずいたのがわかった。

　なんて細いんだろう、なんて柔やわらかいんだろう、なんて……愛いとしいんだろう。

　こうしていればよかった、もっと早くこうしていれば良かった。

『石浜君っ』

　脳のう裏りに、忍の声が蘇よみがえった。

「ご、ごめん」

　浩介は慌てて忍の身体からだを起こし、不格好に距離を離した。

　薔ば薇らの香りが、遠のいていく。

「あの、作業するなら留め金はちゃんとして、そうしないと危ないよ」

　自分の出る幕ではないと、慌てて席に戻る。この役目は、卓たく也やのものかもしれないのだ。

　昼休みに二人で音楽の話をしているのを何度か見た。

　もうあの娘の傍そばに、自分の居場所はないのだ。




「……なんだよ」

　忍の口が、勝手に動いた。

　必死で理性を働かせ、身体の暴走を止めようとする。

　……いけない。そんなことをして何になる？　下着を見られたからなんなの？

　……抱きしめられたから、なんなの？

　……もう、お別れしたでしょ？

　脚あしが勝手に動く。どんどん浩介に近づいていく。

　駄だ目めだった、病気が始まった。

　雷鳴が轟いた。大粒の雨が、アスファルトを激しく叩たたく音がする。

　それがどうした？　そんなもんはどーでもいい。

　ブゥウン、音を立てて飛んできた虫を、右手が払いのける。

　五う月る蠅さい。お前なんかどーでもいい。

　そうだ、どーでもいいんだ、もう終わったことなんだから。

　終わってるんだから、思っていること全部、ぶっぱなしちゃって構かまわない。

　息を吸う、浩介に向かって大声を出す。

「なんだよ。一体何なんだよっ！　わかんない。全然わかんない。コースケは私をどう思ってるの？　好きなの？　嫌いなの？　どーしたいんだよっ？　毎日一いつ生しよう懸けん命めい見てるのにさ、全然いつもそっぽ向いてさ、喋しやべろうとしても、いつもふいってどっかいっちゃってさ、お昼だって、何だよあれ、あんなもん食べ物じゃないよ！　あるんだよ、コースケのご飯はちゃんとあるんだよ。私、毎日ちゃんと持って来てんだよ。エレクトーンだってさ、一生懸命弾ひいたのにさ、全然下向いて無視するしさ、私、馬ば鹿かみたいじゃん。ちょっと、聞いてる？」

　浩介は下を向いている、視線の先に、あの意味不明の文字列がある。

　右手が、思い切り机を叩いた。

「こっち見ろよっ！」

　涙るい腺せんがぶっ壊れた、涙が止まらない。

「こっち見てよ……ほかの娘なんか見ないでよ……傍に居てよ、いつでも傍に居て、いつでも見ててよ。私だけを見ててよ。……もう、いいよ。私、謝あやまるから」












　ごとり。

　聞こえない音を立てて、忍の中の一番大切なものが、落ちた。




　浩介は奥歯を嚙かむ、忍はボロボロだ。

　綺き麗れいでも可愛くもないこの姿が、本当のこの娘だ。

　髪を乱して、涙で顔をぐちゃぐちゃにして、意味の解わからないことをまくしたてる、壊れかけた女の子。面めん倒どう臭くさい、扱あつかいにくい……そういう所が良い。自分は心底変わりものなのだということを再確認しながら、浩介は忍の言葉を聞く。

「いいよ。３ｒｄが一番大事じゃなくていいよ。コースケにとって３ｒｄが……たかが」

　違う！　浩介の中で、何かが燃えた。

　俺は、それを許さないお前に惹ひかれたんだ。好きなものを心しん底そこ諦あきらめないお前に憧あこがれたんだ。好きなものを心底信じぬいて、傷ついてボロボロになっても、他の人には意味の無い、自分にしか価値が無いものを抱きしめているお前が、俺は本当に好きなんだ。

　だから俺は、ありったけの声でお前の名前を叫ぶ。

「忍っ!!」

「……はい」

「たかがゲームなんて、お前が言うな」

　３ｒｄがあればいい。他には何もいらない。

　俺とお前はそういう大馬鹿野郎じゃないか。

　変に利口にならなくていいじゃないか。馬鹿のままでもいいじゃないか。

　大丈夫、すぐにそこに行くから、ずっと傍に居て、ずっと見ているから。

　浩介は、忍の乱れた髪を、優しく撫で、

「もう少しだけ、待ってて」

　それだけ言って、鞄を持ち、教室を出た。

　一いち目もく散さんに、目的の場所を目指す。

　土砂降りの雨。移動は自転車だが、そんなことはどうでもいい。

　行かなければならない、今日もあの人が待っている。

　俺を強くしてくれる人が、あそこで待っている。





　　　　　◇






　夕方、忍はトシとロッキーにいる。

「ちぇすとー！」

　黄色いはじめが、今日も元気に〝雷らい電でん〟をぶっ放す。

　今更の解説だが〝ぶっ放す〟とは、当たる確信なく技を振りまわすことを言う。

「……馬鹿な」

　画面の中で、大柄な筋肉質のギリシャ人〝ゼウス〟が、力なく倒れた。

「おっしゃー俺の進化がとまんねぇぇっ！」

「くっそー次は、こうはいかないからねっ」

　トシの向かいで笑ったのは、ロッキーの常連で、二つ年上の相あい川かわさん。

　ロボット対戦ゲームがメインの人だが、時々トシの相手をしてくれる。

　関係ないが相川さんの彼女は、この世界の生物とは思えない程可愛い。

「ふふふ、もはや俺はあなたと同じステージにいないのですよ、相川さん」

「うん。トシ君、彼女いないもんね」

「ちくしょー惨ざん敗ぱいだ」

　顔を見合わせて笑う二人の横で、忍は思う。

　……トシ君たちの方が、私より３ｒｄ好きなのかもしれない。

　笑ってゲームをしたことなんて、随ずい分ぶんない。反撃がどうとか、フレームがどうとか、細かい事ばかり考えている。そこにのめり込むことこそ『好き』なのだと思ってきたが、トシたちを見ていると、それは間違いなのではないかと思う。

「忍ちゃん。電話鳴ってるよ」

　トシに肩を叩かれ、慌ててスマホを取る。綾が猛烈な勢いで喋りはじめた。

「十円だから手短に言う。今すぐあたしのバイト先に来て、大おお宮みや駅西口出たら一番でかい通りの右側を駅を背にして真まっ直すぐ歩いて、馬車の看かん板ばんのお店。車しや輪りん堂どうカフェ」

　それで電話は切れた。

「どうしたの？」

「なんか、綾が今すぐバイト先に来てって」

　トシがにこりと笑った。

「すぐ行って、アイツが来いってことは、凄すごく大事な事だと思うぜ」

　アイツという呼び方に違い和わ感かんを覚えたが、忍はそそくさと駅に向かった。





　　　　　◇






　駅を出たら一番大きい通りの右側を真っ直ぐ。

　わかりやすすぎる説明のお蔭かげで、馬車の看板はすぐに見つかった。

　可愛い『はいからさん』の格好のお姉さんが、入口の手すりを磨みがいている。

「あの、すみません」

　声をかけると、お姉さんが振り向いた。

　すらりと背の高い目の覚めるような美人だ。黒髪を結ぶ、臙えん脂じのリボンが可愛い。

「いらっしゃいませ、車輪堂カフェへようこそ」

　胸がきゅんとなるほどの、眩まぶしい笑顔だ。

「あの、すみません。小こ島じまさんに呼ばれてきたんですけど」

「うふふふ」

　突然お姉さんが上品に笑い。腰の巾きん着ちやくから、赤い眼鏡めがねを出してかけた。

「わたくし、小島でございます」

「まじかっ！」

　驚きの声が出た。完全に別人だ。

「うふふふ、時給千円なら、わたくし、このぐらいの事は出来ますのよ」

　なるほど。お金になる時は、まともに動くんだ。

　綾はナマケモノではなく、エコノミックアニマルだったわけだ。

　お愛あい想そを披ひ露ろうした綾は、いつものキャラに戻る。

「ハンカクって格ゲー？」

「うん」

　忍はうなずく。〝反はん確かく〟は『反撃が確定している』の略語だ。

「ハクウ移動は？」

「それも格ゲー」

　随分マニアックな単語を知っている。

〝覇は空くう移い動どう〟は、前に歩きながらパリイングをする為の、特殊な技術テクニツクだ。

　綾は何かに納得したようにうなずき、向かいの雑ざつ居きよビルを指す。

「行って、あそこの二階」

「え？　あの、珈琲コーヒーとか」

「行って！」

　綾に背中を押された忍は、急いで雑居ビルに向かった。





　　　　　◇






「あれ？」

　ビルの駐輪場で、忍は足を止めた。

　一台の自転車に、見覚えがある。ロッキーに毎日止まっていた、浩介の物と同じ型だ。

　考えすぎだ。私、馬鹿になってる。

　頭を振って気分を変え、背筋を伸ばして階段を上った。

『格闘＆レトロゲーム専門、大宮ＫＩキＬＡラＬＡラ』

　自動で開かない小さなドアの上に、控ひかえめな看板が出ている。

「ここにあったんだ」

　引っ越してきた翌日の土曜日、大宮駅周辺を歩き回って見つけられなかったものが、ようやく見つかった。

　忍は嬉うれしそうな顔をするが、お世せ辞じにも女子高生が喜ぶような場所ではない。

　汚い壁、めくれかけた床のタイル、煙草の匂い、カビ臭い風を吐くエアコン。

　これが、埼玉に現存する『街のゲーセン』の一般的な姿だ。

　忍は、入り口の引き戸をそっと開け、店内の様子を覗き込む。

「ここは、ジャンプが最さい善ぜんじゃないですか？」

「……あ」

　切れ長の目が、すっと糸のようになる。

　聴きたかった声が、優しく耳を撫でている。

「投げも足払いも抜けられるし、空中喰くらいならダメージも低いじゃないですか？」

「私はあまり賛成しませんね。コースケ君」

　反論する柔にゆう和わな声の持ち主は、〝坊さん〟の異名を持つ柳やなぎ橋はし良りよう栄えい。

　二人は、自販機の横にあるベンチに座り、スマホを覗いている。

「あはっ」

　忍の口から、無む邪じや気きな笑い声が漏もれた。

　二人の男は気付かない。画面を見ながら立ち回りの検けん討とうを続けている。

「え、でも空中喰らい安定じゃないですか？」

「安直なジャンプは、コースケ君の悪い癖くせです。〝飯い綱づな落おとし〟を忘れてませんか？」

「ああ、そうですね。空中安定じゃないんだ」

「……話変わりますが、おごりなのに、珈琲しか頼まなかったのはソレのせいですね？」

「はい」

　浩介は、膝ひざに置いた青色の弁当箱の中身を、本当に美お味いしそうに食べている。

「あははっ」

　忍は目尻を指で拭ぬぐう。水すい滴てきがキラキラと光る。

　坊さんが、そろりと伸ばした手を、浩介がぴしりとはたいた。

「何ですか？　もう十日も一緒に居るのに、冷たいですね。電話で毎日会いたいとか、とても楽しいとか言ってたあれは、噓うそだったんですか？　私とは遊びだったんですか？」

「気持ち悪い事言わないで下さいよ。これが遊びでなくて、なんなんですか」

　忍が、口元を手で覆い、大きく肩をゆする。

「くくくっ。止めて、お腹痛い」

　浩介に彼女なんかいなかった！　毎日会っていたのは、坊さんだ。

　嬉しいときにも涙は止まらなくなるのだと、忍は初めて知った。

「それより、いずなの６２３Ｋの話なんですが」

　６２３で首を傾げたあなたは、お近くのパソコンのテンキーをご覧いただきたい。

　６＝右、２＝下、３＝右斜め下。これはレバーの入力順を表す。Ｋはキックボタン。

　斜め方向の矢印を出すことが出来ないネットの世界で、格闘ゲーマーたちが考案したコマンドの表記法だ。膨ぼう大だいな技名を覚えるより簡単なので、話をする時にも用いられる。

　ちなみに、いずなの６２３Ｋは〝春はる風かぜ〟という必殺の対空キックだ。

「起き上がりに、アレを出されることを予想して、弾はじきに行くってありですか？」

　浩介の質問に、忍が小さく答える。

「起き上がりなら無し」

　忍と同じことを言った坊さんが、その理由を説明する。

「アレはブーストをかけた場合、〝霞かすみ時雨しぐれ〟に繋つながります。〝春風〟が三段、霞が十六段。合わせて十九段、弾けますか？」

「霞対策が万全なら、狙ねらってもいいですよね？　６２３Ｋを弾いた場合、こっちの有利フレームは32ですよ」

　忍が両手で顔を覆った。あのノートを思い出している。

『６２３Ｋ：Ｈ15（－）（ＣＨ=Ｄ90（－）・Ｇ10（＋）・Ｐ32（＋））』

　わかる。今ならこの記号が読める。

　６２３Ｋ＝春風：Ｈヒツト＝喰らった場合、15（－）＝相手が15フレーム先に動く。（ＣＨカウンターヒツト＝カウンターで喰らった場合、Ｄ＝ダウン状態になり、90（－）＝相手が90フレーム先に動く）。

　Ｐパリイング32（＋）＝春風をパリイングした場合、自由に動ける時間は32フレーム。

　……浩介はいずなを完全に把は握あくするために、技性能をノートに書いて覚えていたのだ。

『いつでも傍に居て、いつも見てる』

　あの言葉は、噓なんかじゃない。浩介は十日間、いつでも見ていた。いつでも、いずなを、私のいずなだけを見ていた。浩介の気持ちは、いつでも私の傍に居た。

　毎日自作の『お崩くずれ』で昼食を済すませ、電車で十五分の場所まで自転車を漕こぎ、そうやって浮かせた五百円で、いずな全ぜん一いちの坊さんに会いに行く。当然、勝てはしないだろう。五百円は長くても三十分。短ければ十五分足らずで無くなってしまう。

　それでもいい。それが楽しい。他の事なんか目に入らない。

　浩介の横顔は、そう言っている。

「あはははっ」

　忍は笑う。嬉しそうに笑う。楽しそうに笑う、幸せそうに笑う。

　坊さんが、感心したように浩介の方を向いた。

「しかし、毎日よく続きますね。いずな対策ばっかりしても、全体のレベルアップにはなりませんよ。もっと人口の多いキャラを研究した方がいいんじゃないですか？」

「いいんです。他の事なんか目に入ってないですから」

「どうしてですか？」

「俺、どうしても強くなりたいんです。強くなってやりたいことがあるんです」

「ほほぅ、差さし支つかえなければ教えてもらえますか？」

「……俺、あの娘に酷ひどい事を言ったんです」

「あの娘っていうのは、コジロー君の言ってた〝どろん〟の忍ちゃんですね？」

「はい。俺、あの娘に３ｒｄを『たかがゲーム』なんて言ったんです。だから、あの娘に勝って、俺の３ｒｄは『たかが』じゃないって証明したいんです」

「なるほど、それで毎日いずな対策なんですね」

「そうです。今ならワンチャンあるんじゃないかと思います」

　坊さんが、その通りだという感じで、浩介の肩を叩く。

「私が教えたんです。コースケ君、いずなには負けませんよ」

「本当ですか？」

「坊主は方ほう便べんは言いますが、噓はつきません。明あ日す勝負に行きましょう、女の子をあまり待たせるものじゃありませんよ」

　浩介が、ゆっくりとうなずき、静かに宣言する。

「わかりました。明日あした、俺より強いあの娘を殴りに行きます」

　ＫＩＬＡＬＡのドアが音もなく閉じた。

「……お待ちしてます」

　と、あの娘が言った。





　　　　　◆






　七月十六日土曜日、いよいよ終業式。

　いつもより一時間早く登校した浩介は、玄関で用心深く辺りを見回し、『一－三　新明』と書いてある下駄箱を開ける。

「……まじか、早い」

　普段は、ＨＲホームルームの十分前に登校してくる忍の靴が、今日に限って入っている。

「どーすんだよコレ？」

　浩介の手に、四よつ葉ばの白詰草クローバーのシールで封をした赤と白の封筒がある。

　封筒の内側、空色の便びん箋せんに、こういう文章をしたためた。

『今夜九時、ロッキーにあなたを殴りに行きます。』

　もっとロマンチックなことを書きたかったが、いろいろ考えた結果これだけになった。

　下駄箱に入れておいて、何食わぬ顔をしていようと思ったが、事情が変わった。

「ＨＲの最中に、隙すきを見て最速で渡すしかない」

　心を決め、拳こぶしを握にぎると。

　生まれて初めてのラブレターは、ぐしゃりと音を立てた。




　教室に入ろうと思った浩介は、ドアの所で足を止める。

「３２６Ｐ、氷ひ雨さめ、発生は空中時のみ。ヒット、マイナス23フレ。ガードマイナス４？　これ違うよ、ガードはマイナス８だよ。４だったら疾風はやてで追っかけないよ」

　ぶつぶつ言っている忍に、見つからないよう、そっと覗き込むと。

　あの娘は浩介の席に座っていた。昨日忘れていった３ｒｄノートを眺めては頰ほおを緩ゆるめ、撫でては目を細めている。

「石浜」

　声に振り向くと、小島綾が立っていた。

　忍とこのクールビューティーは仲が良いようだが、浩介にはその経けい緯いがわからない。

「入れない」

「あ、ごめん」

　慌てて道を空けると、小島はいきなり「忍？」とあの娘の名を呼んだ。

「うわぁっ！」

　椅い子すが倒れる派手な音が聞こえ、小島がにやりと笑った。

「赤か……今日はやる気だな」

　何が赤なのか、浩介には全然わからなかった。
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　終業式が終わった教室では、倉貫先生が一学期最後の説教をしている。

「とにかく、長い休みになるから、何か小さなことでいい。目標を立てて日々を送って欲しい。一日に英単語を三つ覚えるとか、結果が出なくても部活をさぼらないとか、そういう小さな積み重ねが、後々効きいてくるからな。トシ、お前何か目標あるか？」

「おっぱいのでかい彼女が欲しいっす」

「それは、目標じゃなく妄想だ、もっと現実を見ろ」

　先生の突っ込みに、教室中が笑いに包まれる中。

　浩介は、忍の机の上にくたびれた封筒を滑すべらせた。

　怪け訝げんな顔をしたあの娘が、丁てい寧ねいに封を開け便箋に目を通す。

　その時の顔を、浩介は生しよう涯がい忘れない。

　香りまで漂ただよいそうなほど、頰を薔薇色に染め、大きな瞳ひとみを潤うるませ、柔らかく微笑ほほえんだ。

　糸のようになった目のまつ毛にキラキラと水滴が光る。

　殺すなら今殺して欲しい。

　そんな顔だった。

「新明、進路希望の用紙まだもらってないけど、どうした？」

　いつの間にか、先生が隣に立っているが、忍は意に介かいさない。

「……五う月る蠅さい、ほっといて」

「新明？　どうした？」

　肩を叩かれ、忍は我に返る。

「ど、ど、どうもしません」

　その顔は、耳まで真っ赤だ。

「『しのぶれど、色にいでにけりわが恋は、物や思ふと人のとふまで』そんな所かな？」

　百人一首かなにかの歌をそらんじる先生に、忍は嚙みつくように言う。

「ち、違いますっ！」

「あれ？　先生にはそういう風に見えたけどな、とにかく提出してから帰るように」

　教室中が『？』という空気になる中、トシと綾だけが嬉しそうに視線を合わせた。

『しのぶれど、色にいでにけりわが恋は、物や思ふと人のとふまで』

　これは、百人一首の平たいらの兼かね盛もりの歌で、隠していた恋心を他人に見抜かれてしまったことを詠よんだものだ。

「何言ってんだ？　先生」

　浩介が首を傾げると、チャイムが鳴って──夏休みが来た。





　　　　　◆






　午後八時五十五分。塾を終えた浩介は須す藤どう第一ビルの階段に立った。

　自分なりに一番お洒落しやれな白の半はん袖そでのシャツに、黒のスラックス、足元は革靴。

　めかしこんで、ここにやってきた理由はたった一つ。

　二階を見上げる。『俺より強い奴に、また会える！』３ｒｄのポスターの拳けん治じと目が合う。

　浩介は静かに言う。

「うん。俺より強いあの娘に、会いに来た」

　階段を上り、自動ドアが開くと、あの娘が振り向いた。

　予想通り、真しん紅くのワンピースだった。




「緊張すんなよ？」

　隣に座ったトシに、浩介は口をひらく。

「トシ、いろいろ迷惑かけたな」

　今回一番苦労をしたのはこの男だ、それなのにトシはいつもの調子で笑う。

「気にすんな。いつも言ってんだろ……仲間じゃねーか」

　微笑ほほえみを返すと、トシが力強く言う。

「勝てよ」

　浩介は二度、小さくうなずき、五十円玉を一枚だけ取り出す。

　勝っても負けても一回勝負。浩介はこの闘いはそういうものだと決めている。

　十日間の特訓で〝坊さん〟から上げた勝利は僅わずかに九。勝率は一割にも満たない。忍と坊さんの間に、それほどの差は感じない。全力をぶつけても、勝率一割行けばいい方だろう、それでも浩介はその『一』を引く自信がある。負けた時？　そんなことは考えていない。浩介はここに、勝ちに来ている。

　丁度、午後九時。第一ラウンドが始まった。




「驚かせるっ！」

　浩介は開幕と同時にレバーを前に入れ、大キックボタンを叩く。

　低く飛び上がって両脚で相手を蹴ける〝ドロップキック〟だ。

　前ダッシュで接近を試こころみたいずなが、巨大な足の裏にぶつかり、尻もちをついた。

　寝転がっているのはこっちも一緒、動き出すのは全く同じタイミングだ。

　いずなは怯ひるまない。細かく前進し、ジャンプしてこちらに飛び込む。

　浩介はレバーを後ろに倒し、ガードを固めるが。

　飛び蹴りをガードしたはずのヒガンテが、「グゥ」とうめき声を上げて仰のけ反ぞった。

「〝めくり〟かっ！」

　ジャンプ攻撃をした時、稀まれに攻撃判定のある部分が、相手の身体の背中側に突き抜けることがある。３ｒｄのガード操作の正確な方法は『攻撃を受けたのと逆側にレバーを倒す』、つまり、背中側に攻撃を受けた場合、レバーは前に倒さなければならない。

　これが〝めくり攻撃〟。元々はシステムの盲点をついた裏ワザだったが、今や３ｒｄを含む２Ｄ格闘ゲームでは定番のテクニック。いずなが細かく前進したのは、ヒガンテを〝めくる〟ための距離調整だ。

　攻撃を受けた浩介は、引き続き立ちガードを継続する。

　振り向かなければいけない分、ヒガンテの動きは遅い。反撃の暇はない。

　下段ガードは考えから捨てている。

『いずな使いは、下段攻撃を使うのを嫌います。足が止まりますからね』

　坊さんも繰り返しそう言っていた。足払いやスライディングは来ない。

　予想は、半分だけ当たった。

　下段攻撃は来なかった、しかし、上段攻撃も来なかった、やって来たのは。

「よっと」

　いずながちょこんと飛び上がり、ヒガンテの腕に絡みつく、そこから凄すさまじい勢いでヒガンテの身体を引き込み、巨体を半回転させる。

「柔じゆう法ほう・蔓かずら落おとしっ！」

　腕を決めたまま、相手の顔面を地面に突き刺すコマンド投げが炸さく裂れつした。

「投げっ!?」

　浩介が驚いている間に、いずなはヒガンテから中ちゆう途と半はん端ぱに距離を開ける。

「……罠わなだ」

　わかっているが、行かなければならない。近寄って投げを決めなければ勝ち目はない。

　ヒガンテが、時折身を沈しずめる奇妙な歩き方で、いずなに迫る。

　あと一歩で射程距離という所で、いずなが動いた。

「せいっ！」

　声に合わせて、回し蹴りが三つヒガンテに襲い掛かる。当てるのではなく削けずるのが目的だろう。三段蹴りの〝旋つむじ風かぜ〟はガードした相手を突き放す効果が高く、反撃の投げを受けにくい。

　しかし、事はいずなの思い通りには進まない。ヒガンテの目が光る。

「フンッ、フンッ、フンッ！」

　立て続けにガラスのクラッシュ音が聞こえ、ヒガンテが〝旋風〟を全弾弾いた。

「ヒガンテが、覇は空くう移動っ!?」

　忍の驚きの声が聞こえる。

　通常、前に歩いている時にはパリイングが出来ない。なぜなら歩いている時点で、前方向がすでに入力されてしまっているからだ。それでも、浩介が弾きを成功させた理由が〝覇空移動〟。レバーを下、斜め前、前と高速で入力して移動することで、前方向の入力をオフにしておく技だ。テンキー表記なら２３６２３６と〝覇空拳〟のコマンドを繰り返すため、この名前で呼ばれる。忍術使いのいずなや、八はつ極きよく拳けん士しユンファなど、高速戦闘を身上とするキャラの必ひつ須すテクニックだ。

　弾きはガードのように、相手の攻撃で後ろに押されることはない。〝旋風〟を放ったいずなは、ヒガンテの超至近距離にいる。

「ウワァオッ」

　ヒガンテがいずなを摑んだ。

「メガトンッ、ボォム！」

　超高角度のジャンピングパワーボムが決まり、いずなの体力が二割吹っ飛んだ。

　ダウンしたいずなの足元に、ヒガンテが走り、しゃがみチョップを連打する。

　起き上がりのパリイングを誘発し、通常投げで捕まえるつもりだ。

　いずなの起き上がりからジャスト12フレーム（○・二秒）でヒガンテは腕を伸ばすが。

「遅いっ！」

　いずなは投げを抜ける。『それは、もう見た』そう言われた気がした。

　それでも浩介の思考は置いて行かれない、いずなの掌しよう打だをガードしながら考えている。

「投げ返してくる」

　それを読んで、特殊技の〝ジャンピングヘッドバット〟だ。

「甘いっ！」

　いずなはヘッドバットを弾く。『それも、もう見た』切れ長の目がそう言っている。

　無防備なヒガンテに、下段蹴り、膝蹴り、〝旋風〟の五段連続技フアイブヒツトコンボが決まる。

　……ネット対戦の時より強い。

　ダウンを取られながら、浩介は驚きよう愕がくする。こんなに高いレベルに居るのに、忍は一日単位で強くなっているのだ、毎日練習を積み重ね、作戦を考え、３ｒｄを理解する。それはもう『好き』という言葉では表現しきれない。あえて言えば恋だ。

　あの娘は３ｒｄに恋をしている。

「とんでもねぇ」

　言いながら、浩介は笑った。

　俺より強い奴がいることが嬉しい。あの娘が強いことが嬉しい。

　上段か？　下段か？　投げか？　起き攻めが予想出来ない浩介はレバーを上に入れる。

『安直なジャンプは、浩介君の悪い癖です』

　しまった！　思った時にはもう遅い、ヒガンテにいずなが組み付いている。

「必殺、飯綱落としぃっ！」

　ヒガンテの顔面が地面に突き刺さり、高威力の空中投げが決まった。

　いずなの起き攻めは、再び投げ、今度は通常投げの〝山やま嵐あらし〟だった。

　次の起き攻めは、下段始動の五段連続技フアイブヒツトコンボ、その次は再び〝蔓落とし〟。

　読みがことごとく外れる。正確無比なくせに全然法則性がない。素早くて、激しくて、気まぐれで、わけがわからない。追いつこうとすると滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回される。でも、そこがいい。そういう忍から一瞬も目が離せない。いつもあの娘のことを考えている。それは、今もそうだ。

　気が付けばヒガンテの体力は、残り二割。

　開始から、２１６０フレーム。僅か三十六秒の出来事だ。

「今度は何だ？」

　五度目の起き攻めの時、すっと距離をとったいずなに、浩介はつぶやく。

　ヒガンテがガードを固めて、起き上がった瞬間。いずなが飛んだ。飛び蹴りでめくれる距離だ。

「もう、騙だまされないっ」

　レバーを前に倒した瞬間、至近距離まで接近したいずながとんでもない台詞セリフを放つ。

「覚悟っ……」

　忍が至近距離でいきなり超必殺技を放った。

　めくり対策でレバーを前に入力しているヒガンテは手しゆ裏り剣けんをガード出来ない。

　完全に、裏をかかれた……浩介が奥歯をぐっと嚙んだ時。

「秘技、霞かすみ時雨しぐれっ！」

　十六発の手裏剣が次々と突き刺さる。見み慣なれたシーンで第一ラウンドは終わった。
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　タンブラーから水分を補給した忍は、額ひたいの汗を拭う。

「そんなに差、ない」

　体力差は一方的だが、安直な垂直ジャンプがなければ、どう転んでいたかわからない。

　浩介の新戦術はネット対戦をした時より完成に近づいている。

　荒々しいドロップキックも、強気のヘッドバットも、〝覇空移動〟もその表れだ。

　今までのように、好き勝手にガン攻めには行けない。そんな怖さがある。

「もっと、ちゃんと見ないと」

　そうだ。見てもらうばっかりじゃ駄目だ。傍に居て欲しいなら。傍に居たいなら。こっちも、ちゃんと見てなきゃ駄目だ。恋愛も格ゲーも同じだ。一人じゃ何も出来ない。

「ぼんやりしないでっ、始まってる！」

　浩介の声に我に返ると、試合はもう始まっていた。

「ご、ごめんなさい」

　こんな事じゃいけない。ちゃんと見てないと。忍は大きな声を出す。

「行くよっ、コースケっ」

「来いっ！　忍っ」

　バックダッシュで思い切りヒガンテから距離を離し、手裏剣を投げる。

　攻撃的になったという事は、守備に綻ほころびが出るということだ、その隙をつく。

　手裏剣を〝疾風〟で追いかけ、下段始動から連続技に繋ぎ〝旋風〟で体力を削る。

「偉えらい」

　忍はにんまりと笑う。守備力が落ちているという予想は、外れだ。

　全然、攻撃が当たらない。下段蹴りも、それを意識させて中段攻撃の〝飛とび踵かかと落おとし〟で突っ込んでも、全すべてを受け止められてしまう。

　野球のせいなのか、浩介は恐ろしく動体視力と反応がいい。見てからガード出来る攻撃にはまず当たらない。防御に関してだけならほとんどトップレベルだろう。

　ヒガンテの超必殺技ゲージが、もうすぐマックスになろうとしている。

「だいぶ、溜たまってんね」

　これで簡単には近づけなくなった。少しでも隙を見せればギガトンの餌え食じきだ。

　体力の五割を失う〝ギガトンボム〟は怖いが、それ以上にギガトンを警けい戒かいして動きが制限されるのが厄やつ介かいだ。高速で動き回らなければ、いずなはただの体力と攻撃力の低いキャラに過ぎない。

　一瞬、わざとギガトンを喰らってみようかとも考えた。

　体力五割で自由が手に入るなら、安いものだが、

「……そんなの駄目」

　忍は首を振る。そんなことをしたら、いずなが可か哀わい想そうではないか。

　忍は、いずなをゲームの駒こまだとは思っていない。友達、いや親友ぐらいに思っている。

　地味な忍しのび装しよう束ぞくのいずなは、派は手でなカンフースーツのリンや、ビキニスタイルのエリィなど、お洒落な服のキャラに勝つと、こんなことを言う。

『あたしだって、本気出せば可愛くなれるんだからねっ！』

　綺麗でお洒落なお姉ちゃんの陰に隠れてるけど、私だって……。

　自分の心と、いずなの気持ちが重なった。彼女を好きになったのはそれからだ。

　いつだって可愛いって言ゆわれたい、綺麗だねって言ゆわれたい。

　女の子はみんな、そうなんだと思う。

　同じ思いを抱く友達に、わざと大きなダメージを負わせることは出来ない。

「あはっ」

　忍は妖あやしく笑う、良い考えが閃ひらめいた。

　手裏剣を追いかけ、下段蹴りをガードさせ、膝蹴りを繋ぎ、〝旋風〟を出さずにバックダッシュをする。

　ヒガンテがぴくりと動き、両手を伸ばした。しかし、その手はいずなには届かない。

「メガトンじゃ、駄目なの」

　忍の言葉通り、いずなは既にバックジャンプで空中に逃れている。

　メガトンを空振りしたヒガンテの超必殺技ゲージに１の数字が灯ともる。

「……ねぇ、コースケ」

　忍が目を細め、赤い唇くちびるを舐なめた。

「今の、もう一回欲しいでしょ？」

　空中を手裏剣が舞い。地上をいずなが疾風のように走る。

「いいよ。もっかい、やったげる」

　浩介が欲しがっているのは、至近距離から、下段蹴り、膝蹴り、〝旋風〟の連続技コンボだ。

　膝蹴りから〝旋風〟は連続技コンボになるのだが、ガードした場合、膝蹴りと〝旋風〟の間に、わずか１フレーム（○・一七秒）だけ相手が動ける時間が存在する。ボタンを押してから１フレーム以内に発動する技があれば、そこに割り込むことが可能だ。

　その１フレームに、発生１フレームのギガトンボムで割り込む。

　それが浩介の狙いだ。普通の人は考えもしないだろうが、今の浩介はやる。

　間違いない。さっきのメガトンはソレを狙った動きだ。

「あはっ、我が慢まんできない？」

　忍は小キックボタンの下段蹴りで浩介を誘う。

「いいよ……出して」

　ぞくりとするほど色気のある声で、表情で、忍が言った時、ヒガンテが光った。

「レッツゴー！」

　ヒガンテが大きな腕を伸ばすが……そこに、いずなは居ない。

「なんだそれっ!!」

　浩介が叫んだ時、忍は目を細めて舌を出す。

「あは。残念」

　忍は膝蹴りを出さなかった。出すと見せかけて、いずなをジャンプさせ、〝ギガトンボム〟を空振りに終わらせたのだ。

「まだまだっ！」

　筐きよう体たいの向こうから浩介の叫びが聞こえた。

「うふふふ……素敵」

　忍が、頰を紅潮させ魅惑的な笑みを浮かべ、空中からの連続技コンボを決めた。




　浩介は口だけではない。まだまだと言ったら本当に『まだまだ』なのだ。

「ホントに、噓つかないね」

　ヒガンテと闘いながら、忍は口角を上げる。

　体力の四割を失ってから、ヒガンテの動きが変わった。

　下段蹴りにも、中段の飛び踵落としにも果か敢かんに相打ちを取りに来る。

　相打ちが取れなそうな攻撃には、一切手を出さない。完かん璧ぺきに防御を固める。

　相討ちで損そん害がいが大きいのはいずなだが、さっきの連続技の体力差は大きい。

　浩介には一つのミスも許されない。

　一歩間違えたら崖がい下かに転落する険けわしい道を、全速力で駆け上っているようなプレイだ。

「ホントに、ここまで来るつもりなんだ、私を捕まえるつもりなんだ」

『必ず君のところにまで行くから、絶対に君を捕まえるから』

　浩介は初めて会ったあの日の言葉を、本当にしようとしている。

　……私には、勿もつ体たいないぐらい素敵な男ひ性と。

「いけない」

　一瞬集中が途と切ぎれた、ヒガンテの腕がいずなに伸びている。

「ドゥア！」

　通常投げの〝ハイアングルボデースラム〟がいずなに決まった。

〝ベアハッグ〟の方が、ダメージ大きいのに。

　忍の疑問はすぐに解けた。

「……そうか、時間」

　残り時間二十秒、いずなの体力は五割、ヒガンテの体力は残り三割。

　悠ゆう長ちように締しめ技わざを使っていては、間に合わない。

　そういう判断なのだろう。

　起き攻め……もう、レバーから手を放そうか？

　生まれて初めて忍は手加減を考えた。

　このまま勝ってしまったら、浩介はまた特訓の日々に戻ってしまうかもしれない。

　自分に勝つまで、口を利いてくれなくなるかもしれない。

　勝つことでしか『たかがゲーム』を帳ちよう消けしには出来ない。

　浩介はそういう風に考えている。頑がん固こ者ものだから、それを貫つらぬいてしまう気がする。

　そういう頑固者だから、好きになった気がする。

　ここまで来てくれただけで十分にわかった。

　浩介にとって３ｒｄはたかがゲームなんかじゃない。何よりも大切なものだ。

　だからもういい、勝たせてあげたって……その思考を素敵な思い出が打ち砕くだく。

『たかがゲームなんて、お前が言うな』

　そうだ、その通りだ。手加減なんかしない、全力で浩介を倒す。

　不純物だ、好きとか嫌いとか、口を利くとか利かないとか、傍に居るとか居ないとか、そういう一いつ切さい合がつ財さいは全て不純物だ。純じゆん粋すいに真っ直ぐに、一直線に！

「倒すっ！」

　忍は、必殺技コマンドを入力する。『６２３小Ｋ＋中Ｋ』ブースト版の〝春風〟だ。

　起き上がったいずなが金色に輝き、跳び上がって前蹴りを繰り出す。

「フンッ！」

　読まれたっ！　忍は驚いて目を見開くが、パリイングは賢かしこい選択とは言えない。

「はっ、はあっ！」

　いずながさらに空中で二段蹴りを出す、ブースト〝春風〟は三段攻撃だ。

「フンッ、フンッ」

　ヒガンテは三段の蹴りを綺麗に弾くが、まだまだ先は長い。

　ブースト〝春風〟は超必殺技の〝霞時雨〟に繋がる。

　空中に跳び上がったいずなが、懐ふところに手を入れた。

「覚悟っ！　……秘技、霞時雨っ！」

　時間的にも体力的にもこれで終わりだ。

　ぞわっ。

　勝利を確信したのに、背中に寒いものが走る。

「え？」

　忍が見つめる画面で、信じられない事が起こった。

『ソイツヲ。待ッテ、イタンダゼ』

　ヒガンテがそう言ったのだ。

　ガラスのクラッシュ音がして、ヒガンテが霞の一段目を弾く。

　二、三、四、五、六、七、八……。

　絶え間なく弾きの音が木こ霊だまし、ヒガンテの超必殺技ゲージが面白いように増えていく。

「……あっ」

　忍は、弱々しい吐息を漏らした。浩介が坊さんに言っていた言葉を、思い出した。

『霞対策が万全なら、狙ってもいいですよね？』

　ブースト〝春風〟からの〝霞時雨〟、十九段連続技ナインテイーンヒツトコンボ、こんなものを全弾弾ける人間など、この世に存在しないと思っていた。レアキャラのいずなの、非常に限定された技の対策を万全にしている人間など居るはずがないと思っていた。

　そうじゃない。向かいの筐体に座っているのは、ほぼ二週間いずなのことだけを考えていた愛すべき大馬鹿野郎だ。

　……十一、十二、十三。

「あ、あ、ちょっと」

　十四回目のクラッシュ音と共に、ヒガンテの超必殺技ゲージに１の文字が灯ともった。

「あ、待って、そんなの貰もらったら」

　十六回目の弾きの後、いずながふんわりとヒガンテの目の前に着地する。

『６２３Ｋを弾いた場合、こっちの有利フレームは32ですよ』

　浩介の言葉が蘇り、忍は目を閉じ、肩を落として、ため息をついた。

「……駄目」

　ヒガンテの目が光り。

「レッツゴー！」のかけ声の後、〝ギガトンボム〟で浩介が二ラウンド目を取り返した。
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　最終の第三ラウンド。

　ヒガンテが大振りの大パンチ〝アイアンナックル〟を繰り出す。

〝疾風〟ではなく通常の移動で踏み込んだいずなが、それを弾き。

　中段攻撃の〝飛び踵落とし〟で飛び込んできた。

「少々の体力はくれてやる」

　浩介は、ヒガンテを前進させ、一歩踏み込み、ノーガードで受け止める。

　近距離で喰らえば〝ハイアングルボディースラム〟が入ることを知っている。

「ドウァ！」

　いずなを投げたヒガンテが、起き上がりを上空からの〝ボディープレス〟で狙う。

「付き合わない」

　いずなが赤い残像を残し、〝疾風〟でボディープレスを掻かい潜くぐり。スライディング技の〝地じ走ばしり〟で足元を狙う。

　足元を攻撃されたヒガンテがぐらりと揺れる。

「間に合えっ！」

　浩介がレバーを前に倒すと、ヒガンテに、いずなの〝掌打〟が届いた。

「フンッ」

〝掌打〟を弾いたヒガンテが、反撃の〝地獄突き〟を繰り出す。

　その時忍は、レバーの前を入力している。

「わかってた」

　クラッシュ音がして、いずなが〝地獄突き〟を弾き、反撃に〝掌打〟を返す。

「フンッ」

　それをヒガンテが弾き、最速で〝地獄突き〟。

「甘いっ！」

　いずなが〝地獄突き〟を弾き、返す刀で〝掌打〟を繰り出す。

『コイツハ我慢比ベダナ、コースケ』

〝掌打〟を弾くヒガンテの言葉に浩介は、にやりと笑う。

　我慢は自分の十お八は番こだ。

「全開で行くよっ」

　忍がそう言うと、〝地獄突き〟を弾いた、いずなが笑う。

『おっけ、絶対負けない』

　ヒガンテが〝掌打〟を弾き、〝地獄突き〟を返す。

　いずなが〝地獄突き〟を弾き、〝掌打〟を返す。

　ヒガンテが、反撃の反撃の反撃の反撃の反撃の反撃の反撃を返す。

　いずなが、反撃の反撃の反撃の反撃の反撃の反撃の反撃の反撃を返す。

　浩介がつぶやく。

「いつまでも付き合ってやる」

　忍がつぶやく。

「絶対に退ひかない」

　効率のいい攻め方ではない。下段攻撃を出した方がいい。

　お互たがいにわかっている。

　下段攻撃を出せば当たると知っている……けれど、裏切れない。

　こいつは自分を裏切らない。だから自分も裏切らない。

　信用している。自分に向かって突きを〝掌打〟を出してくるこいつを、信頼している。

　自分を傷つける相手を信じている。

　二人は騙しあい、裏切り合う格闘ゲームでお互いを信じあっている。

　殴ることで、いろんな情報を伝えている。

　弾くことで、いろんな情報を受け取っている。




　話し合うよりも、殴り合ったほうがわかることが、ある。

　言葉なんかなくたって、通じる想いが、ある。

　レバーとボタンでわかり合える二人が、ここに……いる。




「あはっ、あはははは」

　突然、忍が笑い出した。

「へへっへへへへ」

　呼応するように、浩介が笑う。





　　　　　■






「……仲いいじゃねぇか」

　トシは、笑い合う二人を羨うらやましそうに見つめている。

　何を笑い合っているのかはわからない。けれど、あいつらは幸せだ。

　それは、はっきりしている。

　二人の気持ちはわからないが、トシには二人にはわからない周りの状況が見えている。

　延えん々えん続くパリイング合戦に、徐じよ々じよに３ｒｄの周りに人だかりが出来始めた。

　クレーンゲームをやりに来た女子高生たちが、目を丸くしながら言う。

「ちょっと、あの二人すごくない？」

「よくわかんないけど、カッコいいね」

　武将カードを交換していた三人組が、したり顔で語る。

「あれ、パリイングっていうんだろ？　ネットで見た」

「レバー前入れるだけで、出るらしいぜ」

「台空あいたら、ちょっとやってみないか？」

　茶色い帽子を目深にかぶった少女が、相川の袖を引く。

「勝まさるさん。今度、あれやって見せてください」

「あれはね。超上手くないと出来ないよ」

　ヒップホップ系の格好をした柄の悪い二人組の一人がヒガンテを指さす。

「このデカいキャラ、クールだな」

「忍者も、相当イケてるよ」

　トシは涙を浮かべながら、それを聞いている。

　そうだろう？　なんだかわからないけど凄いだろ？　なんだかわからないけど格好いいだろ？　なんだかわからないけど面白いだろ？　凄いんだよ、格ゲーって凄いんだよ。

　なんの役にも立たないかもしんないけど。レバーとボタンでここまで凄いことが出来るんだよ。こんなに格好良くなれるんだよ。

　たかがじゃないんだよ格闘ゲームは。

「俺だって、あいつらのとこまで」

　トシは拳を握り締めた。
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　画面では五十秒が経けい過かしている、もう三十秒も二人は弾き合っている。

　忍は弾きの数を数えるのを止めた。もう何回繰り返したかわからない。

　このままでタイムオーバーになれば、投げ一回分の差で、こっちの負けだ。

　だけど、このままずっと弾き合っていたい。浩介を裏切りたくない。

「ん？」

　忍は両手を止めた。ヒガンテの様子がおかしい。〝地獄突き〟が来ない。

「どうしたの？」

　画面にたずねると、ヒガンテが両手招まねきをして、おどけた声を出した。

「カモ～ン、ベイベ～！」

　ヒガンテの挑ちよう発はつは防御力を一割上げる効果があるが、狙いはそこにはない。

　浩介は来いと言っている。闘おうと言っている、殴り合おうと言っている。

「あはっ」

　忍は笑っていずなをバックダッシュさせ、その場にしゃがませる。

　ヒガンテも全く同じ動きをする。

『踊っていただけますか？　優しい巨人さん』『喜ヨロコンデ、可愛イ、オ嬢サン』

　そういう素敵なワンシーンが画面に展開された直後。

「勝負だっ！」

　浩介と忍が、１フレームの誤ご差さもなく、叫んだ。

「おおおおおっ！」

　ギャラリーから拍手と歓声が沸わき上あがった。




「行くよっ」

　忍はいずなに語りかけ、〝疾風〟でヒガンテに近づく。

「追い払えっ」

　浩介の言葉で、ヒガンテがバックハンドチョップを繰り出す。

　大振りの一撃は空くうを切った。太い腕の下を、いずなが〝地じ走ばしり〟で滑り抜ける。

　ヒガンテがぐらつく。

「今っ」

　忍はリズミカルにレバーを回し、ボタンを叩く。

　いずなが跳躍してヒガンテを飛び越え〝めくり〟の飛び膝蹴りから、跳び蹴りへの連続技コンボ。着地の後、下段蹴りからの膝蹴りを叩き込み、〝疾風〟には行かず手を伸ばす。

「柔法・蔓落としっ」

　コマンド投げが決まり、ヒガンテがダウンを喫きつした。

「よしっ」

　拳を握る忍の後ろで、ぬいぐるみを抱いた女の子がつぶやく。

「……あの娘、ピアノ弾いてるみたい」

　当たりではないが外れでもない。忍のリズム感の良さと、入力の正確性はエレクトーンで培つちかわれたものだ。

　タタタン、タタン、タタン。

　メロディーが聞こえてきそうな流りゆう麗れいな動きで、忍は浩介を追い詰めていく。

　今まで練習、知識、経験。３ｒｄだけでなく人生すべてで手に入れた物を根こそぎ使って忍は浩介を倒そうとしている。浩介に恋をしたことさえ、今は武器だ。

　どんっどん。どどど。どん。どん。どん。

　いずなの細かい打撃が、ヒガンテのガードを叩く。

「前もこういうことがあったね」

　あの時は、開けてください、開けてくださいと思って叩いていた。

　けれど今は違う、ううん。あの時から違った、だっていずながこう言っている。

『忍と、この人の間に、壁も扉も最初っからないんだよっ』

　その通りだ、私たちは出会った時から同じものだ、同じ大馬鹿野郎だ。

『好きなんでしょ？　一番いいとこ見せようよ』

　忍はうなずいて、打撃を止め、すうっと前にいずなを歩かせる。

　全部見てもらおうと思っている。可愛い所も綺麗な所も情けない所もみっともない所も、そして……一番強い所も。

　予期せぬ動きに、ヒガンテが戸と惑まどっているのがわかる。

「飛ぶでしょ？」

　忍の声に導かれるようにヒガンテは垂直ジャンプをした。

　投げ抜け出来ない〝蔓落とし〟を見せたのはこういう時の為だ。

　わけがわからなくなると、浩介はとりあえず垂直ジャンプをしてしまう。

「その癖、直せって言ゆったよ？」

　空中に浮いたヒガンテに、いずながブースト版の〝春風〟を命中させた。

　だが、〝霞時雨〟には行かない。その代わりにスタートボタンを全力で叩く。

「心しん頭とう滅めつ却きやくっ」

　声とともに、いずなが座禅を組む。

〝春風〟からいずなが着地するまでが32フレーム。〝どろん〟が出るまでが90フレーム。

　空中に舞い上がったヒガンテがダウンするまでが48フレーム、ダウンして起き上がるのが80フレーム。

（48＋80）－（32＋90）＝６

　忍が欲しかったのは大ダメージより、その６フレームだ。

　ヒガンテが起き上がるほんの少し前に。

「どろんっ」

「忍者が、消えたぁぁっ！」

　ギャラリーから、驚きの声が上がった。
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「どこだ？　どこにいる？」

　浩介は必死で、見えないいずなを探す。

　しゃがみは〝木こ枯がらし〟が怖い、ジャンプは〝飯綱落とし〟の餌食、しかし立ちガードしていても下段からの連続技コンボを喰らう。安全な場所はない……だったら。

「トシっ、お前の技使わせてもらうぞっ」

　叫んだ浩介が、出で鱈たら目めにボタンを押す。

　リリィさんがトシに授さずけたネタ技〝瞳を閉じて〟だ。

　何をしても無駄なら、無茶苦茶に腕を振り回している方が安全だと考えたのだ。

　作戦は上手く行った、忍は警戒したのか、あらゆる攻撃が来ない。

「ガアッ」

　ヒガンテがハンマーを打ち降ろした時、いずなが姿を現した。

　忍は何も出来なかったのではない、あえて何もしなかった。

　気が付いた時にはもう遅い。金色に輝いたいずなが、超高速でヒガンテに飛び掛かり。

「一、二、散さん……死しっ！」

　ブースト版〝木枯らし〟で顔面を踏みつけ。

「覚悟……秘技、霞時雨っ！」

　十六発の手裏剣を全弾命中させダウンを奪う。

　最悪の展開はさらに続く、画面端までバックダッシュで移動したいずなが再び。

「心頭滅却……どろん」

　消えた。

　ヒガンテの体力は残り四割ほど、対していずなは七割。

　残り時間も二十五秒を切った。

　それでも浩介は諦めない。ヒガンテに語りかける。

「アレ行こうか？　引っかかればまだワンチャンある」

『距離モ離レテルシ面白ソウダ、行クカッ』

「応おうっ！」

　浩介の叫びと共に、ヒガンテが髪を振り乱して突進を開始する。

　突進投げの〝スプラッシュ〟で画面端に到達した時。

「ムゥッ」

　ヒガンテがわずかに仰け反った。二度目の打撃は……来ない。

『カカッタ！　コースケッ』

　浩介は二度うなずきレバーを二回転させ、パンチボタンを押す。

「レッツゴー！」

　ヒガンテが消えているいずなに手を伸ばし、細い足首を摑み。

「１アインッ」

　見えない相手を、地面に叩きつけ。

「２ツヴアイッ」

　姿のない忍者を上空に放り上げた。

「３ドラアイッ」

　ヒガンテが空中で宙返りを決めた時、ようやく、いずなの姿が見えた。

「ギガトンボォム！」

　超必殺投げが決まり、いずなの体力が一気に、残り二割になった。
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「ごめん」

　忍はヒガンテに押しつぶされたいずなに詫わびた。

　バックジャンプでは、空中の二段蹴りは出せない。

　基本中の基本が、頭から抜け落ちてしまっていた。

　消えたという安心感、勝ったという油断があったのだろう。

　自分は、まだまだだ。もっともっと強くならなきゃいけない。

　残り時間は二十秒、相手の体力リード、その上こっちはダウン状態、頼みの超必殺技ゲージは豪勢にブーストを使ったせいで空っぽ、状況は極きわめて不利。それでも、忍の選択肢は一つだ。

「攻めるっ！」

　浩介が起き上がりにパリイングを狙う事を予想して、いきなり下段始動の連続技を叩き込む。下段蹴り、膝蹴り、〝旋風〟の五連撃が決まってヒガンテがダウン。

　これで若干の体力リード。

　絶好のチャンスだが、忍は追撃に行かなかった。

　いや、行けなかったというのが正しい。

　頭の中でキィィィンという音が鳴っている。頭が回らない、全然酸さん素そが足りない。

　二度バックダッシュして距離を開け、力の限りに叫ぶ。

「ここだ、私はここだっ、捕まえてみろ！　コースケっ、私を捕まえてみろっ！」

「すぐに行く、必ずお前の傍に行く。もう離さないっ！」

　告白以外の何ものでもない。観客が「わあっ」と沸いた。

　浩介はヒガンテを前に進ませ、いずなが動いたのを見て、中パンチボタンを押す。

「フゥン」

　ボロボロのヒガンテが、ボロボロのいずなの踵落としをチョップで打ち払う。

　一方的に打ち勝ったわけではない。相打ちだ。

　それでもお互い倒れない。両脚で懸命に立っている。

　まだ闘おうとしている。まだ相手を倒そうとしている。

　こんなになっても、二人はまだわかり合おうとしている。

　体力は双方、残り一割を切った。

　文字通り、ワンチャンスで勝負は決まる。

　次の一手は？

　突き？　蹴り？　投げ？　ジャンプ？　ダッシュ？　ガード？　パリイング？

　無数にある選択肢の中から、二人は全く同じ手を選んだ。

　何の小細工も工夫も無い、ゲームを始めたばかりの初心者でも出来る操作。

　大パンチボタンを叩くだけで出る、一番強い通常攻撃。

　ヒガンテがいずなに背を向けて右の拳を握りしめた。

　いずなが腰を落とし、右の拳を固めた。

　プレイヤーたちが力の限りに叫ぶ。

「行っけぇぇぇっ！」

　キャラクターたちは入力された動作を噓うそ偽いつわりなく実行した。

　真っ直ぐに、正直に、迷い無く、思い切り、力を込めた拳で目の前の相手を──




　殴った。




　ヒガンテが後ろに仰け反った。

　いずなが、二、三歩よろけ、力なく前方に傾いた。

　ヒガンテが慌てたように、ダッシュで駆け寄り、いずなを〝ベアハッグ〟に捕らえる。

　観客たちは、胴どう締じめという別名のついたその技を攻撃だとは思わなかった。

　醜い大きな男が、地味な細身の少女を、大事に大事に抱きしめている。

　そういうシーンだと思って見ていた。












　運命の一戦の幕がゆっくりと下ろされ、




　浩介と忍に拍手の音が降って来た。

　気がつけば二人は二十人もの人たちに取り囲まれていた。

　誰もが、浩介と忍に駆け寄り、口々に質問を浴あびせる。

「格ゲーやったことないんだけど、これって難しい？」

「カキィンってやつ、どうやってやるの？」

「この中で、一番強いキャラってどれ？」

「レバー一回転の技どうやってやるのか見せてよ」

「俺アル４勢なんだけど、ウィリアム少佐っぽいキャラって誰？」

「俺にも忍者教えてよ」

　両替機に走り、大量の五十円玉を握る人が居る。

　忍の後ろに、並びだす気の早い人もいる。

「順番だぞ、順番。台に金おいて順番取りすんじゃねぇぞ、喧けん嘩かになるからな」

　そう言っている須藤の爺じいさんは、目を赤くして手ぬぐいを握っている。

「ふふふふ、ロード・オブ・ファイターが流は行やってた頃みてぇだな」

　爺さんが、嬉しそうに瞼まぶたを擦こすった。

　トシが忍の右肩に手を回し、強引に浩介の所に連れて来た。

　浩介の左肩に自分の腕を回し二人を抱きかかえるようにしながら。

「最高だよ、お前たち最高だ」

　何度も何度も、繰り返しそう言った。

　浩介と忍は、ただ顔を赤くして下を向いていた。















第六・五話　『だけど今は……ね？』と言ってあの娘は目を閉じた。







　同日、十時三十分。

　浩こう介すけと忍しのぶは、古ぼけた公園にいる。

　浩介が忍に告白をした、あの汚い公園だ。

　背の低い鉄棒に並んで寄りかかった二人は、黙だまって立っている。

　二人ともばっちりおめかしをしてきているし、今こそロマンチックな話をするべきだと思うが、浩介は、何も言いだせない。

　ただ黙って空を見ている。雲一つない夜空に、星が幾いくつか光っている。

　忍が姉に電話をして『帰りたくないから遅くなる』と鼻血が出そうなことを言ったが、勘かん違ちがいしてはいけない。この娘こはただこうして一緒にいたいだけだ。

　一緒にいるだけでいい。自分がそう思うから、忍の気持ちもきっとそうだ。

　あの後、ロッキーは３ｒｄサードの対戦会場のようになった。

　浩介は向かってくる初心者の群むれを、時に優しく、時に厳きびしくギガトンで投げた。

　順番を待って再戦を申し込んできた忍には、今度は良い所なくやられた。

　……あんな試合を一日に二度は無理だ。

　綺き麗れいでもない。静かでもない公園を二人は黙って見ている。

　滑すべりそうにない滑り台。錆さびついたブランコ、吸すい殻がらの溜たまった砂場。

　世の中から忘れ去られてしまった遊び場は、古くなり朽くちて無くなってしまう。

　そういうものなのかもしれない。

　アミューズメントではない街のゲーセンも、そんな運命を辿たどりつつある。

　インターネットで『ゲーセン』と検索すると、ため息をつきたくなるほど閉店情報が出てくる。逆に、開店したという話はまず見つからない。

　何とかしたいけれど、何ともならない。

　自分たちはそういうものを好きになってしまった。

「寒いね」

　突然、忍がそう言って肩に頭を乗せて来た。

　今の気温は二十五度、珍しく遠回りな言い方をしたなと思いながら、浩介は忍の肩を抱だく。そんなことが自然に出来た自分に、少し驚いた。

「ねぇ、コースケ。私たち、いつまでこうしていられるのかな？」

　格闘ゲームをいつまでやっていられるかと聞いているのだろうが、あまり考えたくはない。大学生までか、社会人になるまでか、コジローのように三十歳になるまでか？

　それ以前に３ｒｄを置いてくれる街のゲーセンがいつまであるだろうか？

「わからない。でもさ、忍、そんなことは考えないようにしよう。今は……ね？」

　優しくそう言うと、忍が体重のほとんどを預あずけ、うなずいた。

　素直なときはホント素直なんだよな。

　そう思って顔を覗のぞき込こむと、キラキラした瞳ひとみを上目に遣って忍が微笑ほほえむ。大きく開いた胸元も汗でキラキラ光っている。

　いろいろ爆発してしまいそうになった浩介は、話を変える。




「そ、それより、俺、今やりたいことがあるんだ」

　忍が、なぜか頰ほおを薔ば薇ら色いろに染そめて、聞いてくる。

「……なあに？」

「コロシアムの予選に、出ようと思うんだ」

　電脳格闘大会コロシアムは、毎年八月の中旬に全国三十五の店舗で予選が行われる。

　八月三十日の本戦に進めるのは、各店舗の予選で優勝したものだけという狭せまき門だ。

「出来れば、後こう楽らく園えんホールの本戦に進みたい。そこで、コジローさんと闘いたい。コジローさんだけじゃない。海かい皇おうとも、坊ぼうさんとも、本気のリリィさんとも戦ってみたい」

　頰を膨ふくらまして聞いていた忍が、元気な声で喋しやべり出だす。

「もっともっと居るよ、強い人。大阪の暴あばれ熊ぐま〝はじめ使いのクマダー〟でしょ？　無冠の帝王〝ユンファの源げんさん〟でしょ？　あと、都市伝説〝弱キャラ全ぜん一いちのイワサキ〟、あ、そうだ、あのね。夏休みになったら車しや輪りん堂どうでバイトする。お金貯ためるの」

　いきなり話が飛んだが、浩介は驚かない。これが忍だ。

「おおっ、はいからさんになるの？」

　忍があの衣装を着たら、それだけで御飯三杯いけそうだ。

　もちろん、ライスだけというオーダーは出来ないだろうが。

「面接受かればね。そんでね、お金貯めて九州に遠えん征せいに行くの」

　東京の大会にはあまり出てこないので全国的に有名ではないが、九州のゲーセンの動画は、驚くほどレベルが高い。

「いいね九州。よし、俺も父ちゃんの手伝い、頑がん張ばろう」

「コースケのお父さんって、何やってるの？」

「石いし浜はま工務店っていう大工。いまはリフォームが多いかな？　手伝いすると結構くれるんだよ。じゃあ二人で金貯めて、九州行こうか？」

　うなずいた忍が、突然、狼狽うろたえはじめた。

「……ででで、でもそれってお泊とまりデートになるね？」

　忍のがくがくした喋りが、浩介にも伝染する。

「お、お泊り？　お、同じ部屋で寝るってこと？」

「だ、だって、シングルだと、ホテル高いじゃん」

　この話を続けていてはいけない。二人ともわたわたするだけで明日になってしまう。

「でも、それより先に、コロシアム。忍も出るでしょ？」

「もちろん。私それもあってこっちに来たんだから」

「忍なら、ワンチャン本戦あると思うよ」

　ワンチャンと言ったが、忍の強さはベスト８常連の坊さんとほとんど変わらない。

　かなりの確率で、本戦まで進める気がする。

「俺も、頑張ろう。まずは、打撃をもっと磨みがかないと」

　夜空を見上げて拳こぶしを握にぎると、不意に左側にもたれかかっていた忍の感触が消えた。




　とんっ。

　という感触が胸にあって、浩介は顔を下げた。

　真っ赤になった忍が、ちいさな、ちいさな声で言う。

「あのさ、浩介、コロシアムも、九州も大事だけどさ、あのさ、私ね、喋ってない間、いっぱいいっぱい我が慢まんしたの、それでね、ご褒ほう美びが欲しいの、今だけ、私だけを見て欲しいの、３ｒｄ大好きだし、一番なのはわかる、それは私も同おんなじ、だけど……」

　忍の手が、ものすごく控ひかえめに浩介の首に回った。

　薔薇園にいるような心こころ持もちがする。

　忍がすうと息を吸い。薄うす桃もも色いろの唇くちびるで、ねだるような甘い声を出す。

「だけど、今は……ね？」

　言い終えたあの娘こは、目を閉じた。

　浩介も控えめに、忍の背中に手を回し。

　細く柔やわらかくて、消えてしまいそうな体をぎゅっと抱き寄せた。

「……むぅ」

　忍が、突然変な声を出す。

　力を込め過ぎたと思った浩介は、優しく、優しく忍を抱きしめる。

　まるで、あの試合の最後の光景のようだった。

　精一杯めかしこんだ少年が、精一杯めかしこんだ少女を。

　精一杯恰かつ好こうをつけて、抱きしめている。

　それを照らし出す街灯が、

　ジジッ、ジジジ……。

　不ふ愉ゆ快かいな音を立てて、消えた。

　暗くなった後も二人はしばらく同じ恰好でいた。

　一人じゃないんだ。

　とても、大事なことがわかった。


（第一部・おわり）
















　オマケ。




　ワンチャンファーストキスまであった。

　大事なことに浩介が気が付いたのは、翌日の朝だった。

　殴り合っていないとわからないことが、まだまだある。








　あとがき







　昔の事ばかりを思い出すようになったら、老いの始まり。

　はじめまして、本もと宮みやです。

　最近、昔の事ばかり思い出します。

「あのゲームがよかったなあ」「あの漫画は最高だったなあ」と、そんなことをばかり言っていたら嫁に「それは老いの始まりだよ」と冷ややかな視線を送られました。

　ライトノベルという若々しい人が好むジャンルで、いきなり老いの話もどうかと思いますが、隠しても仕方ないので明かしておくと、私はけっこういい歳としのおっさんです。

　作中に時折出てくる『格闘ゲーム黄金時代』が高校時代に直撃した世代といえば、大体どのぐらいの年齢かは察しがつくと思います。

　高校時代は少ないお小遣いの大半を、大学に入ってからはバイト代のかなりの部分をゲーセンの筐きよう体たいに投げ込んでいた。いや、上う手まくはなかったので捨てていた……駄目な学生時代でした。

　こうやっておっさんになって考えてみると、ゲームに限らず、音楽をやったり演劇に命をかけたり、同人誌を作ったり、普通の人から考えれば一見無駄だと思えるものに時間とお金を浪費することが、照れくさい言葉ですが青春というものなのかもしれない。

　そんな気がしています。




　この話は私の学生時代の回かい顧こであり、夢であり、そして、だんだん消えて行ってしまっている愛すべき街のゲーセンへの、ささやかな応援歌であったりもします。

　作中のゲームセンター『ロッキー』のモデルは東京都の板橋区にありました。『ＫＩキＬＡラＬＡラ』は埼玉県大宮市に、『ブロッサム』は、東京都の豊島区にありました。

　今はどのお店もありません。時代の流れと言ってしまえばそれまでですが、なんだか自分の青春時代が死んでいくようで、とても悲しいのです。最新のアミューズメント施設は大きいし、綺き麗れいだし、豪華だし、快適で素晴らしいのですが、小汚い、狭苦しい店内で、あまりおしゃれとは言いい難がたい男の子たちがひしめき合って、「ハメだ！」「ハメじゃない！」と口論したり。

「そのコンボ、どうやって出すんですか？」などと言っていた世界を、どこかに残しておきたかったのです。

　もともとはネットの片隅にひっそり置いておこうというつもりだったのですが、何かが神様に届いたのか、または神様が何かを間違ったのか、こういう形で皆さんにお届けできる運びとなりました。

　仕事でなかなかスケジュールの取れない、どこの馬の骨ともわからない私の話を、こうして一冊の本にしてくれた編集のＫさん。浩こう介すけや忍しのぶに可か愛わいい外見を与えてくれたイラストレーターのせんむさん。そのほかスタッフの皆さん本当にありがとうございます。

　皆さんには、ご苦労ばかりかけてしまい、申し訳ありません。

　このご恩には次回があれば、その時にお返ししていければと思います。




　話を戻してゲームの話です。

　最近、格闘ゲームに新しい楽しみ方が増えました。

　動画サイトで観戦するというスタイルです。無料、あるいは有料でもそれほどお金はかからないので是非一度、覗のぞいてみてください。

　格闘ゲームって見るだけでも随分と面白いのです。

　プロゲーマーが活躍している最新のタイトルが大半ですが、作中の『３ｒｄ』と同じ、十年以上前の古いタイトルもかなりの数が見つかるはずです。

　作中に登場する有名プレイヤーのモデルになっている人も多数出てくるので、この人は、誰かな？　なんて探してみるのも面白いと思います。

　そして少しでも興味が出たのなら、街のゲーセンに足を運んでみてください。

　お世辞にも綺麗とは言えない店内、たばこ臭い風を吐き出すエアコン、そして食い入るように画面を見つめるプレイヤー達。両替機に行き、コインを握りしめ、お気に入りの筐体に放ほうり込んだら、あなたも格闘ゲーマーです。

　簡単に浩介や忍と同じ世界に行くことが出来るんです。

　さあ、今すぐ本を閉じて。

『俺より強い奴に会いに行こう！』

　最後までお付き合いいただきまして、ありがとうございました！




　あ、折角なので最後に売名行為を。ツイッター　motomiya_narou

　ネットの小説とか、脚本を書いてる劇団とか、ニコ生のこととかつぶやいてます。

　よろしければフォローなど。




　二○一五年一○月二六日


本宮あきら
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